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　法ほう王おう庁ちようの地下会議室への通つう廊ろうを急ぎながら、アスレイドは顔を曇くもらせていた。

　普ふ段だん、枢すう機き卿きようらの会議中に、護ご衛えいの騎き士しが呼ばれることはない。聖せい堂どう騎士の職務は、高位の聖職者を守ることであり、議会での発言権は勿もち論ろん、政策に関かん与よする権利はないのだから。

　──そのオレが、秘密会議に呼び出されるとは……どういうことだ？

　気き真ま面じ目めなアスレイドが真っ先に思いつくのは、悲ひ劇げき的てきな緊きん急きゆう事じ態たいである。

　大悪魔による被ひ害がいが発生し、主人であるピオスイステ枢機卿とともにウィッセルーデ地区に緊急に戻らねばならなくなった、とか。

　高こう齢れいの枢機卿が心しん臓ぞう発ほつ作さを起こして倒たおれたとか──！

　緊きん張ちようした面おも持もちで会議室へたどり着いたアスレイドは、呼びに来た書しよ記き官かんが扉とびらを開けるのを険けわしい表情で見守る。

「失礼します」

　円形会議場の入口で一礼し、アスレイドは議場を見み渡わたした。一段高い上かみ座ざに法王貎げい下かが座し、部屋を囲むように八名の枢機卿らが席に着いている。天井には大きな薔ば薇らの寓ぐう意い画がが描かれており、ここで見聞きしたことを一切他言するなかれ、という暗黙のメッセージを伝えていた。

　アスレイドが入室すると、全員の強い視し線せんが、一いつ斉せいに全身に突き刺さった。

「……なるほど、若くて見目よい男じゃ」

「娘らが好きそうな顔だの」

「健康状態に問題はないのか？」

　ひそひそと枢機卿らが言葉を交かわす中、アスレイドはピオスイステ枢機卿に視線を送る。高齢の枢機卿は元気そうな顔色だ。

「聖堂騎士アスレイド。これより、そなたの審しん問もんを始める。──召しよう喚かん台だいへ」

　ガザリア枢機卿が立ち上がり、厳げん格かくな声で命じた。この枢機卿はまだ四十代の若さながら、ピオスイステ枢機卿と並び、次の法王かと囁ささやかれる実力者である。

　アスレイドは無む言ごんで、議場の中央にある台座まで進んだ。

　これだけ高位の聖職者に囲まれた場に引き出されると、罪ざい人にんの気分になってくる。

　というか、「審問」とは穏おだやかではない。法王貎下の前で審問を受けるような重大な悪事──悪魔崇すう拝はいや教会への叛はん乱らんなど働いた覚えはない。想像さえしたことも……と思いかけ、アスレイドの胸に苦い記憶が蘇よみがえる。

　妄もう想そうの激はげしい黒髪娘と、桃色のフグ悪魔だ。

　色しき情じようを煽あおる小悪魔の毒どく針ばりにやられて、出しゆつ家けした聖職者としてあるまじき言げん動どうをした覚えが……ないこともない。

　若い娘を腕うでに抱きしめ、熱に浮うかされて少々恥はずかしい告白を……したかもしれない。

　というか、した。

　思い出すだけでアスレイドの体温が上がり、整せい然ぜんと打っていた鼓こ動どうは理性に反して乱れ打ちを始める。全身が、羞しゆう恥ち心しんと悔くやしさでいっぱいになってきた。

　あ、あれはオレがしたくてやったのではない！　悪魔の猛もう毒どくにやられただけで──！

　けれど、あの程度の小悪魔に付け込まれるような、隙すきだらけのだらしない心身しか持たぬ身であったことには、弁べん解かいの余よ地ちもない。

　オレの心と体はもう、あの二人によって穢けがされてしまった……。

　高貴なる枢機卿の身辺警護という大役は、許ゆるされないのかもしれない。

　アスレイドは跪ひざまずき、覚かく悟ごを決めて頭こうべを垂たれた。

　謹きん慎しん。

　降こう格かく。

　左さ遷せん。

　……最悪の場合、破は門もんという処しよ分ぶんもありうる……。

　心臓が痛いほど、胸が苦くるしい。

　カチカチと大時計の音だけが、石造りの部屋に響ひびく。

　いつまで待たせるのだろうと思った時、扉が鳴なった。

「──失礼します」

　ガザリア枢機卿の護衛を務つとめる聖堂騎士、ユリウスが姿を見せた。

　基本的に、枢機卿一人につき守しゆ護ごする騎士は四名。ユリウスはガザリア枢機卿の騎士の中でも、主任を務めていたはずだ。

　細身だが筋肉質のダークブロンドの青年は、聖堂騎士らの中でもかなり優秀で、そろそろ中央勤務に──法王貎下の警護に抜ばつ擢てきされるのではないかと噂うわさされている。

　その先輩騎士が、なぜここに？

「……これも、なかなかの美青年じゃ」

「娘らが好きそうな顔だのお」

「健康状態に問題はないのか？」

　アスレイドより五歳年長の精せい悍かんな騎士の容よう姿しを見て、またも枢機卿らが肩をつつき合い、ひそひそ囁く。

　なにゆえ、護衛騎士が訪れるたびに、容姿と健康状態について囁き交わすのか。

　頭を下げたままアスレイドが眉をひそめた時、ガザリア枢機卿の声が響いた。

「ユリウス、しばしそこで待て。そなたの審問はアスレイドの次だ。──ではこれより審問を開始する」

　二人目の騎士を扉の脇わきに立たせたまま、ガザリア枢機卿は羊よう皮ひ紙しを読み上げる。

「アスレイドよ。そなたはこれまで聖堂騎士として、神の言葉を忠実に守ってきた。

　我われら聖職者は、剣を持たず、清きよらかな青の衣ころもを纏まとう。聖堂騎士は、聖職者を守るために剣を握り、赤き衣を纏う。その赤は血の色でもあり、罪つみの色でもある。

　──アスレイドよ、そなたは枢機卿の命を守るためにやむを得なければ、剣を以もつて他の命を奪うばうことができるか？」

「はい。例えこの身に罪を得ようとも、私は法王貎下をはじめとする聖職者の剣となり、盾たてとなり、この身を尽つくして、神に祝福された方々をお守り申し上げます」

「ではもしも悪魔皿を集め、神の平和を実現するために必要であるならば、盗ぬすみの罪や虚きよ言げんの罪をも犯おかせるか？」

「はい。いかなる罪を犯して現世の法に裁さばかれようとも、また死して後のち、煉れん獄ごくに落とされることになろうとも、神の代理人たる法王貎下のご命令に従したがいます」

　この審問は、修道生から一人前の騎士に叙じよ任にんを受ける際にも問われるものだ。

　二度目であったので、アスレイドはすらすらと答えた。

　聖堂騎士の任務は、清らかなだけでは務まらない。悪魔に心傾かたむけた人間を切らねばならぬこともある。悪魔皿を接収する時に、強ごう盗とうまがいの真ま似ねをせざるを得ない場合もある。

　たとえその罪で神に裁かれようと、一般の市民らから罪人と罵ののしられようとも、真の平和のためなら汚よごれ仕事も引き受けよう──！

　アスレイドのひたむきな視線を受けた枢機卿は、法王に目め配くばせした。

「──では聖堂騎士アスレイドよ。そなたに命じる」

　老齢の法王の重々しい声が響いた。

「この呪のろわれし箱を開けるために、ある者を法王庁に迎むかえ入れねばならぬ。その者を、速すみやかにこの場に連れてくるのだ」

　法王貎下が机つくえに置いた小箱を示しめす。それは、アスレイドがステラから預あずかった革かわ張ばりの小箱だった。

　寝そべる猫ねこ一匹くらいの大きさの箱には、猫などひと吞のみにしてしまうような大だい蛇じや──あるいは小ドラゴンがぐるぐると巻きついている。

　オレは、この恐ろしげなドラゴンの箱を開けられる聖職者を迎えに行くのか？　謹慎でも降格でもなく？　それはありがたいが……ドラゴン退たい治じのできる聖職者など、国内では聞き覚えがないぞ。となると外国か……。

「分かりました。千せん里りの彼方かなたにおわす御お方かたであろうと、必かならずお連れします。どなたを、どこに迎えに行けば良いのでしょうか？」

「まだこの世におらぬ」

「……は？」

　この世にいない存そん在ざいを、迎えに行くのか？　──どこに？

「つまりだな、その者がこの世に誕たん生じようするよう、心身を捧ささげるのがそなたの任務だ」

「……と申しますと？」

「そなたは鈍にぶい男だな。この箱を開けられる者は、とある司し教きようの末まつ裔えいの男子だけだ。機き密みつゆえ、この者の名は明かせぬ」

「名も分からぬ者を、私は探しに行くのでしょうか？」

　少々厄やつ介かいな仕事になりそうだな、とアスレイドは思った。しばらく都には戻って来れなさそうだ。……オレが数カ月、場合によっては数年もいなくなると聞いたら、ステラはどう思うだろう？　悲しそうにするだろうか？　それとも王都の裕ゆう福ふくな男たちを侍はべらせて、さっさと忘れてしまうのか──。

　ズキリ、と胸の痛みを感じたアスレイドは我に返り、思い切り渋じゆう面めんを作った。

　──くっ、あの娘がどう思おうと関係ないだろう！

「いや、末裔が誰だれかはすでに分かっておる。王都におるゆえ、遠とお出での必要はない。しかしその末裔は女子であり……、我々が必要としているのは男子であるから……。はっきり言おう。そなたはステラ・エクセルシスなる娘を知っているな？」

「はい、よく知っております」

「末裔とは、その娘だ。──報告によると、かの娘は田舎いなか者ものでたいそう頭が悪く、神に見放された容よう姿しで、恋人の一人もよう作らんという。さらにモテないひがみから、男を見るたびに物をぶつけるという悪あく癖へきがあるそうだ。これほど不ぶ器き量りような娘を放っておいたら、息子を産むどころか結婚さえままならず、エクセルシスの血筋が途と絶だえてしまう」

　貎下の言葉に、アスレイドは「ステラは、そこまで不器量でも阿あ呆ほうでもありません！」と言い返したくなるのを堪こらえた。

「我らが必要とするのは、ステラ・エクセルシスの息子だ。──よって、アスレイド。そなたに命じる。この山やま猿ざるのごとき田舎娘を優しく口く説どき、神の愛を説いて恋人となるのだ。一年の後には、エクセルシスの名を継つぐ息子を、我が前に連れて来るがよい」

「……！」

　ステラと恋人になって……息子を連れて来い、だと──？

　愕がく然ぜんとしてアスレイドは、瞳ひとみを見開いた。

　金髪の書記官が一冊の書物を腕に抱き、呆ぼう然ぜんとしているアスレイドの元に小走りで近づいてくる。

「男子の授さずかり方は、その本に詳くわしく載のっておる。このドラゴンは男子にしか中身を渡さぬと宣せん言げんしておるから、必ずや男子を産ませるのだ。女子ではいかん。分かるな？」

　驚きのあまり、呼吸さえ止めてしまったアスレイドの手に、書記が一冊の書物を押し付けてくる。衝しよう撃げきに霞かすむ瞳に映ったのは、『百発百中・男女の産み分け方[image: 〓]』という俗ぞくっぽすぎる表題だった。

　──ちょっと待て!!　本気か？　本気でオレに、ステラと恋人関係になれとおっしゃっているのか……？　おお神よ、冗じよう談だんだろう!!

　十三で出家し、正式な聖堂騎士となって二年。こんな恐ろしい命令は初めて聞いた。

　これは夢か？　きっとそうだ！　薄桃色のフグが見せる、淫みだらな夢に違いない……！　こんな破は廉れん恥ちな夢を見てしまうとは、オレも恥ずかしい人間になり下がったものだな！

　アスレイドは、押し付けられた教則本で額ひたいを強打してみる。

　頭が痛くなっただけで、夢が覚めることはない。

「……ことなのだ。──これ、アスレイド。──アスレイド。わたしの話を聞いておるのか？　この程てい度どのことで動どう揺ようするとは、近頃の男子は情けない」

　貎下の声が響き、半なかば魂が口からはみ出ていたアスレイドはハッと身を正した。

「しっ、しかし──あの娘は男嫌いです！　不器量で恋人ができないのではなく、妄想が激しすぎて、この世に存在する男は全て、吸きゆう血けつ鬼きか狼おおかみ男おとこだと信じているのです！　恋愛さえできない身持ちの堅かたさなのに、こ……子供を産ませるなど無理です……っ!!」

「だからその誤ご解かいを解いて、愛を教えてやれ、と言っておるのだ。事の重大さを理解すれば、敬けい虔けんな信徒である娘も協力してくれるであろう」

「か、簡かん単たんにおっしゃられますが、それはオレには難むずかしすぎる……っ！　そもそも、その箱とドラゴンは何だったのですか!?」

　苺いちごのごとく真まっ赤かに赤面したアスレイドは、混こん乱らんのあまり崩くずれた敬語で喚わめく。

「──分ぶをわきまえよ。貎下が機密とおっしゃられたのを忘れたか？　これは、そなたら護衛職の者が詮せん索さくすべきことではない」

　厳きびしい表情でガザリア枢機卿が叱しつ責せきする。アスレイドが息を吞んで頭を垂れた直後、魔ま性しようの笑い声が地下室に響いた。

　素す早ばやく剣の柄つかに手を添そえて顔を上げれば、これまで黙だまって箱に絡からみつくばかりだった宝箱のドラゴンが、アスレイドをぴたりと凝ぎよう視しして笑っていた。

「ハハハハハ！　誰も教えてやらないなら、俺が教えてやろうか！　この中にはなあ、ナザニエルの──」

　喋しやべりかけたドラゴンを制するように、法王が大きく錫しやくを床ゆかに打ちつける。

　聖なる音か雷かみなりのように聞こえたのか、ドラゴンは押し黙った。法王は咳せき払ばらいし、気まずさを隠すように静まり返った議場に言う。

「中に入っているのは、聖遺物の一つで、聖者のナイフと呼ばれる品だ。このドラゴンのように、元は悪魔であった者の邪じや悪あくをそぎ落とし、神の名において使し役えきする聖なる品である。ゆえに──」

「法王サマ、噓うそはよくねーな！　それはおまけだろ？　大事なのはナザニエルのいし──」

「そなたは黙っておれ！」

「嫌だね。喋りたい気分なんだ」

「──誰か、お喋りの相手をしてやれ」

　錫を鳴らしながら法王が言う。誰もがドラゴン付きの箱に手を伸ばすのを嫌がる中、灰色髪をきっちりと後ろに撫なでつけたガザリア枢機卿が立ち上がった。箱を小脇に抱え、足早に退出していく。

「待てよ！　俺はアスレイドちゃんとお喋りしてーんだよ！　あいつパパになるんだろ？　これからあの黒い小娘と堕だ落らくの夜を過ごして、ナザニエルの遺品を受け継ぐ息子を作るんだろ？　なあなあ、誰かカワイソーなアスレイドちゃんに教えてやれよ！　そんな簡単に、息子なんか生まれねーって！」

　法王がだん！　と床に錫を打ちつけて聖なる音を響かせたが、距きよ離りがだいぶ離れていたせいか、ドラゴンは黙らなかった。力ずくで顎あごを閉じさせようとするガザリア枢機卿に火を吐はきながら、真しん紅くの竜は大声で話し続ける。

「考えてみろって！　なんでわざわざ息子なんだと思う？　それ自体があいつの遺ゆい言ごんなんだよ！　アスレイドちゃんよお、やめとけよ、こんなつまんねー任務！　このままじゃおまえ、法王サマにダマされて、姦かん淫いんの罪に穢れたことを後で死ぬほど後こう悔かいするだけだぜー？　女に穢れたらどうなるか、その顔じゃまだ知らねえんだろ？　ナザニエルの二にの舞まいだよ！　任務が終わったら消され──」

　パタン。

　控ひかえ室しつの扉が閉まり、ドラゴンのお喋りは聞こえなくなった。

　しん、と静まり返る議場で、アスレイドは辺あたりの空気を窺うかがう。

　意味深なドラゴンのお喋りについて訊きき返したいところだが、許されるだろうか？

「貎下。──先ほどのドラゴンの言葉ですが」

「あのドラゴンは、箱を開けさせたくないのだろう。だからあんなでたらめを言って、そなたの意欲をそごうとしておるのだ。耳を貸す必要はない」

「……は」

　アスレイドはそう答えるしかなかった。

　本来なら、神の化け身しんたる法王貎下と、護衛職のアスレイドが直接口を利きくことなど許されない。口答えすることなど、さらに許されるはずがない。

「……こほん。それでだ。そなたが選ばれた理由は、愚ぐ鈍どんな田舎娘がそなたに一ひと目め惚ぼれしたと聞いたからだ。無む論ろん、免めん罪ざい符ふは出す。姦淫の罪を問うことはない」

「げ、貎下、それはとんでもない誤あやまりです！　ステラは私を好すいてはおりません！」

　一体誰が、そんなわけの分からぬ報告をしたんだ!?　むしろ一目惚れをしたのはオレの方だぞ！　勿論、フグ悪魔の毒針のせいであって、本心ではないが！

「それに私は聖職者です！　罪を問わぬと仰おおせられても、い……異性と恋人関係になるのは……っ！」

「アスレイドよ、そなたの気持ちは分かる。一方的に好かれたとは言っても、猿のごとき下品な娘など、口説く気になれんというのであろう？　しかしな、誰かが身を犠ぎ牲せいにして、彼女の夫役をこなさねばならぬのだ。せめても、好きな男を差し出してやりたいというのが教会の慈じ悲ひである」

「いえ、私が言っているのはそういう理由ではなく──！」

　ステラを下品な娘だなどと思ったことはない！　オレが怖いのは、ステラを口説くことに関するあれこれ──彼女に本気で心を奪われてしまったらどうするのか、とか、子供目当てに聖職者が愛を囁くという欺ぎ瞞まん、結婚ではなく一時的な関係を持つという不ふ埒らちさだ！　ステラは、子供を産む道具ではないのに！

「では何だ？　……ドラゴンの言葉が、気にかかるか？」

　法王の問いに、アスレイドは小さく頷うなずいた。それも気にかかっている。

「ならば正直に言おう。女に手を出し、悪魔どもが見えなくなったり、封ふう魔まの力を失う者が出るのは、真実だ」

「！」

「異性と親密に過ごす行為には、己おのれの本質さえ変容させる力があるらしい。一部の修道士からは、異常なほど封魔の能力が高まったという報告もある。……姦淫という罪の後に、どうなるかはわからぬ。だがもし悪魔が見えなくなった場合、聖堂騎士の職務を全まつとうすることは不可能となろう」

　つまり、辞じ職しよく願ねがいを書く羽は目めになるわけだ。……さすがに、ドラゴンが言ったように「消される」──密ひそかに殺されるということはないだろうが。

「これが嫌ならば、もう下がってよい。──聖堂騎士、ユリウスよ」

　法王はあっさりと退出を許し、扉の側に立つユリウスに視線を投げた。

「はい」

「聞いておったな。罪を恐れずこの任務を引き受けてくれるか？　枢機卿ガザリアから、そなたならばどのような命令も成なし遂とげるだろうと聞いておる」

「お任せください。貎下のご命令とあれば、山猿娘だろうと牛娘だろうと神の愛を教え、十と月つきの後には男子の赤子を連れて参ります。無論、私自身も堕落することなく」

　ユリウスは、同性の枢機卿らさえ見惚れるような笑みで即そく答とうした。

「出家前に、悪い遊びは一通り経験しましたが、悪魔が霞むようなことは一度もありませんでしたから。問題ありません。……若い娘の心を奪うなど、容易たやすいことです」

　──ユリウスがステラと恋人になってしまう！
















　衝撃にカッと瞳を見開くアスレイドの耳に、後ろから軽かろやかな足音が響いてくる。先輩騎士の端たん整せいな横顔が視界に映うつったかと思うと、嘲ちよう笑しようするような眼まな差ざしと目が合った。

「さあアスレイド、その本を渡せ」

　アスレイドはとっさに腕に力を入れて立ち上がった。

「お待ちください貎下……！　嫌とは申しておりません!!　ステラの男嫌いは半はん端ぱではありません！　私がやります！」

　気がつけばそう叫さけんでいた。

「あと少し、箱についての詳しよう細さいをお教えください！　事情が分からなければ、ステラの同意を得ることは難しいでしょう。ですがそれさえできれば、必ず彼女の真ま心ごころを獲得し、恋人となってみせます！」

　アスレイドは会議場に響き渡る声で宣せん言げんした。ほう、と感心したような声が枢機卿らの間に漏もれ、なぜか拍はく手しゆまで聞こえた。

「……そうだな、娘を納なつ得とくさせるには、詳しい事情を話さずにはおれぬだろう。ピオスイステ枢機卿。のちほどアスレイドに、娘に教えても差さし障さわりのない程度の話をしてやるように。──アスレイドよ、そなたには一週間の求きゆう愛あい休きゆう暇かを与える。七日の後には娘とこの場に出しゆつ頭とうし、事の次第を報告せよ。よい結果を期待しておるぞ」

「はい」

　退出してよし、との合あい図ずが貎下から送られる。

　アスレイドは先輩騎士に対抗するように背筋を伸ばし、一礼する。

　議場から出ようとした瞬間、隣の控室から魔性の笑い声が聞こえてきた。

「……愚かな人間どもめ。ハハハハハハ！　ナザニエルの真の望みは、あの女の呪いを解くことだけだというのに！　四十年前とメンツは変わっても、頭の中身は何も変わってないんだな！　あいつの願いを叶えることなく、中身だけ手に入れようと強ごう欲よくに願うばかり！　ハハハ！　せいぜいナザニエルの遺言に踊おどらされるがいいさ、ハハハハハッ！」

　どこかでドラゴンが愉たのしそうに笑っていた。










[image: ]







「ステラさん、おはようございます。もう夜ですよー？」

　うとうとしていたステラの耳に、朗ほがらかなガブリエルの声が聞こえた。

　ステラはぼーっとしたまま身を起こそうとし、天てん井じように頭をぶつけた。

「いたっ！」

　ズキズキする額ひたいを押さえようとして、今度は肘ひじを壁かべにぶつけてしまう。

「おや、まだ棺ひつぎに慣れていないのですか？　くすくす」

　笑いながらガブリエルが、ステラの眠る棺かん桶おけのふたを開けた。

　花の代わりに敷しき詰つめられた赤トウガラシの棺に身を起こしたステラは、ほの暗い室内を見回す。

　ガブリエルの実家ヴァルシュト家の上品な客室には、すでに分ぶ厚あついカーテンが下ろされ、壁の燭しよく台だいでは小さな火が躍おどっていた。

　あたしの大好きな夜だわ……。

　闇やみの気け配はいが濃こい寝室に、安あん堵どしつつ棺桶から出る。両腕を思い切り上げて「うーん！」と伸びをした。ついでに桃もも色のフグも出てきて、セクシーポーズで伸びをする。

「うっふ～ん！」

　独どく特とくの鳴き声を漏もらすペットを横目で見たステラは、どうして「にゃあん」と鳴いてくれる普通の可か愛わいいペットを飼かえなかったのかと、返す返すも口くち惜おしさを味わう。

　何を隠かくそうこのフグ、人間の色しき情じようを煽あおる恐ろしい悪魔なのだ。

　ちょっとした偶ぐう然ぜんからステラと契けい約やくを交かわし、夜になるとこうして姿を現しては、強きよう烈れつな色香の魔力を放つ。

　フグ悪魔の狙ねらいは、大の男嫌いであるステラの人生を男まみれにして、男女の間に燃え立つ欲望によって、自身の魔力を強めること。

　それから、男女関係から発はつ展てんするいざこざや混こん乱らんを煽って愉たのしむこと。

　色恋に溺おぼれた人間を破は滅めつさせたり、聖職者を堕だ落らくさせたりするのも、お気に入りの趣しゆ味みらしい。

　ともかく、少しでも目を離すと、ろくでもない事ばかりしでかす危き険けんなペットである。

「はい、朝の一いつ杯ぱいをどうぞ」

　寝起きでぼうっとしているステラに、親切にもガブリエルが真まっ赤かな液体がなみなみと注そそがれた器うつわを差し出してくれる。

　ステラはありがたく受け取り、喉のどをうるおした。

　……とても美お味いしい。美味しいけれど……。

「物もの足たりない気がするわ……」

　半分まで飲み干ほしたステラは、真っ赤なジュースを見つめて眉まゆを寄せる。

　やっぱり、温室トマトの果か汁じゆうじゃなくて、アレじゃないとダメなの……？

「ご主人様ぁ、いい具ぐ合あいに真っ暗ですし、夜遊びに行きましょーよ！　物足りないのはきっと男ですぅ！　一晩遊び尽つくせば、心もカラダも満みたされますから～！」

　夜を好このむ悪魔フグは、今日も元気いっぱいだ。ステラの身に起きつつある異い変へんなど、どうでもいいらしい。

　昼間は修道士ぶっている金髪の吸きゆう血けつ鬼きガブリエルは、秘密めいた笑顔を浮かべてステラの耳に囁ささやく。

「足りないのは血でしょう？　喉が渇かわくなら、私の血を差し上げますよ。──どうぞ」

　修道士は、金髪をよけた白い首を差し出してくる。ステラは涙なみだ目めになって首を振った。

「い……いらないっ！　それじゃあたし、本物のヴァンパイアだわ！」

　ステラはじわりと焦こげ茶色の瞳を潤うるませ、首を振った。




　──事の発ほつ端たんは、一週間ほど前のこと。

　デュレス家に勤つとめていた元メイドのステラは、聖職者だと信じていた貴族吸血鬼ガブリエルに血を吸われてしまった。

　体調に異変を感じ始めたのは、翌よく日じつから。

　妙みように、体がだるい。

　強い日差しを浴あびると、眩暈めまいがしたり。少し歩いただけで、息いき切ぎれがしたり。

　どうしたことかと不ふ思し議ぎに思っていた夜。ステラは、不思議な夢を見た。

　辺りは一面の桃園で、燦さん々さんと照てりつける眩まぶしい太陽の下、幻げん想そうのように美しい小鳥たちが鳴き戯たわむれている。

　誰かと手を繫つないで木にもたれていたステラは、空あいた手を伸ばして小鳥を捕まえようとし、側そばにいた青年に制止された。

「いけないよ、ステラ。小鳥の血を欲しがっては」

　美女かと見み紛まがう美しい青年がそこにいて、ステラに向かって切せつなげに首を振ったのだ。

　金色がかった緑の瞳をしたこの男は、正体不明の大悪魔である。

　何らかの悪事を働き、悪魔を封ふうじる大皿に封じられたらしい。

　封印された悪魔は、本来なら絵皿の中で少しも身動きできないはずなのだが、ステラが端はしを欠かけさせてしまったせいで封印が緩ゆるんでいる。

　そのせいで皿男は、夜ごと眠るステラの魂たましいを捕まえては絵皿の中に連れ込み、「封印皿を割って、外に出してくれ」だの、「結婚式の続きをしよう」だの、「愛している」だの、わけの分からない誘ゆう惑わくを仕し掛かけてくるのだ。

　この美青年が人ならざる者だという証しよう拠こに、男の左手は、手首から先がなかった。

　ステラが皿をぶつけた時、ちょうどその部分を壊こわしてしまったからだ。

「え？　小鳥の血って……何？　あたし、可愛いから触ってみたいって思っただけよ？」

「ああそうか。あちらの世界でのヴァンパイアの癖くせを持ってきてしまったのかと思った。触りたいだけなら、呼んでやろう」

　法ほう衣いを纏まとった美び貌ぼうの悪魔は、小さく口くち笛ぶえを吹ふく。色いろ鮮あざやかな小鳥たちが喜んでやってきて、青年とステラの肩にとまった。

「さあ、存ぞん分ぶんに小鳥たちと遊ぶといい。もうあちらの世界では、叶かなわぬことなのだから」

　ステラは嬉うれしくなって微笑ほほえんだものの、皿に棲すみ着いた悪魔が妙に悲しげな顔でこちらを見つめてくるものだから、気になって問い返した。

「あちらの世界では叶わぬことって、どういう意味？」

「ステラ、気付いていないのか？　おまえ、吸血鬼になりかけているぞ」

「ええっ……！」

　可愛い小鳥を撫なでていたステラは愕がく然ぜんとし、皿男を振り返る。

　瑠る璃り色の髪をした青年は、アーモンド形の瞳を伏ふせ、苦しげに嘆たん息そくした。

「昨晩、おまえは吸血鬼に血を吸われたろう？　貴族吸血鬼は、人間の血を吸うことで下僕しもべの吸血鬼を作ることができるのだよ。おまえも……残ざん念ねんだが、体が吸血鬼化し始めている。あちらの世界で太陽の光を浴びた時、やけにぐったりしなかったか？」

「そ、そういえば……！」

　愕然としながら、ステラは昼間の全身のけだるさを思い出した。

　温室でのメイド仕事の合間、ステラは何度も眩暈を起こし、倒れそうになった。

　──そもそもステラは、もうデュレス家での仕事は辞やめるつもりだったのだ。

　法ほう王おう庁ちようの聖せい堂どう騎き士しであるアスレイドに散さん々ざんお説教されて、祖そ母ぼの遺い品ひんである『呪いの小箱』を持って法王庁に──王都に行くと決めたから。

　しかし、屋敷の執しつ事じは決してステラの退職を許ゆるしてくれず、「仕事が嫌なら、もう働かなくていいから」とか「給金を十倍にするから、愛人になりなさい」とか「妻つまとは別れるから一週間だけ待ってくれ！」とか、わけの分からない引ひき留とめの台詞せりふを口にした。

　仕し方かたなくステラは日にち没ぼつまで真ま面じ目めに働き、夜が更ふけたところでアスレイドに門衛を殴なぐり倒してもらって、夜よ逃にげ同然にデュレス家を出てきたわけだが──。

「ああ、なんという悲ひ劇げきだ！　これから数日かけて、おまえの体は吸血鬼になっていく！　メイドどころか、もう普通の人間としては暮くらせない！」

「そんな……！」

　ステラは、ガブリエルに嚙かまれた首筋に手を置く。わずかな痛みとともに、牙きばの跡あとらしき手触りがあった。

　この傷のせいで、あたしも吸血鬼になっちゃうの？　夜しか生きられない、魔性の生き物──聖堂騎士であるアスレイドが憎にくむ魔物に？　いやあああぁ──！

「残念だがステラ、おまえはもう二度と、明るい太陽を浴びることはできない。日差しの下で駆かけ回ることも、小鳥の歌声を聞くこともだ」

「い、嫌よ……冗じよう談だんはやめてっ！」

「嫌でも、もう取り返しがつかないことなんだ。──手て遅おくれだ」

「！」

　ステラは唇くちびるを嚙みしめ、溢あふれてくる涙を堪こらえ切れず、膝ひざを抱えて泣ないた。

「やめてよ……どうしてそんなひどいこと言うの！　吸血鬼なんて噓よ！　あ……あたし、人間だもの……！」

「ステラ、泣くな。こう考えればいい。こちらが現実で、あちらが夢だ。吸血鬼になっていく体は、ただの悪夢なんだ。よしよし。わたしと一いつ緒しよに、この世界で幸せに暮らそう。ここなら太陽も怖くない。愛しいステラ、わたしの広い胸に飛び込んでおいで」

　青あお褪ざめて震ふるえるステラを皿男は胸に抱きしめ、優しく慰なぐさめてくれたが、ステラはどうしても諦あきらめきれなかった。

　人間に戻りたい──普通の人間で、一般市民の女の子に。

　あんまり可愛くなくてもいい。地じ味みな容姿でもいいの。とにかく、吸血鬼はだめ！　だって魔物なんかになったら、みんなと一緒にいられない。

　アスレイドに切り殺される！　そんなの嫌ぁ……!!

　涙が涸かれるほどに泣いた後、ステラは鼻を啜すすりながら言った。

「まだあたし、一いつ滴てきの血も飲んでないし、人間に戻れる方法を探すわ！」

　そして不満げな美貌の悪魔を突き飛ばし、現実の肉体に戻ってきた。

　翌朝、近きん隣りんの宿で目覚めたステラは、アスレイドに遺い品ひんの小箱を押し付け、

「風か邪ぜと悪お寒かんと頭ず痛つうと吐はき気けが止まらないから、今日は休ませて……お願い。無理して外に出たら、あたし死んじゃう……！」

　と涙ながらに頼み込んだ。勿論毛もう布ふを頭からかぶって、わずかたりとも朝日の光を浴びないようにして。ころっと騙だまされた純じゆん真しんなアスレイドは、ステラの身を心配して医者を呼ぼうかと言ったのだが。

「あたしお金持ってないし、大の医者嫌いなの！　ねえアスレイド、ピオ神父様はとっても急いで箱を見たがってる気がするの！　何かこう、強きよう烈れつな念ねん波ぱを感じるのよ！　あたしの病気、しばらくかかりそうだから先に行ってて！　お願いだから！」

　口くち下べ手たなステラは、あの手この手でアスレイドを急せかし、しぶる狼男を二時間もかけて説せつ得とくした挙あげ句く、ようやく彼だけを先に出しゆつ立たつさせることに成功した。

　看かん病びようの名めい目もくで残ったのは、ステラの親分吸血鬼でもあるガブリエルだ。

　吸血鬼としての暮らし方を熟じゆく知ちしたこの先輩に連れられて、ステラは夜陰に乗じて王都にあるヴァルシュト家までやってきた……。

　ガブリエルこそが諸しよ悪あくの根こん源げんであることを考えると心こころ憎にくい気もするが、彼の他に頼れる人もいない。棺桶も借りないと一日で灰になってしまうし、この季節にはなかなか手に入らない、新鮮なトマトジュースも必要だ。

　──ここまでが、一週間前のこと。




「お願いです……ガブリエル様！　あたしを元の体に戻してください……！」

　治ち療りよう法を見つけられないまま、ステラは昼の間は棺桶に立てこもり、夜が来るたび、自分の主人である吸血鬼に必死で頼んでいた。

　──一週間前にアスレイドに預あずけたっきりの小箱のことや、デュレス家で割ってしまったたくさんの悪魔皿のこと、そこから逃にげた悪魔を捕まえないといけないこと……。

　考えなくてはならない大事なこともたくさんあるが、それどころではなかった。

「嫌です。ふふ。せっかく可愛い下僕しもべができたのですから、楽しませて頂かないと」

「相あい変かわらずウチのご主人様ってば、もーそー病が激しいなあ。貧ひん血けつでちょっとクラ～っとしただけで、ステラは吸血鬼になんかなってませんよー？　この吸血鬼もぉ、あっちの皿男もー、ご主人様がアホだからからかって遊んでるだけです～。だからほらほら、今日こそ夜遊びに行きましょーよー」

　いい加か減げんな口く調ちようでプーちゃんが言い、ステラの髪をくわえて引っ張る。

　──先祖代々、女ばかりの家系に育ったこの黒髪娘ステラ・エクセルシスは、妙な思い込みを持っている。

　この世の男性は全て、夜になると狼男か吸血鬼に変身する魔物だと信じているのだ。

　以前は、聖職者という安全な部類の男性もいると思っていたのだけれど、聖職者の振りをした吸血鬼のガブリエルとか、聖職者のくせに狼男なアスレイドなんかに出会ったせいで、もう聖職者だからといって安易に騙されたりはしない。

　そんな思い込みの激しい少女は今回、吸血鬼に血を吸われてしまったことにより、自分自身も吸血鬼化していると本気で思い込んでいた……。

　純粋な人間なのに、である。

「噓はつかないで！　吸血鬼になってないならどうして、こんなにお腹なかがすくの!?」

　ステラは手にしたトマトジュースを一いつ気き飲みし、これで自分は満まん腹ぷくなのだと言い聞かせる。……言い聞かせたいのに、やっぱりまだ足りない。こんな薄うすい味の冷さめた果汁なんかではなく、もっと温あたたかい何かが欲しいのだ。

「ジュースだけじゃ足りなくて当然ですう～。もー面めん倒どうなんで吸血鬼ってことでいいですからぁ、道行く若い男を襲おそって、イロイロ吸い尽くしてやりましょーよ！」

　人ひと事ごとだと思って、フグ悪魔は吞のん気きに言う。

　きゅっと口元を引き結んだステラは、棺桶に詰めてあったトウガラシを一握り、ポケットに突っ込む。数日ぶりに、屋敷の外に向かおうとした。

「おやステラさん、本当に夜遊びに行くのですか？　ああ、私の血ではご不満ですか？」

「着替えてピオ神父様の所へ行くんです！　ガブリエル様が助けてくださらないなら、神父様に助けて頂くしかありません！」

　夜の街は、魔物に変化する恐ろしい男たちに満ちている。できれば外になんか出たくないけれど、勇気を出すしかない。

「──やめておきなさい。殺されますよ」

　ガブリエルの言葉に、ステラはぎくりと足を止めた。

「ピオ神父はあなたが思うような、優しいだけの聖職者ではありません。魔を許さぬ、潔けつ癖ぺきな魂の方です。──若かりし頃に、かの方がどれほど多くの吸血鬼や悪魔を退たい治じしてきたか、教えて差し上げましょうか？　私は、二百五十年ほど生きておりますが、たくさんの友をあの方に殺されました。ヘンデル、ゼルフォード、パドラック……」

「で……も、あたしにはとても優しくしてくれたんです。だから事情を話せば──」

「騙されやすいお嬢じようさん、よく思い出してご覧らんなさい。大量の悪魔皿を手に入れるために、後ろ暗い噂うわさのあるデュレス家に、身寄りのない少女を送り込んだのはピオ神父ではありませんか？　そんな方が、本当に優しいと？」

「──だけど……ちゃんとアスレイドが助けに来てくれたし……」

「ふふふ、本当におめでたいお嬢さんだ。あなたが死んでいても生きていても、アスレイドは悪魔皿を接収したでしょう。本当に彼は、あなたを助けに来たのですか？　悪魔皿を回収するついでに助けたのではなく？」

「……」

　そう言われると、それが真実に思えてくる。

　ピオ神父は、聖職者としての責せき務むとステラの命を秤はかりにかけ、聖職者の責務を選んだのだ。もしもステラの命の方が大切だと思っていたら、あんな恐ろしい屋敷に就しゆう職しよくを勧すすめるはずがない……。

　ステラはすっかりしょげて、俯うつむいてしまった。

「自分の命で試してみますか？　きっと、吸血鬼の娘が目の前にやってきたら、ピオ神父はあなたの胸に杭くいを打って殺してしまいますよ。なぜって、元に戻す方法などないのですから。完全な吸血鬼になってしまう前に、安らかに眠らせてあげることこそ唯ゆい一いつの救いだと考えるでしょう」

　はっと音を立てて、ステラは息を吞のんだ。

　元に戻す方法はない？　あたし、一生このままなの？

　吸血鬼として……永遠に、夜をさまよう魔物になってしまう？

　目の前が真っ暗になっていく。

　ああ、どうしよう。本当の本当にもう手遅れなのか、一人でいいから、誰か詳しい人に相そう談だんに乗って欲しい。

　ステラの脳のう裏りに、じゃらじゃらと首にたくさんの十じゆう字じ架かをかけた聖騎士の青年の姿が浮かんだ。

　──アスレイド……あなただったら、どうする？

　あたしが吸血鬼なんていう恐ろしい魔物になりかかっているって知ったら？

　話を聞いて、……一緒に考えてくれる？

　銀髪の狼男が、自分を散々罵ば倒とうする姿を思い出したステラは、小さく首を振った。

　無理に決まってるわ！　あの人は、魔の存在を退治する聖堂騎士なのよ。魔物化していくこの呪われた体の秘密がバレたら、どんな恐ろしい目に遭あわされることか！

　アスレイドはもともとあたしのことを嫌ってるし、悪魔憑つきの穢けがらわしい女だと思ってるもの。おまけに吸血鬼になりかけだなんて知ったら、棺桶で寝てる間に埋うめちゃうわ！

　万が一殺されなかったとしても、ますます嫌われて「穢らわしい！」とか「汚きたならしいから近づくな！」とかって叫ばれることは間違いないんだから。

　──絶対、知られちゃだめ。あの人にだけは、隠し通さなきゃ……。

「そういえば今日も昼過ぎに、アスレイドが来ていましたよ。ステラさんのお見み舞まいに」

「えっ!!　そ、それで──！」

　まさか、言ってないわよね？　吸血鬼になりかけだなんて？

　脅おびえるステラに、修道士はにこやかに微笑む。

「原因不明の高熱で面会謝しや絶ぜつ、と追い払っておきました。熱心ですね、彼は。この三日、毎日通ってきています。まるで求愛中の若者のよう」

「まさか、あたしから吸血鬼の匂においをかぎ取ってるんじゃ──！　修道士様、アスレイドは両手に、杭とかハンマーとかスコップとか持ってませんでしたか!?」

「いいえ。祈き禱とう済ずみの聖水を預かっただけですよ」

「聖水……！　ああきっとそれをあたしにかけて、魔物かどうか確かめるつもりだったんだわ！」

　恐怖に瞳を開くステラを見み下おろし、フグ悪魔が呆れた様子で言う。

「ご主人様あ、世の中の人って、ご主人様みたいな変な妄想してませんから～。単なる病気祓ばらいのための、綺き麗れいなお水だと思いますぅー」

「ステラさん、そんなにアスレイドにバレることが心配なら、いっそ二人で駆け落ちしませんか？　アスレイドのいない遠い所へ──」

「だめですっ！　あたし、アスレイドに大事な箱を預けているんです！　あれを返してもらって、どうしてお母さんたちが死んじゃったのか確かめないと……！　わざわざメイドを辞めてまで王都に来たのは、そのためなんですから！」

　──ステラは吸血鬼になってすぐ、祖母の遺品の革かわ張ばりの宝石箱をアスレイドに預けた。

　それは一言で言うなら、呪われた箱。

　祖母が、吸血鬼と思おぼしき男性から「絶対に開けるな」という注意付きで預かった箱なのだが、禁を破ってふたを開けようとした人間は次々と死んでしまう。

　悪魔を見る瞳を持ったアスレイドは、その箱を一目見て「大だい蛇じやがついている」と恐ろしいことを言った。

　だから悪魔祓いをしてもらうため、アスレイドに預けたのだ。

「じゃあご主人様、フツーに考えてぇ、アスレイドはその箱の秘密について報告に来てるだけじゃありませんかぁ～？」

「……ホントにそれだけ？　あたしを食べるためでもなくて、埋めるためでもなくて？」

「疑り深いなあ！　アスレイドがご主人様を物理的に食べることはありませんッ！　食べちゃったら、皿から逃げた悪魔とかどーするんですか～？」

「それもそうよね」

　ステラは前の職場にいた時、たくさんの悪魔を封印していた皿を割ってしまった。その時に聞こえた悪魔の名前を思い出し、再び皿に封印し直さねばならないという重大な使命を背せ負おっている。

　この使命は、皿を割った犯はん人にんであるステラにしかできないことだ。

　……とりあえずこの使命を果はたすまでは、アスレイドに殺されることは心配しなくてもいいの？

　ステラが首をかしげた時、キィキィ鳴くコウモリを指にぶら下げて何やら内ない緒しよ話ばなしをしていたガブリエルが、つとステラに歩み寄った。

　妖あやしいほどに、満まん面めんの笑みである。

「──朗ろう報ほうです。ステラさん、人間に戻れる可能性が見つかりました」

「えっ！　本当ですか！」

「はい。私の上司が、そのような症状の治ち癒ゆに心当たりがあるそうです」

　同じ聖職者でも、聖堂騎士のアスレイドはピオ神父──またの名をピオスイステ枢機卿という──に仕つかえており、修道士のガブリエルはまた別の主人に仕えている。

　どうやらそれは、とても位の高い聖職者らしいけど──。

「吸血鬼の身でありながら、私が十字架も太陽も恐れずに暮らせるのはなぜだと思いますか？　全ては、上司のおかげなのです」

　修道士は、えもいわれぬ優しげな笑みを浮かべて囁く。

「ってことは、あたしもその上司の方に会えば、助かるんですね！」

　大喜びしかけたステラは、うっとりするような微笑みを浮かべているのに、どこか底そこ知しれない暗い輝きを宿したガブリエルの新緑色の瞳を見て、背せ筋すじがゾクっとした。

　……何となく、のこのこついて行ったら、とんでもない目に遭う気がする。

　ど、どうしてかしら？　とっても親切そうな笑顔なのに──。

　考えたステラは、ふと気付いた。

　唇だわ。

　見み惚ほれるような美しい顔に、優ゆう雅がに微笑む唇。だけど、この綺麗な唇の奥には、恐ろしい牙が隠されている。

　騙されちゃだめよ、ステラ！　よーく考えてご覧なさいな！

　吸血鬼な修道士様の「上司」なのよ？　おぞましい魔物を部下にして、悪魔皿を集めている人ってこと！

　悪魔を封印したお皿をたくさん集めた聖職者は、次の法王様になれるわ。

　いくら法王様になりたいからって、吸血鬼みたいな魔物まで使ってお皿を集めるなんて、まともな人のすること？

　──いいえ！　頭のおかしい人のすることよ！

　絶対に、近づいたら危険な目に遭うわ！

　ぴたりと黙り込んだステラを懐かい柔じゆうするように、ガブリエルはペットのコウモリの背中を優しく撫ぜ、さも明るい声で話しかける。

「かのお方の元で修道女の誓ちかいを立てれば、ステラさんも太陽を恐れる必要はなくなるでしょう。──善ぜんは急げと言いますし、今から会いに行きませんか？」

「今から!?　もしかして、その上司の方も吸血鬼なんじゃ！　ああ大変！　あたし、生き血を絞しぼられてカラッカラにされちゃう……！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。あの方は、純粋な人間ですから」

「えー？　教会なんか行かないで、夜遊びに行きましょうよー！　ボク、教会って嫌いですッ。なんかこう、体が痒かゆくなるって言うかぁ」

　話を聞いていたプーちゃんが、いやいやとゴネるように体を揺すって暴あばれた。

　──あたし、どうしたらいいの？

　ステラは判断しかねて、腕を組む。

　魔性を決して許さない潔癖なピオ神父様も怖いけど、魔性を堂々と受け入れてしまうガブリエル様の上司も怖い……。前門の虎とら、後門の狼男とは、まさにこのことよ！

　あたし、どっちの聖職者に相談すれば救われるの？

　真剣に悩なやみ始めたステラの脇わきで、修道士が悪魔フグに小声で問うた。

「痒くなる程度で済むのですか？　あなたは見かけによらずかなりの大物ですね。そういえば前回、あなたの名を聞いただけで貴族悪魔のブレイズウェルが震えあがっていましたが……あなたは何者ですか？」

「えー？　何のことかなぁ！　貴族悪魔なんてぇ、ぶっちゃけ一匹潰つぶせばすぐなれますけど、興きよう味みないってゆーかー。ボクの魔力が強いのは、貴族とか聖職者とか法王とかを誑たぶらかしてきたおかげですぅ～」

「法王！　それは見み事ごとなお手て並なみですね。ですが法王庁にはそんな記録はありませんよ？」

「フフフそれは闇に消されちゃったんですよ～。ほら、対立法王ってやつで！　あっちの派は閥ばつはこっちの法王を立ててぇ、こっちの派閥はこっちの法王を推おしてぇ。で、都つ合ごうの悪い方は、歴史から消されちゃったと」

「もしや、トゥーランジャーの対立法王ですか？　……たしか……馬ば鹿かな枢機卿どもが、婚約者のいた青年を法王に仕立て上げたとか。おかげで一度は平和になりかけた王国が滅めつ亡ぼうしてしまったと。法王が悪魔を使し役えきして国を滅ほろぼすなどあってはならぬと、闇に消されたと読んだ覚えがありますが──」

「あーそれそれぇー。そいつですぅ！　あの時代は何でもやりほーだいでぇ、ボク超楽しかったな～。聖職者が片かたっ端ぱしから死んじゃって、悪魔の天下でしたぁー」

「残念ながらその時代に、私はまだ生まれていないのです。法王庁で盗ぬすみ読みした黒歴史の本と、姉が聞かせてくれた昔話程度にしか知らないのですよ」

「フッ、コワッパめ！」

「ああ、話題についていけない若じやく輩はい者もののこの身が恨うらめしい！」

　五百歳の悪魔と、二百五十歳の魔物が遊んでいる声が、真剣に悩むステラの耳にぼそぼそと聞こえてくる。

「あの時代のことが知りたいなら、そこでぼーっと突っ立ってる暇ひま人じんのステラに聞くといいですよー。覚えてないフリしてるけどぉ、一応生きてたみたいだし。催さい眠みん術じゆつとかかければ喋り出すかもー？」

「我々吸血鬼と違って、人間は輪りん廻ね転てん生せいするのでしたね。──それで、そのトゥーランジャーの時代に、プーちゃんは過去生のステラさんと会っているのですか？」

「うっふーん。前のステラが何してたかぁ、詳しく知りたいですか～？」

「うーん、正直に言うと、過去のことなど興味もないしどうでもいいのですが……ステラさんがいじらしく一いつ生しよう懸けん命めい考え込んでいる間、口が暇ですからねえ。笑えるネタなら、何でもお付き合いしますよ。ステラさんの過去世は、喜き劇げき系けいですか？」

「爆ばく笑しよう系ですぅ！」

「ほう！　それは是ぜ非ひ教えて頂きたいですね！」

「フフフじゃ教えちゃおっかな！　運命は繰くり返すって言うでしょ～？　だ・か・ら、実はぁ、今と全く一緒なんですー。ボクがあの破滅の法王と契約して、初めて会った時──、ステラは棺桶の中ですっかり死んでましたぁ～キャハ！」

「あははは、残念でしたねえ！」

「そりゃーもー。あっちのステラは今のステラよりだいぶ美人だったし、妙な思い込みもなかったから結構イイ女だったのにー。超残念！」

「ああ！　あと数百年早く生まれて、過去生の美人なステラさんを口説けなかったこの身が恨めしい！」

　……何か知らないが、さっきから自分の名前が連れん呼こされている気がする。

　深刻に思い悩んでいたステラだったが、賑にぎやかな隣人たちのせいで、だんだん集中力が途と切ぎれてきた。
















「ちょっとそこ、静かにしてて！　考えがまとまらないでしょ！」

「しーっ！」

「しー、ですっ！　それにしても、ステラってば学習能力低いなぁ！　つまんないことに悩んでる間に、どーせまたぽっくり死んじゃうんだからー。生きてる間はどんどん楽しいことすればいいのにー」

　夜に元気になるこの隣人たちは、少し叱しかったくらいでは、お喋りを止めるつもりは全くないらしい。

　ひそひそ声にはなったものの、春先の雀すずめのように雄ゆう弁べんに井い戸ど端ばた会かい議ぎを続ける。

「ついでにもう一つ、当時のステラさんについて是非お伺いしたいことがあるのですが」

「死んだ理由ですか～？　えーっと、確かけっ……」

「いえいえ、そんな些さ細さいなことに興味はありません。人間は皆みな、死ぬものですからね。死ななかったなら興味も持ちますが、死んだからといっていちいち気にするほど、私は神経質ではありませんよ」

「それもそっかー、あはは！」

「私が気になるのは、当時のステラさんが愛用していた棺桶です。我が屋敷の棺桶よりも魅み惑わく的でしたか？　吸血鬼にとって、女性に快かい適てきな寝ね心地ごこちの棺桶を提てい供きようできるか否いなかは、求きゆう婚こんの成せい否ひを決する切実な問題なのです！」

「あー、もーすごかったですよ～。透すき通るような大だい理り石せきで！　外側には花の彫ちよう刻こくと宝石、内側は頰ほおずりしたくなるような手触りの毛皮があってー、薔ば薇らの花が一面に敷き詰めてありましたねえ。ボク、うっかり宝石箱だって勘かん違ちがいしちゃいましたぁ」

「ほう、それほど美しい棺桶がこの世にあったのですか！　それはぜひ一度、入ってみたかったですねえ。──ですが我が家の棺桶も、見た目はともかく、住み心地では決して負けませんよ？」

「死に心地も？」

「勿論。最高の死に心地を保ほ証しようしますよ」

　真面目な顔でうそぶいて、吸血鬼と悪魔が顔を見合わせてけらけら笑う。あまりにも楽しそうに雑ざつ談だんしているので、とうとうステラの集中力もふっつり切れてしまった。

　──人が命がけの大難題に取り組んでいる側で、いったい何の漫まん談だんをしているのよ。ちょっと気が合ったからって！　あたしも入れて！　──じゃなくて！

　そういうのはよそでやって、と文句を言おうと顔を上げた瞬間、ガブリエルがにこやかな笑みで振り返った。

「ステラさん、思う存分悩みましたか？」

「え？　はい──」

「ではそろそろ行きましょう。いい具合に、不吉そうな赤い月も出てきましたし、レニエールまで行くには、馬で一晩かかりますから」

「えっ。あたしまだ、行くって言ってない──」

「くすくす。初めから、あなたに選択権などありません。日のあたる場所で暮らしたいなら、我が主あるじの元に行くしかないのですから。あとで後こう悔かいしないよう、覚悟を決めるための時間を差し上げただけですよ」

「ついでに、他人のどーでもいい昔話で盛り上がってただけでーす！」

　今日も機き嫌げんのいいらしいプーちゃんが、すいすい泳いでステラの頭の上に乗っかる。

　このフグは泳ぐのが遅いので、お出かけしたり歩いたりする時はいつも、ステラの頭の上に乗る。進む方向が気に入らなかったり、機嫌が悪かったりすると黒髪をくわえて引っ張るので、ステラは主人を乗せた馬の気分を味わう。

「……何かしら、この虚むなしさ？　あたし、真剣に悩んだだけ時間の無駄だった気がしてきたわ」

　こんなことなら、楽しそうな井戸端会議に加わった方がましだった気がする。

　ため息交じりにステラが「行きます」と答えると、子供にするように修道士に頭を撫ぜられた。──頭に乗っていたフグを押しのけて。

「はい、よくできました。ではご案内いたしましょう。レニエールの大聖堂……偉大なる枢機卿ガザリア様の元へ」

　ガブリエルは優雅に腕を上げる。左腕にぶら下がっていたコウモリたちが、窓辺に向かって一斉に飛び立ち、夜闇に消えた。

　まるで、かの枢機卿の元に知らせを運ぶ伝令であるかのように。







　ガブリエルが馬を準備している間、ステラは門の側で大きな木にもたれて待っていた。

　滴したたりそうな血色に見える不ぶ気き味みな赤い月の下、いつ果てるともなく続くプーちゃんのお喋りを聞き流しながら。

「あーあ、残念だなー。せっかく王都に来たのに、夜遊びもせずに痒かゆ～い大聖堂に行くなんて！　楽しみにしてた王子様とのカラミはどこへ行ったんですかぁ？　ボク、ステラを王妃様にしてあげようって決めてたのにー」

「あたし、王子様とか興味ないから」

　夜になると魔物に変身する、「男」という生き物となんか、絶対に結婚しない。

「えーっ？　じゃあ初老の王様と、男ざかりの大臣に二ふた股またかけるのなんてどうですか？　ステラを巡めぐる争あらそいの末すえに、革かく命めいが起きそーになるんですー。そこで隻せき眼がんの将軍が二人を仲直りさせようと出てくるんですけどぉ、ステラに一ひと目め惚ぼれした将軍は、あろうことか王様を殺害！　大臣との血みどろの内乱の果てに共倒れして、あっという間にこの国は滅びてしまいましたー、ちゃんちゃん♪」

「国を滅ぼすとか、悪いこと考えちゃだめでしょ」

「ちっちっ。一番おいしいのはこの後ですぅ～。逃げ延びた王子様は、隣の国に助けを求めるんです。隣国の青年王はぁ、正義心に満ちた立派な人だったから兵を挙あげてくれるんですけど、殺すはずのステラを見たら恋の炎が燃え上がっちゃって！　理性も正義もかなぐり捨てて魔女ステラに生しよう涯がいの愛を誓うんです～」

「あたしは魔女じゃありません」

「心配いりません！　ステラくらい平へい凡ぼんな容姿でも、ボクの魔力があればどんな男も落として見せますから～。──で、半ば廃はい墟きよとなった城で、魔女ステラと青年王は結ばれ、退たい廃はい的な愛に耽ふけりながら、邪魔な王子を殺そうとするんですー。王子は第三国に逃げて、またそこの国が兵を挙げて……！　フフフこうして、傾けい国こくの美女ステラを巡る争いは大陸中を戦いくさに巻き込み、名君と呼ばれる王様もすべて堕だ落らくさせ、みごと世界を滅ほろぼしたのでした。はー、いい話だなぁ。めでたしめでたし！」

「めでたくない！　なんてこと想像してるのっ」

「面白そーでしょ？　悪魔のおとぎ話を現実にしてみせますからぁ、ねえねえ、今からお城に行きましょうよ～！」

「絶対行きません！」

「ステラは我わが儘ままだなあ！　そんなにイヤイヤしてると、前世みたいな恋物語作っちゃいますよ～？　みんな死にまくりの滅びまくり、とびきり悲ひ惨さんな爆笑物語ですー」

「悲惨な物語は、爆笑系って言わないの！　っていうかプーちゃん、どうしてあたしの前世なんか知ってるのよ！　ただの作り話ね！」

「ステラ……？　これは幻げん覚かくか？　熱は……もう下がったのか？」

「熱なんかないわよ。急に何？　──分かった、都合が悪くなったから、また誤ご魔ま化かしてるのね！」

　勢いで答えたステラは、今の声がプーちゃんの明るい声ではなかったことに気付いて、上目遣いにフグを見た。──やっぱりプーちゃんじゃないわ。フグ悪魔は頭の上で、とびきり破滅的な恋物語を語っている。

　……じゃあ、誰？

　斜ななめ後ろを振り向くと、ヴァルシュト邸ていの正門前に、黒馬に乗ったアスレイドがいた。

　ステラを見て目を丸くする青年の腕から、いっぱいに抱えていた紙袋がドサドサと落ちていく。つんと鼻につく妙な匂においは、まるで香こう辛しん料りようか薬でも入っているよう。

　──薬？　こんな時間に、どうしてアスレイドが薬なんか持ってここに……？

　と考えたステラは、大変なことを思い出した。

　そういえばあたし、重病人ってことになってなかった？　今日もアスレイドは昼間にお見舞いに来ていたとか、ガブリエル様が言ってたような？

　ってことはつまり……つまり、今まさに仮け病びようがバレちゃったのよ!!

　アスレイドが石像のようになっている理由が分かったステラは、しばし意味もなく口をパクパクさせてしまった。

「あっ、アスレイドだぁ！　よーし、一週間分のボクの欲よつ求きゆう不ふ満まんをぶつけてやろーっと！　プーーーッ！」

　フグ悪魔が嬉しそうに叫び、大きく息を吸い込む。

　ステラはその危険な兆ちよう候こうにも気付かないほど動どう揺ようしており、必ひつ死しに言い訳した。

「え、えっと……あの、今のは聞かなかったことにして!?　あたし、昼間はちょっとお腹が痛かったり、頭が悪くなったりしてて……け、仮病なんかじゃないの！　本当よ！　それに、ヴァンパイア病でもないわ！　あたしは正しよう真しん正しよう銘めいの健康体──でもなくって！　ええと、ただの知恵熱だったみたいなの！」

「うぐっ！」

　その時、愕然と立ち尽くしていたアスレイドの無む防ぼう備びな胸に、フグ悪魔の毒針が刺ささった。立て続けに、三本も。

「アスレイド、大丈夫!?」

　衣服越しだから軽傷で済む？　それとも三本も刺さったから──毒素も三倍？

　アスレイドは、手袋をした手で胸元をぎゅっと押さえた。胸を痛める針を抜こうとしたのかもしれないが、毒針はもう、血けつ管かんに溶け込んだように消えてしまっていた。

　銀髪の青年は血を吐くかのように前のめりになり、苦しげな声音で囁く。

「ああ、オレの真しん珠じゆ……お前はオレに噓をついていたんだな！　本当はこんなに元気だったのに、オレに会いたくないから、病気だなどと噓をついて……くそっ！」

　馬を飛び降りたアスレイドは、鉄てつ柵さくの向こう側から腕を伸ばし、ステラの手首をつかんで引きずり寄せる。柵ごと、背中を強く抱きしめた。

「そんなにオレのことが嫌いだったのか？　仮病を使って追い払うほど？　はっ、お笑い草だな！　お前の噓にあっさり騙されて、オレは町中の薬屋を巡っていたとは！」

　アスレイドの足の下で、踏ふみにじられた薬袋から、黄色い粉こながこぼれる。ステラは慌あわてて否ひ定ていした。

「ち、ちが……噓じゃなくてね、えっと……だから……！」

　鉄柵に押し付けられた顔が、すごく痛い。力いっぱい押しつけられているせいで、喋しやべるのもやっとだ。

「オレがどれだけ心配したと思う？　この身が張はり裂さけそうなほど、心配したんだ！　一目でいいから会わせてくれと頼んだのに、ガブリエルはいつも門前払いをくらわせて──どんなにオレが辛つらかったと思っているんだ！　夜も眠れなかったんだぞ……！」

「だって、あたしが吸血鬼なのがばれちゃうと大変だから……あっ、今のなし！　き、聞かなかったことにしてくれる!?」

「ガブリエルは吸血鬼だそうだな！　なぜ、吸血鬼の家になど泊まる？　魔物だから嫌いだと言ったその唇で……また、噓をついたのか。本当は、あいつのことが特別に好きだったのに……恥はずかしくて噓をついたんじゃないのか？」

　狼男は危険な妄想を始めていた。

　追い詰められたような光を宿した青い瞳が、ステラの眼まな差ざしを覗のぞき込む。

　押し殺した低い唸うなり声が怖い。

　激情を堪えるように鉄柵を握って震える指から、今にも手袋を突き破って鋭するどい爪つめが伸びてきそう！　──これ以上怒らせたら、間に立りつ派ぱな柵があるけど、あっという間に飛び越えて、食い殺されちゃうかも!?

　苛いら立だちをどうにか抑えようとするように、ごくりと青年の喉のど仏ぼとけが動いたのを見たステラは、恐怖のあまり頭が真っ白になった。

　進退きわまったステラは、嫌々ながら叫んだ。

「アスレイド、落ち着いて……！　ガブリエル様が吸血鬼なのは、あたしの思い違いだったわ！　あの方はただの真面目な修道士様で、血を吸われたと思ったのは、虫むし刺さされだったのよ！」

　ああ、なんて悔くやしいのかしら！　こんな噓をつかなきゃいけないなんて！　でもあたしの吸血鬼病を悟さとられないためには、ガブリエル様の正体ごと闇に葬ほうむるしかない……！

「誤解が解けて、好きになったのか？　そもそも、どうやって誤解を解いた？　あいつはお前の首に口付けでもしたのか──！」

　痕跡を探すように、アスレイドの手がステラの首筋をさまよう。ステラはびくりとして、その手を追い払うようにふるふると首を振った。

「き、吸血の痕なんかどこにもないわ！　ガブリエル様はこの病気にかかったことがあって、その……いろいろ詳しかったから、お家で休ませてもらったの！」

「はっ！　仮病だったくせに！　もう騙されるものか！　この魔女め、いつからオレに噓をついていた？　この一週間、ずっとか！　ああもうオレは耐たえられない!!　こうなったらこの細い首を絞しめて、二度と噓を言えないようにしてしまおうか！　それとも、ここにある薬を全部、その噓つきな唇から流し込んで、本当に病気にしてしまおうか──オレの腕から永遠に逃げられないように？」

　三倍の毒針を受けたアスレイドの瞳は、今にも殺人にでも手を染めそうなほど、切せつ羽ぱ詰つまった色に染まっていた。

　首を絞められるのも嫌だし、劇げき薬やくを飲まされて病気にさせられるのも許して欲しい。ステラはあえぐように息を吸い、必死に言いわけした。

「そ、そうじゃなくてね、さっき晩ご飯に血を……じゃなくてトマトジュースを飲んだら、急に元気になって！　お昼までは、本当に病気で寝てたの！　本当に本当よ!?」

「ご主人様、超噓っぽいですぅ！　バレバレ～。アスレイドぉ、この噓つき娘の噓まみれの唇に、とびっきりのお仕し置おきしてやってくださいー。ウチのご主人様ってば、お仕置きされないと反省しないダメな子なんでぇ」

　頭上で桃色フグが、面白半分に聖騎士を煽ろうと茶ちや々ちやを入れる。

　先ほどまでステラの首を探っていたアスレイドの手は、今や、その細い首を絞めたそうに喉に絡みついていた。

　まだ絞められてはいないのだけれど、圧あつ迫ぱく感かんで息が苦しい。

「この唇に、とびきりの仕置きをしろだと……？　主人を庇かばいだてしても無駄だぞ、フグ！　オレの仕置きは唇だけでは済まん！　噓をついたのは、この柔やわらかそうな魔女の唇だけではなく、心に歪ゆがみがあるせいだからな！　ステラが心からまっすぐにオレを愛するように、全身全霊をとびきりの仕置きで矯きよう正せいしてやる──」

「うわお。激しそーなお仕置きですねー。で、どうやるんですかぁ？」

「簡単だ。一緒に死ねばいい」

　アスレイドがもう片方の腕を剣に伸ばしつつ言ったので、ステラはぞっとした。

「他の男を想う悪いステラは、この手で葬ってやる」

「あたし噓なんかついてないわ……っ！　信じてアスレイド！　あ……あなたが聖水をくれたから良くなったのに、乱らん暴ぼうなことされたらまた熱が出ちゃう……！」

　最後の一言が効きいたらしく、アスレイドはパッと剣から手を離した。

「すまない──オレとしたことが！　すっかり疑ぎ心しん暗あん鬼きになって、手て荒あらな真ま似ねをしてしまった！　そうか……、あの水で良くなったのか」

　首を絞められる拷ごう問もんから解放され、ステラは安堵の息をつく。

　まさかアスレイドが薬を買って訪ねてきてくれるなんて思わなかった……。

　しかも、こんなにたくさんの種類。まるで、謎の病にかかったステラを心から心配して、片っ端から薬を集めてきてくれたみたいだ。

　心配させて悪かったなとステラは反省し、心の片かた隅すみで、本当のことを話して相談したい衝しよう動どうに駆られる。

　……でも言えない。言えるわけない。吸血鬼病にかかったなんて知られたら、この優しさは全部、敵てき意いと憎ぞう悪おに変わってしまうのだから。

「病み上がりの体で、こんな時間に外に出るな。また熱が出てしまう」

　ステラの噓を本気にしたアスレイドは、上着を脱ぬいで柵の隙すき間まを通し、肩に着せかけてくれる。少し薬の匂いがする上着は、青年の体温でびっくりするほど温かかった。

　──その優しいぬくもりが、やましいことだらけのステラの心を苦しめる。

　薬を買ってきてくれたことといい、あんまり親切にされると胸がチクチクする……。

「あ、ありがとう……でも、もう大丈夫だから」

　噓ついてごめんなさい。

　心の中でだけ謝り、あまり顔を見られたくなかったステラはそっと俯いた。

　……だって瞳の色とかが、吸血鬼の色になっているのを見み破やぶられたら困るから。

　唇の奥にある四本の犬けん歯しが、ガブリエル様みたいに鋭くなりかけているのを、絶対にアスレイドには見られたくないから。

「──ステラ。お前に大事な話が……人生相談があるんだが」

　そろそろプーちゃんの毒針効果が切れてきたのか、それともやせ我が慢まんしているのか、アスレイドが真面目な顔になって言った。

「毎日お前を訪ねていたのは、病気が心配だったせいもあるが、大切な話をしたかったからなんだ。病が治ったのなら、ゆっくり話のできる場所へ行きたいんだが──」

「おやアスレイド、こんな時間にまた来たのですか？」

　その時、庭の方からガブリエルが白馬を引いてやってきた。アスレイドの姿を見ても驚いた様子もなく、閂かんぬきを外して大きな門を開ける。

「ステラに薬を持って来たんだが……、こんな時間に外出するのか？　まさか、病み上がりのステラも連れて行くつもりではあるまいな？」

「ええ。二人で田舎いなかに静せい養ように出かけるのです。レニエールの聖堂まで」

「ステラと二人きりで田舎に泊まろうだと!?　しかもレニエール!?　冗談じゃない！」

　アスレイドは、吠ほえるように叫んだ。

「何か問題がありますか？」

「あるどころか最悪だ!!　ユリウスの前に、こんなに儚はかなげで、枕まくら元でずっと看病してやりたくてたまらなくなる可か憐れんなステラを連れて行ってみろ！　あいつは理性を失って、地じ獄ごくの番犬よりも恐ろしい狼となり果てるぞ!?」

「聖堂騎士のユリウス殿が、けだものになるのですか？　──まさか、色情悪魔のせいでステラさんに襲いかかるとでも？」

「……く……っ！　事情は言えんが、その通りだ！」

「あははは！　それは嫉しつ妬とのしすぎですよ、アスレイド！　あの方は勤きん勉べんかつ向こう上じよう心しんの強い聖職者です。あなたのように、フグ一匹の色香でとち狂くるったりはしません。というか、聖職者のくせに一般市民の方と同じくらい心奪われてしまうなんて、あなたの修行が足りなさ過ぎなのですよ？」

「これには理由があるんだ──ステラ！」

　ギリ、と音がしそうなほど奥歯をかみしめ、アスレイドはステラを振り返った。

「レニエールには行くな！　あんな所に行っても、保養にはならん。むしろ、酷ひどい目に遭うだけだ！」

「ひどいめって、どんなめ？」

「うっ──！」

　じいっと見つめるステラの視線から逃げるように、アスレイドは両手で銀髪をかき乱す。

「そんな恥ずかしいことが言えるかっ!!　あいつはお前を抱き寄せて部屋に閉じ込め、二人っきりであんなことやこんなことをしようと企たくらんでいるなどと──！　はっ！　待てステラ！　オレは何も言っていないぞ!?　二人の聖堂騎士が求きゆう愛あい休きゆう暇か中で、純愛と欲望の間で心引き裂かれているなどと破は廉れん恥ちなことは、一言も言っていない!!」

　困こん惑わくしているステラの頭上で、桃色フグがキラリと瞳を輝かせた。

「へーえ？　男と女が二人っきりでぇどんな楽しい遊びをするんですかぁ？　ボク、もっと詳しく聞きたいなあ！」

「とっ、とにかくだめなんだ！　頼むからこの一週間……あと四日の間、オレの側にいてくれ……!!」

「おや、アスレイド。急に積極的になりましたね？　ですがもう上司に、これから行くと連絡を飛ばしてしまいましたので。今夜のステラさんは、売ばい約やく済みです」

「ステラが売り切れ!?　くそ、売っていると知っていたら、全財産をはたいてもっと早くまとめ買いしたのに!!　オレに黙って、勝手に売るな……！」

「それってオトナ買いですよね～？　うわ、なんかアスレイドに当てはめると、イヤラシイ響きになっちゃうー」

「旅行は取り消せ、ステラ！　保養したいなら、ピオ神父のウィッセルーデ地区の教会に来い！　治癒に効くと噂のキーファの泉や、壮そう大だいなパイプオルガンがある！　毎朝、聖歌隊の素す晴ばらしい歌声が響くんだ！　頼む、オレと来てくれ！」

「いいえステラさん、レニエールの大聖堂には、我が国で最も美しいと名高い天使たちのステンドグラスと薔薇の庭園があります。ぜひ私の地区へいらっしゃい。あなたの奇き病びようを癒いやせるのはここしかありません」

「ボクは、王子様のいる王宮に行きたいです～！」

　フグはステラの前髪を引っ張りながら要求する。

「オレの地区だ！」

「私の地区です！」

　二人の聖職者は熱心に言い張り、ステラの手を握りしめる。

　双そう方ほうの顔を交こう互ごに見たものの、答えは初めから決まっていた。

「ごめんなさい……アスレイド。あたし、ガブリエル様と行きます」

「──！」

　アスレイドの足元がよろめく。上体を支ささえるように、門もん柱ちゆうをつかんだ。

「ああステラ、オレではなく、ガブリエルと手を取り合って聖堂へ行くのか……！」

「それじゃ、結婚式に行くみたいじゃない。あたしは単に、病気の保養に行くだけよ」

「ついでに結婚式というのもいいですね。もうステラさんは、普通の男性のお嫁よめにはいけない体ですし──」

「なっ何てこと言うの！　あたしは全然普通ですっ！」

　吸血鬼だってアスレイドにバレたら、殺されちゃうのに！

　ステラは慌てて、ガブリエルの口をふさごうとした。無意識にトウガラシを口に突っ込もうとしたが、するりと避よけられてしまう。

　門柱に縋すがりついたアスレイドは、かすれた声で呟つぶやいた。

「ステラはもう、他の男には嫁にいけない体だと!?　ま、まさか貴様ら、すでに……口付けなど交わしたのではあるまいな!?　──うっ！　いかん、想像したら、先ほどの針がオレの心臓を貫かん通つうしそうな痛みが……っ！」

「フフフ当然ですぅ！　真面目な顔作って我慢してみたってぇ、ボクの毒は十分やそこらじゃ消えませんからー。朝までじわじわ～っと、押したり引いたり、波なみ打うち際ぎわで翻ほん弄ろうされる小魚の気分を味わってくださーい」

　アスレイドの頭上を泳ぎ回りながら、雑ざ魚こ悪魔が面白そうに尻尾しつぽをくねらせて笑う。

　視線を外したままアスレイドはフグを握りつぶそうと右手を振り、突然の攻撃にフグは必死になって逃げた。

「くッ──今にも心臓が張り裂け、四し肢しが体からもげ落ちそうだ！　オレは夜が明けるまで、呼吸を続けていられる気がしない！　こうなったら貴様らもろともエリザベス川に飛び込んで──!!」

　アスレイドはステラを横抱きにすると、もう片方の手には素早くフグを捕まえた。

「いやん、どこ触ってるのん！」

　フグは怪あやしげな声を出して身をよじり、アスレイドが怯ひるんだ隙に抜け出す。

　狼男が正気に戻ることを願い、ステラは青年の胸に──プーちゃんの棘とげが刺さった跡らへんを狙ねらって、トウガラシの山を押し付けてみた。

「待ってアスレイド！　聞いて！　あたし、レニエール聖堂のもぎたてトマトを食べないと、また病気になって倒れちゃうの！　だからそっちに行くだけで、あなたやピオ神父様のお勤めの教会を馬鹿にしてるわけじゃないの……是非いつか行きたいわ！」

「本当に、トマトだけが目当てなのか？」

「き、決まってるじゃない！」

「それなら──オレも一緒に行っても構わないか？」

　アスレイドに懇こん願がんするような眼差しでひたと見み据すえられ、ステラはびっくりした。

「え。別に、あたしは構わないけど」

　トウガラシを受け取ったアスレイドは呼吸を整え、ステラを下におろす。淡たん々たんと、足元に散ちらばった薬を拾い始める。

「どうしても、お前に相談したいことがある。ユリウスには、任せたくない──任せられない。あいつは強引にでも貎げい下かの命令を遂すい行こうし、お前を泣かせるかもしれないから……。オレの休暇は、あと四日しかない。四日の間に……ふ、二人でよく話し合って……、……しなければならない……。言っておくが、これは任務だぞ!?　オレの下心などでは断だんじてないからなっ!!」

「休暇中なのに、任務なの？　言ってること変じゃない？」

「変なはずがあるか！　オレは一いつ片ぺんの邪じや念ねんもなく真面目だ!!　特とく殊しゆな任務のために、特殊な休暇を与えられたんだ……っ！」

　身の潔けつ白ぱくを証明するように、アスレイドは無駄に大きな声で叫んだ。

「だからこの休暇の間に、例の小箱の秘密を話して……その……何というか。……確実に……一年後に……箱が開くようにだな、二人で力を合わせて──」

「箱！　あたしも気になってたのよ！　あの宝石箱の大蛇って何だったの!?」

　ステラが勢い込んで顔を覗き込むと、アスレイドは手袋をはめた手で顔の下半分を隠した。大きな手の下で、頰がいくらか赤くなっている。

　そのまま、もごもごとくぐもった声で呟く。

「い、いや、それは語り始めると長くなるから、後にしよう。ひ……人ひと気けのない所で」

　よほど言いにくいのか、だんだん語尾がかすれて消えていく。好こう奇き心しんをかきたてられ、ステラは狼男の肘をつかんで頼んだ。

「今すぐ教えて！」

「今すぐだとっ!?　だ……だめだ！　こんな人目のある街路でできるか……っ！」

　アスレイドの目の下が、夜でも分かるほどはっきり赤く染まっている。もしも今話している話題が『開けると死ぬ箱』なんて呪いの小道具でなければ、「なんだか恥ずかしがってるみたい」と勘違いするところだ。

「人気のある所じゃ、どうしてだめなの!?」

「どうしてって、当たり前だろう！　ああ頼むからそれ以上、オレを困惑させるな！　あの命令を受けて以来、オレの精神は破は綻たん寸すん前ぜんなんだ！　お前の面おも影かげを考えただけで、不ふ整せい脈みやくで胸がきゅううと苦しくなり、夜はまったく眠れない！　仕方なく夜中、枕に向かって予行演説をしたりしたんだぞ！　──くそ、どうしてオレは、枕に向かってあんな恥ずかしい台詞を言わねばならんのだ!?」

「夜更けに、どんな恥ずかしーい台詞を一人で言ったんですかぁ～？」

「言えるか！　思い出すだけで胃いがよじれそうだ！　おかげで声はかすれるわ、舌したはもつれるわ、やり直しに次ぐやり直しのおかげで、すっかり喉が嗄かれてしまった！　枕を口説き過ぎて声が嗄れた聖堂騎士は、法王庁始まって以来オレが初めてに違いない！」

「あの、演説って難しい話のことよね？　あたし、易やさしい言葉で言ってくれないと、意味分かんない……」

「難しいのはお前の説得だ。あの箱の秘密はな、身の毛もよだつような恐怖譚たんなんだ！」

「ええっ！　そ、そんなに怖い話なの……！」

　ステラは瞠どう目もくした。けれど、よくよく考えてみれば当然かもしれない。

　怖い話でないなら、祖母や母が次々と死ぬはずがないのだ。

「あまりにも恐ろしい話だから、七日かけてゆっくり説明しなければど思っていた……！　ところがお前は病気で、会えないうちに三日経ってしまった！　あと四日しかない！　四日のうちに、何としても……誠実に任務を果たさねば！」

　切せつ迫ぱく感を宿したアスレイドの瞳を見て、ステラも真面目な顔で頷うなずいた。

「……分かったわ。何を聞いても逃げ出したりしないよう、あたしも心の準備をしておきます」

「ああ。そうしてくれると助かる。お前にとっては、相当不愉快で、おぞましい話となるだろうが……これも神の御み心こころ。避けては通れない定めなんだ」

「──例の小箱というと、あのドラゴン付きの箱ですか？」

　話を聞いていたガブリエルが、優美に首をかしげた。ガブリエルは、ステラが聖堂騎士に箱を預けた時に垣かい間ま見ただけなので、詳しよう細さいを知らないのだ。

「そうだ。邪悪な存在ではないため、法王貎下にもドラゴンは祓えぬという」

「あなたの剣なら切れるのでは？」

「できるかもしれないが、ドラゴンは火を吐く。うっかり中身に引いん火かしてもまずい」

「それほど厳げん重じゆうに守られた箱の中身が気になりますね……」

「枢機卿らには想像がついているようだが、機密だ」

「ふふふ。では後で、我が主に聞いてみましょう。──さあ、あまりのんびりしすぎると、夜が明けてしまいます。そろそろ出発しましょう」

　馬上の修道士が手を差し伸べてくれたので、ステラはその手を取ろうとした──が。

「ステラ。見舞いの品だ」

　伸ばした両腕に、アスレイドが大量の薬を乗せてきた。

「ありがとう……」

「しっかり持ってろ」

　言われたかと思うと、腰こしを抱かれ、あっという間にアスレイドの黒馬に乗せられる。すぐにアスレイドもその後ろに飛び乗り、ステラを閉じ込めるようにして手た綱づなをつかんだ。

　切なげな囁き声が、耳のすぐ後ろで聞こえた。

「──オレを締め出した一週間で、お前たちはずいぶん仲良くなったようだな。先ほどの質問の答えを聞かせてくれないか？」

「し、質問って、何だっけ？」

　馬上だから仕方ないとはいえ、至し近きん距離で密みつ着ちやくすることに動揺しつつステラは問う。

「ガブリエルに、他の男には嫁にいけない体にされた、とはどういう意味だ？　奴と何をした？　返答いかんによっては、オレは……」

「エリザベス川に飛び込むのはやめて！　こんな季節に飛び込んだら凍こごえちゃう！」

「オレは……一体どうしたらいいんだ？　ガブリエルに免めん罪ざい符ふを渡して、役目を引き継げばいいのか？　──いや、あいつは元から修道士だから、免罪符は必要ない。好きな娘を口説くことも、結婚だって自由にできる……。オレとは違う」

　アスレイドは大きなため息をつく。とりあえずステラは、アスレイドをあまり刺し激げきしなさそうな返事を口にした。

「えっとね、嫁がどうのっていうのは、ガブリエル様が嫌がるあたしをからかってるだけよ。吸血鬼仲間だからとか、そういう悲劇的な理由じゃないのよ！　そもそもあたし、一生誰とも結婚なんかしないから！　ええ、神様に誓うわ！」

「……本当か？」

　真実かどうか心を推おし量はかるように、アスレイドはじっとステラを見つめる。

「ほ……本当」

　最後の一言だけは。

　──それ以外は、ぜんぶ噓だけど。

　ば、ばれないわよね？　でも念のために、目をそらしておこうかしら──。

　内心のドキドキを押し殺そうとするステラの顔の真正面を、小悪魔フグが横切った。少女が腕一杯に抱えた薬の山を興味深げに眺ながめ、薬袋の効こう能のう書を次々と読みあげる。

「お熱さましー。吐き気止めに、下げ痢り止めえ。あれぇ？　ないなあ、絶対あると思ったのに……？」

「何が？」

　プーちゃんは薬の山に頭を突っ込み、中までしつこく探し回る。ヒレが腕をかすめ、くすぐったくてステラは笑った。

「どんな珍めずらしいお薬があるかなーって思ってぇ。それから咳せき止めー、喉の痛み止めー、つわりのお薬～。あっ、眠り薬があったぞ！　きっとこの辺に違いない！　……フフフご主人様、やっぱりありましたよ……ボク、見つけましたッ！」

　何用とも書いていない白い袋をくわえた悪魔が、誇ほこらしげに薬の山から顔を出す。

「このニオイは間違いありませんッ！　惚れ薬ですぅ!!」

　小さなフグがあらん限りの大声で叫んだので、アスレイドは途と端たんに真っ赤になって否定した。あの異様に赤い月も驚くほどの赤さである。

「ばっ、馬鹿を言え！　そんな邪よこしまな薬が入っているわけがないだろう……！」

「でも入ってましたもーん！　アスレイドってばずるいなあ！　何にも書いてない袋に、こーんな危ない薬入れるなんてぇ！　えっち！」

「だから違う!!　それはオレが買ったんじゃない！　なっ……な、何かの偶ぐう然ぜんで紛まぎれ込んだだけだ……っ！」

「偶然なわけないですぅ～。ねえねえアスレイド、どうしてこんなの買ったんですかぁ？　とうとうステラに、恋しちゃったんですかあ～～～？」

　フグに顔を覗き込まれて、アスレイドは思い切り銀髪をかき乱した。

「違うと言ってるだろ！　それは──み、店の者が間違えたんだ！　ほら、名前が書いていないから！　決してオレが、ステラを口説くのに失敗したときのために、死ぬほど恥ずかしいのを我慢して買い求めたわけではないから！」

「ふーん。そんなに恥ずかしかったんだぁ。こんなの買わなくても、ボクにお願いしたらステラにも毒針打ってあげるのに～。くんくん！　でもまだ妖しい匂いがするなぁ。どこかにもっと危険な薬も隠し持ってるかもー。よーし、この荷物袋を強制捜そう索さくだぁ！」

　惚れ薬をステラの手に押し付けたフグは、黒馬の後ろの荷物袋を解こうとする。

「こっ、こらやめろ！　──ペットはちゃんと躾しつけしろ！　人の物を勝手に漁あさらせるな！」

　アスレイドは慌ててフグをつかみ、ステラが持つ薬山の真ん中に押し込む。

「ごめんなさい……。でも惚れ薬って何か教えて？　それを飲むと、喧けん嘩かしてた人たちが急に仲良くなったりするの？　世界平和に使う、教会特製のお薬ね？」

　ステラが素す直なおな疑問を口にすると、狼騎士は月を見上げて吠えた。

「うおおおお！　惚れ薬の効能を分かりやすく教えろだと!?　できるか！　世界平和どころか、それを使えばオレの精神が破滅する！　頼むから、そんな猥わい談だんを聖職者のオレにねだるな！　そもそもお前は、どうして母親にもっとまともな教育を受けなかった!?」

「えっ、そんなこと言われても──。っていうか、わいだんって何？」

「まとめて明日の夜に教えてやるから、今夜はもう何も聞くな!!　この体勢でそれを問うのは殺人罪に値あたいする！　お前の髪の香りと、先ほどの『教えて』の声がオレの鼓こ膜まくの中で無数に反響し、もはや理性が飛ぶ寸すん前ぜんだ……！」

「分かったわ。明日にする……。それはいいけど、大丈夫？　急に体温が上がったみたい。あなたこそ熱あるんじゃない？　……飲む？」

　熱さましを差し出したつもりだったが、つい惚れ薬を押し付けてしまった。

　アスレイドの体温が、一いつ層そう上がった気がした。密着しているせいで、ドキリと止まりかけた彼の鼓動や、その後、激しく高ぶる心臓の動きまではっきり伝わってくる。

　眩暈さえするのか、アスレイドは薬ではなくステラの手をぎゅっと握りしめた。
















「お前はオレと一緒に惚れ薬が飲みたいというのか!?　くそ、また毒が回ってきた……背筋が痺しびれる！　全身が、熱くて壊れそうだ──」

「ご、ごめんなさい、うちのプーちゃんが変な悪戯いたずらして……」

「ああステラ、オレはもう我慢できない！　これ以上、思いの丈たけを堪えていたら、頭がおかしくなる！　絶対に言うまいと思っていた秘密の想いだが、もう無理だ……！　オレは言う!!　罪を覚悟で、今夜だけは言わせてくれ──!!」

　苦しげに眼まなこを瞑つぶり、鬼気迫る表情でアスレイドが叫ぶ。

　腹が減ったとか、お前を喰くわせろとか、危険な台詞じゃないわよね？

　怯えながらも、ステラは勢いに吞まれて頷いた。

「そ、そんなに言いたいんなら、どうぞ……？」

「Hore, die Seele!!　我が魂の叫びを聞け!!　──もしも女の子が生まれてしまっても、きっとお前にそっくりで世界中のどんな女よりも可愛いだろうから、天も法王貎下もお許し下さるに違いない!!」

「……は？」

　どこをどう聞いても、まるで意味が分からない。

「女の子でもオレは嬉しいんだ……！　この三日間、オレは心しん底そこそう思っていた！　けれど、絶対に言ってはならない台詞だと思って、ずっとずっと我慢していたんだ！」

「そ、そう……」

「おお神よ、聞こえたか!?　これがオレの偽いつわらざる本心だっ!!　オレはこの任務に、自分の将来をも掛けている！　堕落しても辞職してもいい！　だからきっと、二人の間には愛らしい天使を贈ってくれ……！　Dico vera! Dicere quae puduit, scriber jussit amor──」

　また、狼男が呪じゆ文もんを唱となえ始めた。

　呆あきれたステラは隣のガブリエルに視線を送り、「意味分かりますか？」と問うてみる。

　黙って、肩をすくめられた。

　同じ聖職者のガブリエルにも、アスレイドの心の叫びは意味不明らしい。

　──やっぱり、病気ね。頭をやられてるんだわ。

　仕方なくステラは熱さましの袋を空け、中から丸がん薬やくを適てき当とうに取り出した。

「ぜったい飲んだ方がいいわよ、これ」

　熱を出して無理した挙句、途と中ちゆうで落らく馬ばでもしたら大変だ。

　アスレイドに薬を差し出すと、彼は当然のようにステラの手首をつかみ、自分の口元まで持って行く。そのまま手のひらを傾けさせて、茶色の丸薬を全部飲み込んだ。

　結果として、手のひらに嚙みつくような接せつ吻ぷんを受けたステラは、びっくりして目を丸くした。

　やった本人は無む自じ覚かくだったらしい。薬を飲んだことに満足げな顔をしている。

「よし。これで少しは動どう悸きも治まるといいが……。──行くぞ、ステラ。しっかりつかまってろ」

　アスレイドはステラの動揺に気付きもせず、黒馬を走らせ始めた。

　会わずにいた数日間に何が起きたのか、真面目で禁欲主義の聖職者だったアスレイドの精神は、だいぶ壊れかけているようだった。

　──これからの四日間でさらに崩ほう壊かいしていくことなど、ステラは露つゆほども知らずにいた。
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　夜明け前の聖せい堂どうは、巨きよ大だいなプリンの怪かい物ぶつのように見えた。

　高い尖せん塔とうはさしずめ、頭に突つき刺ささった一対のフォークと言ったところか。

　ガブリエルが自じ慢まんしていたバラ園も暗くら闇やみでは楽しみようがなく、脇わきを馬で駆かけ抜けたステラの目には、獣けものたちが隠かくれていそうな不ぶ気き味みな茂しげみにしか映うつらなかった。

　しかし、今のステラには、それより遙はるかに怖いものがあった。

　──夜明けだ。

　何度目かに空を振り仰あおぐと──夜空は藍あい色になり、星はもうほとんど消えている。

　早く物陰に入らないと、朝日が昇っちゃうわ！

　ようやく二頭の馬は聖堂裏の厩きゆう舎しやにたどり着いたけれど、アスレイドとガブリエルは夜通し走ってくれた馬に水を与え、餌えさを与え、鞍くらを外し、蹄てい鉄てつの様子を見てやり……と、いつまで続くのか分からない世話に追われている。

　──馬が大事なのは分かるけど、早く棺かん桶おけに入りたい……！　あっ、でも棺桶って貸してもらえるのかしら!?

「ガブリエル様、いまにも夜が明けそうなんですけど、あたしどこで寝たらいいんでしょうか？　かん──ベッド持って来るの忘れました！」

　アスレイドにも聞こえているかもしれないと思い、慌あわてて「棺桶」という危き険けんな言葉は言い換かえる。

　隣となりの馬ば房ぼうのアスレイドにも、やっぱり聞こえていたらしい。

「ベッドをいちいち持ち歩く奴があるか。お前はカタツムリか。持ち歩くなら、せめて枕まくらにしておけ」

　愛馬の世話を終えたアスレイドは通路に出てきて、両腕うでに薬を抱いた少女の頭上の桃もも色フグに目を留めた。

　……いい枕になりそうだな。と青い瞳ひとみが言っている。

「いやん、アツい視線を感じちゃう～！　言っときますけどご主人様！　ボク、枕なんかにはなりませんからっ！　旅行の枕には、男のたくましーい腕枕をお勧すすめしますぅ。今なら金髪と銀髪で選びほーだいでーす」

「こっ、こらフグ！　何という淫みだらな旅行を勧めるんだ！　いや、決してオレは嫌なわけではないぞ！　ステラがどうしてもと言うのなら、オレの腕を枕に貸し……」

　ステラはその申し出にきっぱり首を振り、鼻はな歌うた交まじりに馬の背中をブラッシングしているガブリエルの袖そでを引っ張った。

　背伸びして、青年の耳元で「棺桶を貸してください……！」と囁ささやく。

　親しげな二人の姿を目まの当あたりにしたアスレイドは、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくした。

「…………」

「あーあ！　フラれちゃいましたねえー。見てくださいよー、ステラのあの上目遣いでちょっぴり潤うるんだ瞳！　あれは間違いなく、おねだり顔ですぅー。『あたしに今夜、腕枕を貸してください……じゃないと寂さびしくて眠れないの』って頼んでるんですよ～」

「そっそんなはずはない……！　オレのステラは清純な娘だ！　男に腕枕をねだったりするものかッ！」

　悔くやしさに、アスレイドの瞳も潤んでいた。ぶつけどころのない敗はい北ぼく感を堪こらえるため、固く拳こぶしを握にぎる。

「ちっちっ。女の子は知らない間に大人になるんですう～。どうしても誰かに腕枕がしたいなら、今夜だけボクが一緒に寝てあげましょーかぁ？　でも今晩だけですよ？　イヤらしいことしちゃ、絶対イヤですよぉ～？」

　アスレイドは無む言ごんで、フグを握りつぶそうとした。

「いやん！　せっかく慰なぐさめてあげたのにぃ！　暴力反対!!」

「黙だまれ悪魔!!　誰が貴き様さまなど触るかっ！」

「フッ。みんな最初はそーゆーんですよ～！　でも嫌よ嫌よも好きのうちっていうかぁ、この程よい弾だん力りよくと、指が沈しずみ込むような手触りにハマっちゃうんですぅ！　ステラの貧しい胸なんかより、絶対気持ちいいですから～」

「馬ば鹿かを言うな！　貴様の手触りなど、ステラが一週間履はき倒した靴くつ下したにも及およばんわ！」

「うっわ、アスレイドってば足フェチですかぁ？　あっ。もしかしてぇ、まだアレ、隠し持ってるでしょー!!」

「オレがステラの靴下やハンカチや落とした髪の毛など、大事に持っているはずがないだろう！　くれるというなら勿論断ことわりはしないが！」

「ご主人様ぁ、この男、ヘンタイですぅ！　ステラと出会った時の思い出の靴、いまだに隠し持ってるみたいです──！」

「こ、こらバカ、大声を出すな！　あれは返しそびれているだけで……！」

「素直じゃないなぁ！　ご主人様あ、さっきからアスレイドがぁ、ステラの髪とかパン……じゃなくってぇ、ハンカチが欲しいって……うわああ！　剣！　剣はヤバいですぅ、落ち着いてぇ～～っ！」

　フグ悪魔がアスレイドの気を引いてくれたおかげで、その間ステラは気き兼がねなく、修道士と内ない緒しよ話をすることができた。

「何ですって？　よく聞こえなかったので、もう一度囁いてくれますか？」

　間違いなく聞こえていただろうに、金髪の吸血鬼はわざと笑顔で耳を傾かたむけてくる。

　ステラは後ろを振り返り、プーちゃんの巧たくみな話術にアスレイドがすっかり夢む中ちゆうになっているのを確かめ、内緒話はやめて低めの小声で言った。

「だから、棺桶を貸して欲しいんです……」

「腕枕も胸枕も準備万ばん端たんですが、どちらになさいます？」

「棺桶です！」

「ふふふ。分かりました。地下室にたくさんありますからご案内しましょう。あとで、我が屋敷の棺桶と比べて、どちらの寝心地が気に入ったかを教えてくださいね？」

「はい、ありがとうございます！」

　ステラは礼を言い、ささやかな感謝のしるしにと、自分のお守り──トウガラシを一つかみ、修道士にあげた。

「せっかくなので、死ぬほど辛からいデスソースでも仕込みますね。では大聖堂に向かいましょうか。アスレイド、遊んでないで行きますよー」

　修道士が呼んだが、剣を振り回しているアスレイドは気付かない。

　動きがのろいから誰の目にも簡単に真っ二ぷたつにできそうなのに、フグはいつもギリギリのところでするりと刃を避ける。

　アスレイドの青い瞳はすっかり、この鬱うつ陶とうしい悪魔フグに釘くぎづけだった。

「さすが護衛職ですね。日頃から鍛きたえているのでしょう、徹てつ夜やで馬を走らせたのにあんなに元気だとは。……ステラさん、アスレイドに呼びかけてあげてください。私の声では耳に入らないようです」

　ガブリエルに言われたステラは、しばし言葉を探す。

「──アスレイド、あたしのペットを苛いじめないで！　プーちゃんも、アスレイドをからかわないの！　ほら、仲直りして！　それ以上喧けん嘩かしたら、惚ほれ薬使うわよ！」

　ステラに叱しかられたアスレイドはハッとして、剣を振り降ろそうとした腕を止めた。

　プーちゃんは図に乗って、のうのうとアスレイドの頭上に乗った。

　夜明け前の薄闇のせいで、ステラの目にはそれがルビーの冠かんむりのように見えた。

　一瞬、アスレイドが王子様だと錯さつ覚かくしてしまう。

「すまなかった。お前のペットだということをすっかり忘れて、つい邪悪な魔物を退治しようとしてしまった」

「こちらこそ、ウチの子がご迷めい惑わくをおかけしてごめんなさい」

　几き帳ちよう面めんに頭を下げたアスレイドの頭上からペットをつかみ、自分の頭に移動させる。

　ステラの脳のう裏りに、この上なくしょうもない妄もう想そうがよぎった。

　アスレイドの目にも、あたしがティアラを乗せた王女様みたいに見えるかしら？

　何言ってるの！　見えるわけないでしょ！　フグを頭に乗せた田舎いなかのアホ娘にしか見えないわよ！　はー、あたしきっと疲つかれてるんだわ。こんなおかしな想像をするなんて。

「プーちゃんもほら、アスレイドにごめんなさいして」

「……にゃおん？」

　ステラの頭上で猫真似をしたペットはその後、決してごめんなさいという言葉を口にしなかった。ステラが叱ってやろうと手を伸ばすと、ふわふわした体をすりよせ、器用にゴロゴロと喉のどを鳴らして甘あまえてみせる。

　さすがだわ、この悪魔！　あたしの弱点を知り抜いてる……！

　ステラは深いため息とともに、頭の上に乗っている小動物が無む垢くで愛らしい子猫であるという妄想に、しばし浸ひたらずにはいられなかった。







「──ステラ・エクセルシスか？」

　レニエール聖堂の会衆堂に入った直後、見知らぬ声に名を呼ばれた。

　男の低い声だ。

　吹き抜けになっている大聖堂はやたらと音が反はん響きようし、どこから聞こえたのか分からない。暗闇の中をあちこち見まわしたステラは、奥の壁かべ際ぎわで燭しよく台だいが一つ、揺ゆらめくのを見た。

「ステラは、あたしですけど……どなたですか？」

　大聖堂をよく知っているガブリエルの先せん導どうに従い、一いつ行こうは明かりに近づく。

　側廊へと続く大扉の前に、金きん褐かつ色しよくの髪をした青年が立っていた。

　身に纏まとう衣い装しようはアスレイドとそっくりで、背の高さもちょうど同じくらい。暗くて顔はよく見えないが、声の感じからして二十代頃と思われる。

「私はガザリア枢すう機き卿きようの護衛騎士で、ユリウスという。連絡を受けて、あなたが来るのを待っていた。中を案内しよう。──ガブリエル、アスレイドを客室に連れて行ってやれ。枢機卿が目め覚ざめる時刻になったら報告に行くように」

「分かりました」

　他の二人とは面めん識しきがあるらしい騎士ユリウスは、ステラにだけ挨あい拶さつし、こちらに来いと言うように側廊への扉を開けた。

「えっ、でもあたし──」

　棺桶を借りる約束をしてるんです！　なんて言えずに、ステラは口ごもる。

　そうでなくとも、初対面の男性と二人っきりで真っ暗な聖堂の奥に足を踏ふみ入れる勇気など、到とう底ていない。

「ステラさん、心配はいりません。ユリウス殿について行きなさい。静養に相応ふさわしい寝場所まで案内してくれるだけですから」

　静養できる寝場所って、……棺桶のことよね？

「あの、ユリウス様って、あたしの名前を知ってましたけど、もしかして病気のことも知ってるんですか……？」

「ええ、伝えてあります。──それとも、一人で行くのが心こころ細ぼそいならアスレイドの隣の客室を使いますか？　とても明るい日差しの差し込む部屋ですが──」

「そんなっ、とんでもない！」

　ステラは大きく首を振る。アスレイドが不ふ機き嫌げんそうな顔で言った。

「オレの隣では不満だというのか？」

「そ、そうじゃなくて、あたし病やみあがりだから……静養のために人ひと気けのない静かなお部屋を借りる約束をしてるのよ！」

「ユリウス殿は吸血鬼ではありませんから、心配せずについて行きなさい」

「は、い……」

　ステラはポケットを探り、ペットの小悪魔の手触りに勇気を得て頷うなずいた。

　このポケットにはトウガラシも入っているが、ペットのフグも入っている。

　聖職者の多くは、悪魔を見る瞳を持っている。通りがかりの修道士や修道女にいちいちフグを見み咎とがめられては困るから、衣服の中に入れておいたのだ。

　この時間にはほぼ誰も起きていないが、入口で鬚ひげだらけの番兵に見咎められた──魔女ではないかと言いがかりをつけられ、一人だけ別室に連れ込まれかけた恐怖体験のせいだ。

　ガブリエルから連絡が行っていたはずなのに、悪魔の姿を見た番兵は、どうにもステラを尋じん問もんしたくてたまらない心地になったらしい。「一分だけでいいからこの娘の住所氏名を質問させてくれ！」と懇願する番兵をアスレイドが強ごう引いんに引き離し、逃げるようにして聖堂に入ったのだ。

　ポケットでにゃあと鳴くフグを確かめたステラは、ユリウスの後を追って、恐る恐る真っ暗な廊下に足を踏み入れる。

「──待て、ステラ」

　アスレイドがステラの肘ひじをつかんだ。耳元で、緊張した声が囁く。

「あいつには気をつけろ。トウガラシを肌はだ身み離すな。あの男は──ユリウスは、出家前には何人もの若い娘を襲った、おぞましい狼男だ」

「きゃあっ！　あ、あたし、そんな人について行けない──無理っ！」

　こんな暗黒の廊下で突然狼に変身されたら、逃げようもない。おそらくステラは何が起こったのかも理解できないまま、食い殺されて骨になってしまうだろう。

　廊下の両壁の高い所には見事な天使の彫ちよう刻こくがずらりと刻きざまれているが、いくら悲ひ鳴めいを上げたって石の彫像は助けてくれない。聖なる場所だからといって、狼男が変身しない保証はないのだから！

　ステラは小さく身を震わせ、無意識にアスレイドの腕に縋すがり付く。

「あ、あの……ちょっとだけ……途中まで、一緒に来てくれない？　その──この真っ暗な廊下を抜けるまで？」

　眉まゆ尻じりを下げて、ステラは懇願するようにアスレイドを見上げる。

　修道士様と一緒に、途中まで来て欲しい……。いまいちアスレイドのことも信用しきれていないステラは、そう心の中で願う。

　何しろ、この場で一番安全な男といえば、吸血鬼のガブリエルである。

　魔物だけど聖職者の彼は、ステラの生き血を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらってはいるものの、彼女が「あげる」と言わない限り襲うことはできないという。

　──もしかしたら、アスレイドもそうなのかもしれないけど。

「うぐっ！」

　前髪越しに見上げると、アスレイドは妙な声を漏もらし、腹ふく痛つうでも感じたかのように胃の辺りを押さえた。空あいた方の手で、悔くやしげに壁を叩たたく。

「──くそ！　どうしてお前はそんなに……ぃらしいんだ！」

「えっ！　憎らしい？　そ、そんな──！」

　またアスレイドの性格が怖くなった！　あたしが病気のせいか、今日は優しいなって思っていたのに──。

　暖かい部屋から、突然真冬の庭に投げ捨てられた子猫の気持ちになって、ステラは悲しげにまつ毛を震わせた。

　あたし、何かいけないこと言った……？　アスレイドが怒るようなこと？

「何という悪魔娘だ……！　オレは、あ……らしいと言ったんだ！　お前は容よう姿しだけでも相当危険なのに、その上、男心をめちゃくちゃに破壊する愛らしい仕し草ぐさを使いこなす魔女だな！　ほんの十分前にはガブリエルに散々甘えて、オレを嫉しつ妬との煉れん獄ごくに突き落としたかと思うと、今度は震えながら別の男に縋り付くのか！　そんな風に瞳を潤ませて、オレをどうするつもりだ!?」

「どうって、一緒に来て欲しいだけだけど……だめ？」

「だめなわけないだろう！　弄もてあそばれているだけと分かっていても、拒きよ絶ぜつできん……！　男心を知りぬいた小悪魔め！　貴様は、骨抜きになって震える哀あわれなオレの魂を引きずり出し、悪魔たちの生いけ贄にえに差し出すつもりか!?」

　視界に入れることさえ許せないと言うように、アスレイドはぎゅっと目を閉じた。片手で腹を押さえ、苦しげに肩で息をついている。

「あ、あたし、悪魔じゃない……魔女も、違うの……」

　うっすらと両の瞳に涙を湧わかせながら、ステラは弁べん解かいした。

　涙を見たアスレイドは、乱らん暴ぼうにステラの頭を抱きよせると、歯を食いしばって言う。

「止めろ！　オレが泣かしたみたいだろうが！　く……！　分かっているだろうが、今夜のオレはフグ中ちゆう毒どくなんだ！　馬に乗っている時も、数分おきによからぬ妄想が──ではなくて、気を抜くと中毒症状で頭がおかしくなりそうになる！　こんな至近距離でお前の甘い声を聞いていると、意識が溶けそうになるんだ……ッ！」

「ご……めんなさい。一人で行くから、もういい──」

「だめだ！　散々煽あおっておいてオレを捨てるのは許さん！　寝室まで送るに決まっているだろう！　だが約束しろ、これ以上その可か憐れんな声で喋しやべらないと！　さっきから、お前の声を聞くたびに胃の裏辺りが痺しびれてたまらん！　体中の血が逆流して、ぞくぞくするんだ……！　あぁ、お前は瞬まばたきでオレに媚薬カンタレラを飲ませたのか？　全身が……狂わされそうだ!!　もしお前が一言でも喋ったら、そこが廊下だろうが階段だろうが枢機卿が見ていようが、食べてしまうからな！」

　──そんな。あたしの声って、胃の腑ふから食べた物が逆流しそうになるほど、気持ち悪いの？　ほんの一言聞くだけでも、ぞっとする？

　ステラはすっかり悲しくなったが、キレて変身する寸前らしい狼男に命じられたため、声を出せない。ただ悲しげに、喋らないことを約束するかのように頷いた。

　怒りに青い瞳をぎらつかせる銀髪青年は、理性を取り戻そうとするかのように何度か大きく深呼吸する。ステラの両肩をがしっとつかんで、低い声で言い聞かせた。

「これだけは覚えておけ！　お前は今、箱にまつわる一件でユリウスに狙われている！」

「え！」

　思わず声を漏らしてしまったステラは、慌てて自分の口を押さえようとして薬の袋を落としてしまった。

「あいつは涎よだれをこぼす寸前だ！　まあオレも似たようなものだがな！　もしここに滞在中、奴と二人きりになってしまったら、即そく座ざにトウガラシを口に突っ込んで逃げろ！」

　無言で頷くステラを守るように背中に隠し、アスレイドは闇の中で待っている狼青年に声をかけた。

「ユリウス。オレも一緒に行きます。ステラは男性恐怖症なので、あなたと二人きりで歩くのは嫌だと泣いています」

　アスレイドの腕にしがみ付きながら、ステラは小さく頷く。

「ずいぶん過か保ほ護ごだな、アスレイド。特別休暇の件を心配しているのなら、杞き憂ゆうだ。私は病気の娘に手出しするほど鬼き畜ちくではない。今夜は部屋に連れて行くだけだ。──お前はガブリエルと二階へ行け」

　どことなく気き障ざったらしい声でユリウスは言った。

「しかしステラは──」

「分かっているだろう。大聖堂には、部外者には見せられぬ部屋が多い。同じ職責の騎士とはいえ、別の枢機卿に仕つかえるお前を立ち入り禁止の場所に通すなら、お休みになっているガザリア枢機卿を起こして許可をもらわねばならぬ。──お前なら、こんな時刻に枢機卿を叩き起こすのか？」

「それなら、ステラはオレよりも完かん璧ぺきな部外者です。なぜ客室ではなく、立ち入り禁止の場所などへ連れ込むのですか？　……例の任務を全まつとうするためとしか思えません」

「治ち療りよう専門の部屋に連れて行くだけだ。それに、お前なら途中の壁に刻んであるラテン語もいちいち読むし、通路の建築に隠された寓ぐう意いもいちいち気に留とめるだろうが、あまり知的でない田舎娘なら、ただの壁へき画がと落書きと思って見過ごす。だから問題ない」

　ちょっとそれ、あたしが馬鹿だって言いたいの？　ひどいわ！　あたしだって、文字と絵の違いくらいは分かるんだからねっ！

「……ああ、ぐずぐずしているうちに、夜が明けてきた」

　ユリウスが呟つぶやき、ステラはびっくりして飛び上がりそうになった。

　暗い石造りの廊下を見ているだけでは全然分からないが、振り返ってみると、吹き抜けになっている会衆堂の上部から、ステンドグラス越ごしに明るい光が差し始めていた。

　水平に差し込む朝日が、城壁のように高い内壁に、鮮あざやかな光の絵画を映し出す。

　ついさっきまで冷たい灰色だった壁に、色硝子ガラスによって誕生した光の天使たちが無数に舞い踊っている。まるで魔法のように。

　綺き麗れい──。って見み惚ほれてる暇なんかないわよ！　早く棺桶に隠れないと死んじゃう！

「あ……アスレイド、ありがと！　もう夜も明けたし、あたし一人で行けるわ！　明るい時間帯なら狼男も出ないはずだし！」

「……ステラ」

　青い瞳を細め、アスレイドの方が不安げな表情になった。

「違うんだ。明るい時間でも、男が狼になることはあるんだ──」

「じゃあ、おやすみなさい！　──今日は遅くまで付き合わせてごめんね」

　ぺこりと頭を下げ、ステラはユリウスの側そばまで駆けて行く。

　背中に突き刺さる視線が気になって一度だけ振り返ると、アスレイドはまだこちらを凝ぎよう視ししていた。







　かなりの距離を開けながら、ステラは用心深くユリウスの後をついて行った。

　カツ、カツ、とやたら足音が大きく反響する螺ら旋せん階段を下りて、長い廊下を歩く。

　迷めい宮きゆうのように入り組んだ地下の廊下は、夜が明けたことも忘れそうなほど、見事な暗闇だった。

　どこに連れて行かれるのだろうという内心の恐怖に「こんなに暗かったら安心して眠れるじゃない！」と言い聞かせて空から元気を出す。

「──予想していたよりも、あなたはずいぶん可愛らしい女性だな」

　慣れた様子で先を歩きながら、ユリウスが唐とう突とつに言った。

「えっ？」

「貎げい下かより、山やま猿ざる風の田舎者と聞いていたが……まるで臆おく病びような子リスのようだ。あなたに憑ついているという色情系悪魔の力を除のぞいても、魅み惑わくを感じる」

　どういう意味だろう、とステラは眉まゆをひそめた。

　色情系悪魔云うん々ぬんというと、プーちゃんのことだろうか。

　片手をポケットに入れたステラは、そこにフグ悪魔がいないのに気付いた。

　夜が明けたから、もう消えちゃったの？　そんな！　番犬ならぬ番フグとして、ユリウス様と二人っきりの間は、一緒にいて欲しかったのに！

　抱えた薬をバラまきながらポケットを探るステラをちら、と振り返り、ユリウスは淡たん々たんと言った。

「悪魔なら、あなたの頭上にいる。──この私が低級悪魔などに心の隙すきを突かれるはずはないが、美しい女性の魅力には、男として心を動かされてしまうようだ」

「えっと……どういう意味ですか？」

　考えたけど意味が分からなかったステラは、小首をかしげて訊きいてみる。フグが眠そうな声で答えた。

「ニブいなぁ、ご主人様ってば～。単なる初対面の口説き文もん句くですー」

「──それってあたしが美お味いしそうってこと!?」

　やっぱりこの人、あたしを食べるつもりなの!?

　ステラはアスレイドの忠ちゆう告こくを思い出し、走って逃げたくなった。

「あ、あたし、今吸血鬼化してるんです──。だから、あたしに襲いかかる男の人がいたら、みんなカラカラになるまで血を吸ってやりますっ！」

　牽けん制せいしたつもりだったが、言ってから思い出す。

　この人、聖堂騎士よ！　神父様と一緒になって、吸血鬼を殺すのが仕事なのよ！

　ガブリエル様から事情は聞いているみたいだし、いきなり刺したりはしないと思うけれど──でももうちょっと、離れておいた方がよくない？　あと十歩分くらい！

　逃げるステラを見て、ユリウスはくすくす笑いながら小声で呟く。

「吸血鬼になってしまった、という思い込みの病やまいらしいな。だが、アスレイドから引き離すには好都合だから、私もその遊びに混ぜてもらうことにしよう。──配役は、男嫌いを治す、優しい先生だ」

　素早く近くの十字路に隠れたステラには、青年の声は届かなかった。怯おびえたステラは、角からちらりと顔だけを覗のぞかせ、ユリウスの動向と様子を窺うかがう。

「あなたは男心を煽るのが上う手まいな、ステラ。そうして隠れる姿は、本当に男の狩しゆ猟りよう本能をくすぐる……。危険なほどに魅力的だ。任にん務む遂すい行こうが楽しみになってきた」

「ええっ！　任務遂行って、まさか吸血鬼退治!?　どうしよ、プーちゃん！　あの人、あたしが危険な吸血鬼女だから、串くし刺ざしにして埋めたいって言ってる！」

「ご主人様、それ聞き間違いじゃないですか～？」

「ステラ・エクセルシス。戻ってきなさい。あなたが吸血鬼娘でも、私は傷つけるつもりはない。吸血鬼を憎むのならば、まずガブリエルやサーベロスを殺している」

　確かに……それもそうね。でもさっき、狩猟本能をくすぐるとか言ってなかった……？　簡単に信用したら、危ない気がするわ！

「ここの枢機卿は、魔性にも寛かん容ようなお方なのだ。吸血鬼だからと言って、安意に殺そうとしたりはせぬ。……その魚の悪魔が苦しまずに聖堂内にいられるのも、そのおかげだ」

「あれー？　そういえばボク、全然痒くないですう～」

　あくびをしながら、プーちゃんが言った。もう夜が明けたせいか、だいぶ眠そうだ。

「魔性の者たちが多く出入りするから、建物が神聖になりすぎないように仕掛けを施ほどこしてある。──アスレイドに見られたくなかったのは、それらの痕こん跡せきだ。あの男が見れば、悪魔崇すう拝はいだと騒さわいだだろうから」

　壁の所々に刻まれた五ご芒ぼう星せいとラテン語の徴しるしに、ユリウスは視線を投げた。

　青年の説明に少し警けい戒かい心しんを解いたステラは、隠れていた十字路を出て、またユリウスの後ろをついて行く。

「あの……。ここってたくさんいるんですか？　ガブリエル様みたいな隠れ吸血鬼が？」

　吸血鬼だらけの大聖堂。想像すると、かなり怖い気がする。

「常時いる者は数人だ。大半は任務で出ている。全員集めても、十人までだ」

　十人も！　──っていうか、吸血鬼な修道士様の任務って何!?

「さあ、棺桶があるのはこの部屋だ。どれでも好きなのを使いなさい。開かないものもあるから、無理はしないように」

　長い廊下の果てにユリウスは立ち止まり、何か横文字の書いてある扉を開ける。

　追いついたステラがそっと奥を覗き込むと、大小様々の棺桶が二十ほど、室内に散ちらばったり、壁に立てかけられたりしていた。

　新品の棺ひつぎもあれば、子供用の棺もある。ふたが破は損そんしていて、使えなさそうな物もある。

「分かりました。壊れてるから、一度入ったら二度と出られなくなっちゃうんですね！」

「いや、先人が入っている」

　ステラは目を丸くした。

　──部屋いっぱいの棺のうち、いくつかは、先にお入りになってお休みの方がいる!?

「そ、そ、それって……！」

　吸血鬼ですか？　それとも、お弔とむらいですか？

　──そんなこと聞いてどうするの！　どっちも怖いわよ!!

　ステラは途端に泣きそうな顔になる。最大十匹のヴァンパイアと、明日お葬そう式しきをするかもしれないご遺体に囲まれた部屋で、あたしも似たような棺桶に入って寝るの？

　お腹のすいた吸血鬼が、あたしの寝込みを襲ったりしない？

　誰か間違えて、埋めちゃったりしない？

　人様のおうちで贅ぜい沢たく言っちゃいけないのは分かってるわ！　でも、とってもとっても怖いんだけど……！

「個室の方が良かったか？」

　吐と息いきさえ凍こおらせているステラを見て、ユリウスは察さつしてくれた。青あお褪ざめたまま、ステラは頷く。

「そうか。──すまなかった、あなたは男嫌いだったな。別室に棺を運ぼう」

　男嫌いでなかったとしても、魔物と死体と一緒に眠れる人は少ないと思う。

　文句一つ言わず、ユリウスは手近にあった棺桶を別室まで運ぼうとした。

「ありがとうございます……！　面倒をかけてごめんなさい」

　青年の親切な背中に熱い感謝の眼差しを送る田舎娘は、この一幕自体が茶番だと気付かなかった。──つまり、ユリウスはステラに自分の優しさを印いん象しよう付けるため、わざと大部屋に案内したのである。

「いや、あなたのためなら、喜んで棺桶を背せ負おうさ。ん、重い……誰かいるな」

　呟いた聖堂騎士は、ドン引きしているステラの脇をすり抜け、壁に立てかけてあった棺に手をかける。立ててあるからには、間違いなく空だろう。

「鍵かぎのある部屋がいいだろうから、書庫に運ぶ。だが書物には触れないように」

「はい。どうせ読めませんから、大船に乗った気で信頼してください」

　ユリウスは、ぎっしりと本が積まれた部屋に棺を運び入れてくれた。意外にもその部屋には掃そう除じが行き届いており、綿わた埃ぼこりの一つも落ちていない。

　──潔けつ癖ぺき症しようのユリウスは、もともとこの部屋にステラを案内するつもりでおり、さらにいうなら、後で自分も共に夜を過ごす予定で、きちんと清せい掃そうを済ませておいたのだ。

　だから、ステラに渡す鍵の他にも、予備の合鍵を懐ふところに隠し持っている。

「これが部屋の鍵だ。隣の吸血鬼たちが起き出してきて、あなたの棺に悪戯いたずらをするといけないからかけておきなさい。彼らはまだ調教途中で、あまり言うことを聞かないのだ。──では私は失礼する。まずはゆっくり休みなさい」

　さりげなく恐ろしい台詞せりふを残し、ユリウスはするりと身を翻ひるがえす。

「ありがとうございました」

　親切な狼男に礼を言い、ステラは部屋にしっかりと鍵をかける。

「──これで彼女の部屋に入れるのは、私だけだ」

　廊下でユリウスが嘲ちよう笑しよう交じりに呟いたことなど、ステラは知る由よしもなかった。

　寝ようとしたステラは、女性用らしい小さめの棺桶に入り、座ってみる。

「ちょっと狭せまいけど、寝心地は悪くなさそう。着替えも持ってくれば良かった……」

　アスレイドにもらった大量の薬を枕元に置き、脱いだ上着を毛布代わりにする。もう半分眠っている悪魔フグを抱きしめ、ステラはふたを閉めた。

「む～？　ご主人様、この棺桶、ちょっと樟しよう脳のう臭くさいです～……」

　寝ね惚ぼけながらフグが片目を開けて呟いた。

「いいからもう寝るわよ。……おやすみなさい」

「ぷすー……」

　フグはいびきで返事をした。

　夜通し馬に乗り続け、すっかり疲れていたステラもほどなく眠りに落ちた。
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　つがいで呼びかけ合うような、朗ほがらかな小鳥のさえずりが聞こえる。

　狭苦しい棺桶で目を覚ましたステラは、窮きゆう屈くつさに耐えかねて寝返りを打とうとする。足を伸ばすと、意外と広いことに気付いた。

　──え？　広いのに、どうしてこんなに窮屈なの？

　うっすら目を開けると、降り注ぐ朝日が瞼まぶたに差し込んできて、とっさに顔を背そむけた。

「誰っ、勝手にふたを開けたのは！　お陽さまはやめて……！」

　両手で顔を隠そうとしたステラの目元が、腕枕をしていた大きな手に覆おおわれる。

「ステラ、慌てなくていい……もう悪夢は去った」

「悪夢？」

「おまえはこちらに戻ってきたのだ。さっきまで、吸血鬼になってしまう怖い夢を見ていたのだろう？　その悪夢はもう、覚めたよ」

　頭のすぐ横から、男の声がした。目隠しする手を無理やりどけてみると、見み慣なれた金の瞳の青年がいた。──ステラと同じ大理石の棺に入って。

　絵皿に棲すんでいる大悪魔はステラの視線を独り占じめして、さも満足げに笑う。

「またあなた!?」

「近頃のおまえは、悪夢ばかり見ているようで心配だ。先程も、ずっとうなされていた……。ひどい夢ばかり見るなんて、可か哀わい想そうに」

「おかしな言い方しないで、あっちが現実で、こっちが夢なの！」

　毎晩毎晩、悪魔と過ごす夢なんて、いい加か減げんに勘かん弁べんして欲しい。

「まだ寝惚けているな、ステラ？　夢はあちらで、こちらが本当の世界だ。見ろ、この輝く太陽。人間のままのおまえ、そして愛しい男。あちらには何がある？　不気味な真っ赤な月に、魔物の体、そして孤こ独どく！　どう考えても、あちらの方が影の世界だろう？」

「頭がこんがらがるようなこと言わないで！　とにかくこっちは夢なの！　どんなに本物っぽく見えたって、ここは噓うそと幻まぼろしの世界なんだから！」

　悪魔の腕枕から逃れて起き上がろうとするが、逆に体重をかけて棺桶に背中を押し付けられてしまう。もの凄すごくふわふわした毛皮が敷き詰められているため、ちっとも痛くはない。だけど──何かがいつもと違う。

　美貌の悪魔の金の瞳が、ステラをじっと見下ろした。

　──何かしら？　何か分かんないけど、ものすごく違い和わ感かんがあるわ……。

「これは噓でも、幻でもない。それを証明するために、今日は二人で遊ばないか？」

「遊びません！」

「フフフきっと断られると思って、行動力に溢あふれるわたしは、鳥とり籠かごの錠を下ろしておいた。今日こそ、運命の日だ。夢が現実になり、現実が夢になる──全てが逆転する日」

「何わけ分かんないこと言ってるのよ。離して」

　ステラが振り払うと、珍しくあっさりと男は少女から手を離した。

　この男と離れれば、夢は覚める。今日は楽勝で目覚められるわね！

　勝利感に満ちてステラは悪魔を押しのけ、棺から出る。

　目に映るのは、蓮はすの彫刻された美しい白大理石の棺だった。下半分には池と鯉こいが彫り込まれ、水の青にはサファイアが、葉の緑はエメラルド、鯉の橙だいだいにはトパーズが煌きらめいている。

　──たとえ冷たい軀からだとなり、二度と微笑ほほえみかけてくれなかろうとも、貴女あなたは私の宝石だ。

　まるでそう告げるかのような、宝石箱のような棺。

　つい眺めてしまったステラは、怪け訝げんそうに眉を寄せる。

　完全に一人で立ち尽くしているのに、……夢が……、覚めない──。

「どうして！　あなたと離れたら、覚めるんじゃなかったの!?」

「フフ。だから言ったろう？　今日からは、こちらこそが現実になったと。さあ今日は、追いかけっこをしよう。恋人たちは、この遊びを好むものだ」

　左腕のない悪魔も棺桶から出てきて、ステラとは反対側に立つ。

「その腕──なんで肩から下、全部ないの？　手首だけだったはずでしょ？　あっ！　誰かがまた、あなたのお皿を割ったの──!?」

「わたしはいつもおまえを追いかける側なので、少々飽あきてしまった。たまには、おまえに追いかけられてみたい。ルシオールのあの場所で待っているから、捕まえてごらん」

「追いかけっこなんかしません！　ねえ、それより教えてよ！　ガブリエル様が、あなたのお皿を傷つけたの？　それとも自分で転がって割ったの？」

　ステラの疑問を無視して、さっさと男は桃園の奥に歩き始める。

「他の男の名前は聞きたくないな。今度会う時までに、わたしの名前を思い出しておいてくれ。いつまでも『皿男』呼ばわりでは寂さびしい」

「待ちなさいよ！　あたし、あなたなんか絶対追いかけないんだから！」

「では気が変わるまでずっと、そこに立ち尽くしているといい。七日経ったら、迎えに来てやる」

「どうして七日？」

「七日も経てば、あちら側のおまえの体は滅ほろぶからだ。戻る場所がなくなれば、強ごう情じようなお姫様も、わたしの側こそが正しい居場所だと気付いて素直になるだろう」

「体が滅ぶ!?　──死ぬってこと！」

「フフフいつもだったら、わたしはこう言う。『千年ここで過ごしても、あちらでは一瞬なのだから』と。だが今日からは違う。こちらで千年過ごしたなら、あちらでも千年経っている。……目覚めが遅くなればなるほど、眠り続けるおまえの肉体は衰すい弱じやくする。もともと貧ひん血けつで弱っていたから、七日もあれば確実に死ぬ」

　どんどん茂しげみの向こうへ歩きながら、皿男は言う。悪魔が右手を伸ばすと、桃の木でさえずっていた青と黄色の色鮮やかな小鳥たちが、次々とその腕に留まった。

「信じたくないなら、信じなくともいい。百年後にでもあちらの世界に戻ってみればいいさ。もうおまえを知る者は誰もいないし、宿る肉体もない。友人の一人もいない。お前自身が悪魔のような存在になって、漂ただようしかないことを思い知るだろう。──ああ、例のフグなら、百年後もどこかにいるだろうが」

　悪魔の姿は、完全に木陰に消えてしまった。

　さっきまでは時折見えていた後ろ姿や衣服の袖も、もう見えない。

　絶対に追いかけるまいと立ち尽くしていたステラも、このまま置いて行かれたら恐ろしいことになる気がして、嫌な汗あせが滲にじみ始めた。

「……百年経っても、プーちゃんだけじゃなくて、ガブリエル様もいるわ」

　だって、貴族吸血鬼だもの。きっと三百五十歳になって、外見年齢も二十歳くらいに成長しているに違いない。

「でも……アスレイドはいないわ。百年経ったら、死んじゃう」

　二度と会えない。

　銀髪の狼男の姿を思い出したステラは、突然独りぼっちになったような寂しさを感じた。

　──待って。どうして寂しくなるの？　空っぽになっちゃったみたいに思うの？

　あたし別に、狼男のアスレイドに会いたいなんて、これっぽっちも思ってないんだからね！　ただ単に、ええと……、悪魔を捕まえるのを手伝ってもらわないと困るから！

「──問題はその男だ」

　小鳥が一羽飛んできて、ステラの肩に留まると美貌の悪魔そっくりの声で囁いた。

「おまえはあの銀髪の男に、意識を奪われ過ぎている。同じ頃に再会した──おまえの目から見れば『出で逢あった』のに、わたしのことを想う時間より、あの男のことを考える時間の方が遙かに長い。これは酷ひどい裏うら切ぎりだと思わないか」

「そっ、そんなにアスレイドのことばっかり考えてないわ！　本当に全然ちっとも！」

　むきになって大声で否定しつつも、顔が熱くなってくる。

　──本当に？　全然アスレイドのことなんか考えてない？　ねえステラ。あなた吸血鬼病になっちゃったって分かった時、真っ先に「アスレイドに切られちゃう！」って震えたんじゃなかった？

　ステラの心の中で、もう一人の自分が意い地じ悪わるく囁きかけてくる。

　そ、それは……、だって殺されたくないから……！

　──うん、そうよね。ステラはあの人に殺されるんじゃなくて、守って欲しいんだものね？　そういう気持ち、なんて言うか知ってる？

　お姉さんぶった自分の心の声に反抗するように、ステラは思い切り首を振った。

「知らないわよっ！　そんなの知りたくないし！」

　剣けん幕まくに驚いたように小鳥が飛び去っていく。

「ねえ皿男さん！　どこに行ったのよー？」

　悪魔に声をかけるが、風に揺れる葉ずれの音がするばかりで、もう返事はない。

　ステラは桃園に一人きりで取り残されていた。

　──本気で追いかけっこさせるつもり？　あの男を捕まえて、この追いかけっこを終わらせない限り、夢から出られない？　……眠り続けて、死んでしまう？

　ぞっとしたステラは、ふと足元の影が大きくなっているのに気付いた。

　いつもなら、頂点に止まったまま傾きもしないお陽さまが、どこかに落ちようと微かすかに傾き始めている。

「冗談はやめてよ、性しよう悪わる悪魔……！　勝手におかしな遊びを始めないでっ!!」

　虚むなしく声を嗄からしたステラは、嫌々ながら決心した。

　──追いかけるしかない。

　ステラはしぶしぶ足を踏み出し、裸足はだしの痛みに気付く。棺桶の中にちょうど良く膝ひざ丈たけの革靴があったので、履いてみた。

「なにこの面倒くさい靴っ……しかもきついし！」

　互い違いの紐ひもが延えん々えんと膝まで続いている編あみ上げ靴は、履くだけでかなりの時間を消費してしまいそうな厄やつ介かいな品だった。

　それが戦せん靴かだと、初めて見るステラは気付かなかった。

　危険な瓦が礫れきでも泥沼でも踏み越えられるよう、靴底はぶ厚い。容易たやすく足首をひねったりすることのないように、側面の革も堅く頑がん丈じような作りになっている。隙間なくぴったりだからこそ、慣れない者にはきつく感じられるのだ。

　長ったらしい紐を緩ゆるめて足を入れると、窮屈ながらもちゃんと履けた。

　──靴に合うよう足が縮んだのと同時に、ステラの黒髪の毛先の色が変わり始めていた。

　自分ではそれに気付くことなく、ステラは悪魔が消えた方向を追いかける。

　茂みをかき分ければすぐに背中が見つかると思った美貌の悪魔は、影も形もなかった。

「あーっ、本気で逃げたわね、あの男！　どっちに行ったのよ!?」

　どちらを見回しても、うららかな桃園が続くだけ。瑠る璃り色や橙色の宝石のような翼を持つ小鳥たちが、妙なる声で鳴き交わしているだけ。

「絶対にすぐに捕まえて、元に戻る方法を吐かせてやるんだから……！」

　平和な果樹園には似つかわしくない戦靴で、ステラは駆け出した。
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　案内された客室に着くと、アスレイドは持じ参さんした荷物をほどき、中の書物を開いた。

　そこに、法王貎げい下かの御み名なが署しよ名めいされた命令書──免めん罪ざい符ふが挟はさんであるのを確かめる。

　装そう飾しよく体たいで綴つづられた美しい書状には、ステラ・エクセルシスと呪のろいの箱についての特別任務と罪つみを許す旨むねが記されていた。

　ざっと読みなおしたアスレイドは書状をきちんとたたみ、再び本に隠す。

「やっとステラに会えたはいいが……これからが本題だな」

　休きゆう暇かはあと四日。……いやもう三日か。

　ユリウスへの対抗心からとっさに引き受けてしまったが、うまくステラを説せつ得とくできる自信などない。

　──例の箱を開けて、とある司教が隠した品を手に入れるためには、お前の息子が必要なんだ。だから、誰か異性と恋人関係になって欲しい。……もしもお前に、特別に想う男がいないなら、オレが……立りつ候こう補ほしたいんだが。嫌か？

　客室にぽつんと立ち尽つくし、何度目かの告白を想像したアスレイドは、誰も見ていないのに無む性しように恥はずかしくなって片手で顔を覆おおった。

「子供を望むからには、結婚を考えるのが誠せい実じつな付き合い方だと思うんだが……。ステラは、今夜も『誰とも一生、結婚なんかしないわ！』と宣せん言げんしていたしな」

　しかも、結婚を考えるなら出家した自分では力不足だ。

「……オレでいいのか？　子供目当ての短い恋人にしかなれんと分かっているのに……」

　そんなに焦あせって、強引に子供を望むことが正しいのか、と疑問に思う。

　ステラはまだ十六歳だ。あと数年もすれば、男への誤ご解かいも解けるかもしれない。いつか、生しよう涯がいを共ともにしたいと想い合う男が現れるかもしれない。

　例えばガブリエルとの同どう棲せい関係が、じっくりと熟じゆく成せいされたような。

　ズキ、と胃の腑ふに不ふ快かい感かんが走る。

　だが貎下は、すぐにも箱の中身を欲しておられる！　もしオレが情に流されて任務を放ほう棄きすれば、ユリウスがステラを口く説どくことになるんだぞ！　先程、同じ廊下を歩くだけでもあんなに不安そうにしていたステラだ。職務優先のユリウスに無む体たいな真ま似ねでもされれば、心に深い傷を負うに違いない。

　そんなことを許していいのか？　いいや、いいはずがない！　そんな悲ひ劇げきになるくらいなら、オレが……悪いこととは知りつつ、惚ほれ薬でも飲ませてだな……あとあと、一生かけて誠心誠意償つぐなうから……。

　アスレイドはため息をついた。惚れ薬などと、考えるだけで罪ざい悪あく感かんが湧わくが、他にどうしようもない。

　上着を椅い子すの背にかけ、寝ね床どこの準備を整える。

　──そうするしかないとは言ってみても、もしステラが号ごう泣きゆうしてしまったら、オレは何もできまい……。説得の最初の方で失敗して、「将来魔物になる男の子なんか絶対産まない！」と叫ばれたり、そもそも「子供なんか産みたくない」と泣きじゃくられたら……。

　もうお手上げだ。皿を盗ぬすめと言われれば盗めるし、悪魔に憑つかれた人間を切ることもできるが、泣き伏す娘に無体な真似など誰ができる……？

　だがユリウスはやるだろう。

「もしもの時は、ステラを連れて夜逃げするしかないのか──」

　二人で手を取り合い、質しつ素そな荷物だけを持って、今夜のように馬でどこか遠くに駆け抜けるんだ。

　想像しかけたアスレイドは、またため息をついた。

「……だがステラは、オレと二人きりなど嫌だとやっぱり泣くだろう……。法王庁からも、反逆者として追われるに違いない」

　八はつ方ぽう塞ふさがりとはこのことだ。

「──とにかく、まずはステラに相談してみるしかないな。どれを選んでもあいつが泣きじゃくる未来しかないが、一番マシなものを選んでもらわねば」

　剣を外して枕まくら元に置いたアスレイドは、襟えり元もとを緩ゆるめて、さっさと寝台に入る。

　もうすっかり夜は明けているらしく、外では小鳥が鳴いている。

　聖堂騎士の朝は早い。長年の習慣が染みついているから、おそらく一、二時間もすれば目覚めてしまうだろうが、それでも少しは眠ってこの苦く悩のうを忘れたい。

　上掛けをかぶったアスレイドは、不ふ意いに甘あまい香りを感じた。

　つい先ほどまで、数時間も密着していたステラの衣服の香りだ。

　目を閉じた瞬間、ステラに惚れ薬を押し付けられた瞬間の記憶が呼び覚まされて、ハッと腹筋を引き締めて飛び起きてしまった。

「な……何を余計なことを考えているんだオレはっ！」

　胸の前で十字を切り、息を整える。今度こそ寝ようと枕に頭を乗せた時、ステラにもらった薬を飲もうと、手のひらに唇くちびるを寄せた光景が浮かび上がった。

　柔やわらかな手のひらから飲んだ風か邪ぜ薬は、アスレイドの暴ぼう走そうする動どう悸きをいくらか鎮しずめてくれたが──おい待て！　オレは無意識に何をしたんだ!?　いくら薬が欲しかったとはいえ、断りもなく若い娘の手のひらへ接せつ吻ぷんしたのか！

　恥ずかしさのあまりアスレイドは毛布の下で毛虫のように丸まり、奇き声せいを上げた。

「うおおお……！　なんと破は廉れん恥ちな！　それはまずいだろう!?」

　フグ悪魔に毒どく針ばりを打たれたとはいえ、昨夜は何という不ふ埒らちな行為をしてしまったのか！

　思い起こせば、今まで自分の理性を支えてきたのは、聖職者という責任感だった。

　──オレは品位ある聖職者なのだから、決してステラなどを気にしてはいけない！

　そう信じてきた心が、貎下の命令を受けて以来、完全に白黒ひっくり返ってしまった。

　──オレは職務に忠実な聖職者だから、何としてもステラと愛し合う恋人にならねばならない！

　法王貎下の命令と、フグの魔力、それにステラの魅力が合わさり、三さん位み一いつ体たいとなってアスレイドの潔けつ癖ぺきだった心を崩ほう壊かいさせにかかっている。

　もはや、あの可か憐れんな娘に向かって暴走する情熱を抑おさえるものは、何もない。

　ステラの説得が心配だとか、惚れ薬など無体なことはできん……！　などと真ま面じ目めぶってみても、その時が来たらあっさり理性を失って、恐ろしいことをしでかしてしまう可能性もある。今夜のようにフグに毒針でも打たれてみろ。もう止められんぞ。

　ユリウスは地獄の魔犬のように恐ろしい冷れい血けつ狼だが、オレも奴以上に恐ろしい貪どん欲よく狼となってしまうだろう──。

「い、いかん！　余計なことばかり考えていないで、早く寝ろ！」

　大病だと思っていたステラもだいぶ元気になっていたし、今頃は地下の治療室ですやすやと眠っているだろう。もう今後のことは思い煩わずらうな。

　アスレイドは決心して、緊きん張ちようをほぐすように寝返りを打つ。

　──そういえばステラは、男の腕枕は初体験なのか？　だとしたら、一緒に寝ることを許されたなら、朝までオレが……。

「ぬおおおおっ！　だから、考えるなと言っているだろうが……ッ!!」

　アスレイドは枕から跳ね起き、親の仇かたきを見るような目で柔らかな枕を睨ねめつける。邪悪な枕を部屋の入口に投げ捨て、毛布の下に深く深くもぐった。

　──体は疲れているはずなのに、どうしても眠れない。

　久しぶりに会えた今夜のステラの可愛らしさや、可憐な声、涙で潤うるんだ瞳などが次々と瞼まぶたの裏側や耳じ朶だに蘇よみがえり、そのたびにアスレイドの鼓こ動どうは速まり、いくら落ち着こうとしても瞳は冴さえ冴ざえとてしまう。

「まずい……寝れん……。……フグが一匹。フグが二匹。フグが三匹……」

　眠れない聖騎士は、憎にくらしい小悪魔の数を数えて必死に眠ろうと試みるのだった。
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　夜が明けて二刻ほどした枢機卿の部屋で、ガブリエルは優ゆう雅がな手つきで目覚めの紅茶を淹いれていた。

　寝ね間ま着きに長いガウンを羽は織おっただけの枢すう機き卿きようは、まだ眠そうな不ふ機き嫌げんな顔をしている。いつもよりだいぶ早く、ガブリエルに叩たたき起こされたからだ。

　対する吸血鬼の修道士は、一晩中眠っていないというのに実に爽さわやかな笑顔だ。先日、若い娘の血をもらったため、体力・魔力・気力ともに充じゆう実じつしているのである。

「──我が君のお望みどおり、ステラさんを連れて参りましたよ。彼女が持っていた秘密の宝石箱について、私にも秘密を教えてください」

　それが気になって、ガブリエルは早朝から上司の部屋に押し掛けたのだ。

　吸血鬼の淹れた血色の紅茶を、枢機卿は渋しぶそうな顔で飲む。

　裁さい判ばん官かんのごとく眼がん光こうの鋭するどいこの枢機卿は、実は甘あま党とうである。眠そうな顔だから、親切のつもりでガブリエルは砂さ糖とうなしにしたのだが、あまり嬉うれしくなさそうな表情だ。

「……教えるが、口こう外がいはするなよ。……あれは、ナザニエル司教の置き土産みやげだ」

「ナザニエル……？　どなたでしたっけ？」

「詳細は、司教録でも読んでおけ。封魔力が極きわめて高く、古代の遺い跡せきや文ぶん献けんの研究に熱心な男だった。あと二十年生きていれば、枢機卿になっていたことは確実だ。……あるいは、当代の法王はかの司教であったかも知れぬ」

「それほどの方がいたのですか」

「だが殺された。箱の中には、おそらく……それにまつわる告こく発はつ文ぶんが入っている」

　枢機卿は声をひそめた。ガブリエルは好こう奇き心しんを引かれ、緑の瞳を輝かせる。

「面おも白しろくなってきましたね。法王庁にとって、見つかると大変厄やつ介かいな品ですね？」

「ナザニエル司教は、現在の枢機卿らと同じ世代の聖職者だ。顔色を変えているのが二人ほどいた。法王貎下も、何やら困った顔をしておいでだったな」

「ほう。では、箱を開けて告発文が手に入れば──」

「誰が最初に手にするかで、法王さえも変わるやもしれぬ」

「それはそれは。一大事ですね」

　ガブリエルは面白そうに笑った。所しよ詮せん、吸血鬼の彼にとって、法王庁の大だい醜しゆう聞ぶんなど酒のつまみ──というか、血のつまみ程度にしかならない。

「だが司教は、その箱に守まもりドラゴンを置いた。自身の血を引く息子にしか開けられぬようにと。その末まつ裔えいが、ステラ・エクセルシスだ」

「おや？　たしか司教様には、結婚は許されていないはずでしょう？　ふふ、いけませんねえ。女性の魅力に負けて子し孫そんを残してしまうとは！」

「……どうせ隠しても、そなたたち吸血鬼は、その特殊な情報網もうと忍び込みの癖くせですぐに調べ上げてしまうだろうから、教えておく。──四十年ほど前のことだ。ステラの祖母アリアンナは、我が身が呪われていると感じ、破は魔まの力が強いと評判の司教、ナザニエルに相そう談だんに行った。教会に残された記録によると、アリアンナ・エクセルシスは本当に呪われていた。代々、きまって女子しか生まれないという呪いだ。呪いを解いてやろうと献けん身しんするうち、司教とアリアンナの間には愛が芽め生ばえた」

「女子しか生まれない呪い……。ではステラさんも、女の子しか産めないのですか？」

「ああ。だがドラゴンは、男子にしか中身を渡さぬと言っておる」

「困りましたね。となると、ステラさんの呪いをどうしても解かないといけないことになる──ああ、分かりましたよ。彼女の家系にかかった呪いを解いてあげた人こそ、遺のこされた宝物を手に入れられるというわけですね？」

「そうだ。貎下は二枚の免罪符を出された。一枚をピオスイステ枢機卿の護衛アスレイドに、もう一枚をわたしの護衛であるユリウスに。娘が惚れているというアスレイドには特別休暇まで与えられた。そして「どちらが任務を果たすか楽しみにしている」とおっしゃられたのだ」

　その免罪符が何に対する罪の許し状なのか、ガブリエルはすぐに理解した。

「なるほど。アスレイドが、ユリウス殿が狼になると騒いでいたのはそういう意味だったのですね。……しかし、厄介な任務ですね。どんな呪いかも分からないまま、聖堂騎士が狼になって罪を犯したところで、生まれてくるのはまた女の子でしょうに」

「だから、わたしもピオスイステも、今必死に関係書物を紐ひも解といているのだ。ピオスイステはナザニエル司教と同世代で、面めん識しきもある。わたしは呪いに関する分野は不ふ得え手てだし、先を越されるやも知れぬ。厄介な呪いのようだし、アスレイドが失敗する様を見届けて、手がかりにするのが一番かと思っていたのだが……。ユリウスが、当の娘と引き合わせてくれれば必ず何とかする、と自信満々に言うものだからな」

「それで、ステラさんをここに呼んだのですね」

「娘とそなたをここに呼んだのだ。そなたは、娘に妙な呪いを感じなかったか？」

「いいえ。美お味いしい血だったな、という素す敵てきな印象しかありません。……ああでも、男の子が生まれないのは、彼女の強きよう烈れつな男嫌いと関係があるかもしれませんね」

「……調べてみろ」

　枢機卿は首にかけていた鍵かぎ束たばの中から、呪いや呪術関係の書庫の鍵を取り出すと、金髪の修道士に投げた。

　鍵を渡された吸血鬼は、ようやく自分の職責を理解し、愕がく然ぜんとした。

　──つまり、枢機卿が不得手な呪いに関する埃ほこりまみれの調査業務を押し付けるために、二百歳の吸血鬼である自分が呼ばれたのだ！

「ああご冗談でしょう！　私はそろそろ復活祭の準備をしなければならないのです！　若い娘さんたちの集まるバザーがあるのに……！」

「他の者に任せろ」

「おお神よ！　私が毎年、この日をどれだけ楽しみにしていたことか！　はっきり申し上げまして、枢機卿閣かつ下か。若い娘さんが絡からまない仕事には、まったくやる気が出ません！　書庫にこもりきりで呪いについて調べるくらいなら、デュレス家の墓ぼ地ちに戻って、いたいけなメイドの幽ゆう霊れいに説せつ教きようしていた方が遙はるかにましです……！」

「ヴァンパイアはどいつもこいつも二言目にはそれだ。魔力はずば抜けて高いが、気まぐれ過ぎて命令違い反はんの連続。たまには真面目に働け。長命なそなたらの情報網を使えば、四十年前のことなど、すぐに調べられるだろう」

「気まぐれなのではなく、単なる女好きなのです！」

「早急に解決してバザーの準備をすれば良い。ついでに、献けん血けつ希望の娘も用意してやる」

　ガブリエルは渋い顔で頷うなずいた。──本当は、献血希望という飼い犬じみた状況での吸血にはまったく萌もえないのだが、せっかくタダでくれるというのを拒こばむことはない。

　退出しようと茶器の皿を片付けたガブリエルは、ふと思い出して問うた。

「──そういえば、例の悪魔皿の正体は分かったのですか？」

　例の、というのはデュレス家で見つかった十四枚目の大悪魔皿だ。桃園の悪魔が描かれた皿は、ステラが落としてしまったせいで一部が欠けている。

　王都に着いてすぐ、ガブリエルはこの皿を枢機卿に手渡していた。

「分からぬ。どのような禁書を調べても、そのような悪魔の記き述じゆつはない。仕方なく昨日、端を削けずってみたが、悪魔はわたしの夢には現れなかった」

「削った？　あの欠けた皿をさらに壊したのですか？」

「わずかだけだ」

　枢機卿は鍵のかかった机を開け、黒布に包んだ大皿を取り出す。

　木こ漏もれ日の美しい果樹園で、悪魔は木にもたれかかっている。こちらに決して顔を見せない男は、右手に桃を持っている。

　──左腕が、ない。

　異い変へんは、それだけではなかった。

　木の葉の一枚一枚まで細部まで綿めん密みつに描かれていた細密画は、ぼやけ始めている。

　しっかりと封じられていたはずの大悪魔が、徐じよ々じよに封印皿から抜け出し、魔力を取り戻しつつある──。目に見えるほど顕けん著ちよな変化に、ガブリエルはぞっとした。

「──他にも、いろいろな悪いた戯ずらをしたでしょう。封印を弱めるような？」

「正体を知るには悪魔と接触するしかないのだから、仕方なかろう。それに、放っておいても夜中にカタカタうるさいのだ。自みずから割れようと暴あばれてな」

「これだけ封印が緩んでいれば、何が起きても私は驚きませんよ。……いっそ、一度割ってかけ直した方がいいのでは？」

「ガブリエル、思考がすっかり聖職者じみてきたな。悪魔が逃げて世界が荒れたら荒れたで、聖職者の偉大さを知らしめるよい機会だ。どうということはない」

「我が君、その場合にはたくさんのか弱い人間が犠ぎ牲せいになって死ぬ、ということをお忘れですよ」

「少し減った方がいいのだ、無能で堕だ落らくした人間は。悪魔が暴れるたびに、有能な者だけが生き残れば、結果として優秀な血統が濃こくなる。たまに暴れてくれた方が良い」

　ステラが聞いたら目を剝むくであろう言葉を、ガザリアは平然と言った。

　枢機卿ピオスイステは、人なのか魔物なのか、生まれた種族で守護する対象を決める。

　枢機卿ガザリアは、魔力のあるなしで庇ひ護ごする対象を決める。魔力のある者なら、人・魔物を問わず庇護するが、魔力のない者は虫けらのように扱うのだ。

　人間にとって、どちらの枢機卿が次の法王に相応ふさわしいかは知らない。

　──ただ、魔物たちにとって、より目め障ざわりなのはピオスイステだった。

　だからガブリエルら魔性の存在は、ガザリア枢機卿に協力することを決めた。

　恐る恐る神に誓いを立ててみたら、昼間にも歩けるようになるという都合のいいおまけがついてきた。ただし、自由に血を吸えないという試し練れんも一緒についてきたが。

「我が君。強い能力者が減っていくのは、優秀な聖職者ほど子孫を残さないからですよ。結婚制度を作らなかった法王庁の落ち度です」

「しかしこれは奇き妙みような皿だな。並の悪魔ならば、皿が削られれば、所有者に割ってくれと夢でつきまとってくるものだが……。影も形も現れぬ」

　ガブリエルの嫌いや味みを、枢機卿はさらりと無視した。

「大悪魔が認めた所有者はあなたではなく、何の力もない無能なステラさんなのでしょう」

「このような爺じじいの夢枕に立つのは嫌だと？」

　枢機卿らの中でも一番若いこの壮そう年ねんの男は、まだやっと四十を過ぎたところだ。

「私だって、選べるものなら美しい女性にかしずきます。忠誠心溢れる従者のふりをしながら、心の裏側で、いつか思う存分あんなことをしてやろう──、と密ひそかに妄もう想そうする楽しみは破は格かくですからね」

「もういい。仕事にかかれ。……ああそうだ、娘が起きたら連れて来い」

「御心のままに──次期法王貎下」

　王族にするような派は手でな礼を残し、ガブリエルは枢機卿の私室を辞した。
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　天に君くん臨りんした太陽が一日の務めを終え、疲れ切って西の空に沈む頃──。

「ごっ主人さまー！　楽しい楽しい、よっるでっすよ～？」

　日が沈んだ気配を察さつした桃色フグは、狭い棺かん桶おけの中で元気に目を覚ました。

「ねえねえステラ～、今日は誰と夜遊びしちゃいますう？　アスレイドが怪しいんですよね！　あのきっちりした聖衣の下に、熱～い情欲の炎を隠し持ってる気がしてー。ちょっと突ついてやったら、一気に爆発してメラメラ!!　ってなりそーなんですう～！」

　ステラは呼吸しかしていない。

　そんなにも、この樟しよう脳のう臭くさい棺ひつぎが気に入ったのかなあー？

「ボク、この棺桶狭いからあんまり好きじゃないですぅ～。ほらステラ、禁断の欲望に苦しむ聖騎士をからかいに行きましょーよ。ギリギリでお預けにしてやってぇ、もだえてのたうつ地獄を、あの清いカラダにとことん教えてやりましょー」

　耳元で喚わめいてあげているのに、よほどいい夢でも見ているのか、ステラは起きない。

「もう、手て間まがかかるペットだなぁ～」

　うっかり本ほん音ねが出てしまった。

　健すこやかに呼吸している少女の、さして高くない鼻めがけてフグは体当たりをかます。

　……まだ起きない。おかしいなぁ、また仮け病びようかなあ？

「おい、そこのデブ！」

「ご主人様ご主人様、大変ですっ！　誰かにデブって言われてますよ！」

「お前だ、そこのデブフグ！」

「ご主人様！　デブの上に、フグみたいな顔だって言われてますよ！　あ、これは褒ほめ言葉か～。いやん恥ずかしい！　そんなに褒めないでぇ、ボクのハートが蕩とろけちゃう～[image: 〓]」

　赤く染まった尻尾しつぽを揺らし、フグは短いひれで大きな顔を隠そうと身をくねらせる。

「お前のことだ、ヴェルゼス！　出て来い！」

　棺桶のふたの上で、ドンドン！　と音がする。

「ん～？　誰か呼んだー？」

　フグ悪魔──本名ヴェルゼス・ローダ・ディオギリウスは、ふたが閉まったままの棺を透とう過かして外に出る。

　神聖な力で封印されたのでない限り、悪魔には物理的な壁など無意味だ。

　外に出た小悪魔フグは、漆しつ黒こくのマントを纏まとった小人が棺の上にいるのを見つけた。死神そっくりの恐ろしげな容姿に、世界の全てを睨にらむような三さん白ぱく眼がんをした小こ柄がらな悪魔だ。

「あー、パナっちかぁ。おひさ～。元気してたぁ？」

「相あい変かわらず頭のユルい豚ぶたフグだな！」

「ってこないだまで皿に閉じ込められてたっけえ。あーあ、魔力も吸われて、一段とちっちゃくなっちゃってぇ。あはははは！」

「こら笑うな！　俺様は宣戦布告しに来たんだぞ！」

「えー、面倒そーなお話ですかぁ？　ボク、ご主人様起こさなきゃいけないしぃ、アスレイドもいたぶらなきゃいけないし、超忙いそがしいからまた後で～」

「てめえの主人は、俺様が殺してやる！」

　黒マントの悪魔は、醜みにくい顔に凶きよう悪あくな笑みを浮かべた。

　怖がりのステラが見たら、震えあがって泣き出すような光景だなぁ！　……ちょっと体が小さすぎてぇ、ステラの指一本分の身長しかないけどー。

「どうしてですかぁ？　パナっちにとってもご主人様でしょ～？　だってパナっちの皿割った恩おん人じんって、ウチのステラだしー」

　主人たるもの、か弱いペットの命は守ってやらねばならない。

　フグはこんこんと眠っているステラを庇かばうべく、そう言ってあげた。
















「だから、そのブサイクな女を殺して自由になるんだ！　ふとした拍ひよう子しに、このパナストリア・ルー様の名前を思い出されたら厄介だからな！」

　パナっちってば、自分で名前バラしてますよ～？　とフグは心の中で突っ込んだが、残念なことにトロいステラは棺桶の中で爆睡中だ。

「言っておくが、俺様はもう次の宿やど主ぬしを見つけたぜ！」

「ええ～？　ステラとも半はん端ぱに契約中なのにぃ、別の人間とも契約したんですかぁ？　二重契約なんかすると、どんどん魔力がなくなっちゃいますよ～」

「うるさいうるさい！　フッ、俺様の今度の宿主のこと教えてやるぜ！　そいつはかなり頭の切れる優秀な奴で、しかもこのブサイク女よりずーっと顔もいいんだぞ！」

「また顔で選んだんですかぁ？　自分が不ぶ細さい工くだからって、いっつも宿主の顔にこだわるんだからなぁ～、パナっちは！」

　やれやれと、小悪魔フグは同情のため息を漏らした。

　パナっちと違い、この桃色フグは自分の顔に劣れつ等とう感かんが全くないため、ステラ程度の容姿の娘でも気き兼がねなくとり憑いてあげる広い心を持っている。

　ステラの難なん点てんは、平均的な顔立ちではなく、男嫌いで思い込みが激しくて賑にぎやかな場所が怖いという臆おく病びようさだ。これさえ直してやれば、将来的に傾けい国こく傾けい城せいの魔女に育つ可能性は十分ある──とフグは思っている。

　何しろ前の過去生では、みごとに傾国傾城をやってのけたのだ。

　その経験を生かせば、今度は世界だって滅ぼせるはず～！

「俺様は超絶美形だっ！　だから、顔のいい奴にしかとり憑いてやらねえんだっ」

「うーん。パナっちってばウチのご主人様と一緒で、ちょいアホ系だからなぁ。人間と契約する時は、ちゃんと文法とかを考えてぇ、騙だまされないように喋しやべらないとだめですよ～？　いっつもカモられて使い捨てにされちゃったりぃ、気がついたらどっかの神父に封印されたりしてるじゃないですかー？」

　はあ、ボクって面倒見のいい優しい悪魔だなぁ！　と内心、自分にうっとりしつつ、フグ悪魔は忠告してあげた。

「よっ余計なこと言うんじゃねえ！　殺すぞ！　俺様はなあ、世にも恐ろしい恨うらみと復ふく讐しゆうの大悪魔なんだ！　豚フグ、俺様がその女を殺したら、俺様の子こ分ぶんになれよッ！」

「えー？」

「そいつが死ねばてめえは自由になれるんだから、超絶感謝して俺様の使いっ走りになるのはトーゼンだっ！　俺様にはな、大いなる野望があるんだぞ！」

「どんなちっちゃい野望ですかぁ？」

「もっと力をためて、次の悪魔集会で、貴族に仲間入りするんだっ！　あとちょっと力がたまれば俺様も貴族になれるからな……！」

「ええー？」

　パナっちってば、突っ込みどころがあり過ぎて、ボクどこから突っ込んだらいいか、もー分かりません～。

　心の声を、フグ悪魔は背泳ぎすることで表現してみた。

「だからまず、手始めに子分を百匹集める！　貴様が最初の一匹だ!!」

「ところでパナっち、うちのご主人様が仮病使ってて、なかなか起きないんだけどォ」

「人の話を聞けーーーッ!!」

「あ、分かったっ！　今日のステラはきっと、夜よ這ばいされたい気分なんだ！　だから、愛のキッスがないと起きられないんだぁ。なーんだ。ボクってあったまいい～！」

「だから子分に……」

「もーうるさいなあ。はいはい、パナっちの計画が上う手まくいったらねー」

「よし、約束だぞ！」

　満足げに宣戦布告し、パナっちは消えた。

　棺の上にちょこんと乗った小悪魔フグは、しばし真しん剣けんに考える。

　眠り姫ごっこ中のステラは、誰に一番夜這いして欲しいかなぁ？　ここは色欲系悪魔のプライドにかけて、最も情念の炎が燃え上がる異性を連れて来てやらないと！

　最初に、フグの頭に浮かんだのは銀髪の精せい悍かんな青年、アスレイドだった。

「んー。何かこう、夜這いって状況じゃないんだよなぁ～。あいつは何回か寸止め・お預けにしてやってえ、欲望を覚えることにまず慣らしてやらないと、こっちの世界に本気でハマらないだろーしぃ。調教が面倒だから、却きやつ下か！」

　その次に浮かんだのは、優美な金髪のガブリエル。

「そこそこ長生きしてるし、隠してるっぽいけど経験値高そうだからぁ！　イロイロ期待は持てそーなんだけど……所詮ヴァンパイアだしなー。女の血にはハマっても、肉欲には溺おぼれないだろーからぁ、これも却下！」

　となると次は、出会ったばかりの聖騎士ユリウスはどうかなぁ？

「ご主人様、どう思いますぅ？　初対面ってとこにボク、グッとそそられますー。

　──昨日初めて挨あい拶さつした、他人同然の美青年。クールな男性だろうと外見から思っていたのに、翌朝気が付いたら、カレの腕枕で寝ていた。まだ性格もよく知らないのに、熱いカラダだけは知ってしまい、ステラは動揺する。『ああどうしよう！　次の日からあたし、どんな顔をして彼に会えばいいの……！　顔合わせないわけにもいかないし！』心を揺さぶられたステラは、大聖堂の廊下を歩くだけで全身が火ほ照てってくるのであった……。なーんてオトナのおとぎ話、萌えませんかぁ？　ボク、ドキドキしちゃうなー」

　しばし楽しい妄想を繰り広げながら悩なやんだ後、フグ悪魔は一人の男に狙いを定めた。







「ここ、日が暮れるの早くない？」

　ステラは暖かな桃園で初めての夕日を眺めながら、唇をかみしめていた。

　永遠に続くかと思うほどに広いこの果樹園は、まるで緑の迷宮だ。足がくたくたになるまで駆けずり回っても、無む限げんに桃園が続いている。

「悪魔どころか、人っ子一人いないわ……風ふう琴きん鳥ちようだけ」

　ねぐらに帰ろうとする美しい小鳥たちに目をやり、ステラはため息をつく。

　──なぜその名前がすらすら出てくるのか、疑問に思うこともなく。

　お腹がすいてきたので、夕食代わりに桃の実を一つもぎ取り嚙かみつく。

　食べ頃の桃の果か汁じゆうは甘く、とても美お味いしかった。

　二つ目の桃を齧かじりながら、ステラはすっかり日が落ちた薄闇の果樹園を見回す。

「夜になったら、狼とか出ないわよね──？　はっ！　違うわ!!　あたしの馬鹿！　ここは夢の世界だから、狼が出ようが、虎とらが出ようが幻なの！」

　問題があるのは、眠り続けている現実世界の肉体だけ。

「どうしよう……こっちが夜ってことは、現実も夜よね？　早く起きないと……！」

　悪魔を探して必死に辺りを見回すステラの視界を、ふわりと小さな光がかすめた。

「──あ。ルシオラ……？」

　夜の帳とばりの中、輝く虫が一つ、どこからともなく飛んできた。

　万ばん策さく尽つきたステラは、小さな蛍ほたるを追いかけて果樹園を歩いてみる。

　冬枯れた桃の木を三回まわり、蕾つぼみをつけた桃の下をくぐり、満開の桃の花のアーチを通って、青い桃の果実をつけた三本の木をジグザグに通り、枝の重さに腕を下げる食べ頃の大きな桃の木の前を通って──。

「空間」の方角は一切無視して、桃の木が告げる「季節」にだけ従って果樹園を歩いて行くと、さらさらと小川の流れる音が聞こえ始めた。

　──そうだわ、川よ。

　綺麗な水辺を探せばいいの。蛍ルシオラが舞まう水の都があれば、そこがルシオール。

　あの悪魔男は、そこにいるはずよ。

　ステラは耳を澄まし、水音を求めて夕闇を歩いて行く。

　いつの間にか、足の疲れはもうなくなっていた。代わりに、なぜか作った覚えもないすり傷や打だ撲ぼくが、手足にいくつも浮かび上がっている。

　やがて、草原を横切るようにして流れる細い川が現れる。

　一つの川を飛び越えると、すぐまた次があった。

　いくつもの細い支流、そして飛び交う無数の蛍。

　そしてその向こうに見える、蛍よりもっと大きい色とりどりの明かり。その奥にぼんやり見えるのは断だん崖がいだろうか？　それとも、大きな城と都なのか。

「あれがルシオール？」

　いくつめかの川を渡り始めると、リィンと音がして、ステラの耳から何かが落ちた。

　──銀の耳飾りだ。

「気づいて良かった！　大事なものを失なくすところだったわ！」

　ステラは足を止め、浅い川底に沈んだ十じゆう字じ架かを拾った。

　先端の尖とがった銀の十字架は、中央には青いサファイアが一石、嵌はめ込まれている。

　見つめていると、無む性しように懐なつかしさがこみ上げてきた。

　とても大切なもの。……誰か家族の、ゆかりの品だった気がする。

　ステラは右の耳につけ直し、念のために反対の耳も確認する。ちゃんとあった。

　細かな支流を全て渡りきる頃、ステラの髪はすっかり淡あわい水色になり、背中を覆うほど長く伸びていた。







「こんばんは～？」

　勝手に扉を通り抜け、男の私室に入り込んだ悪魔フグは、陽よう気きに声をかけた。

「──なッ！」

　熱心に書類を書いていた男は、とっさに羊よう皮ひ紙しを隠そうとし、派手にインクをこぼしてしまう。刺し繡しゆう入りの上着の袖そでを黒く染めながらも、男は書状を隠し続けた。

「初めまして～。ボク、ステラと契約中の噂うわさの美形フグでぇーす。ここの枢機卿は魔物とも取引する人だって聞いたんでぇ、こんばんはしちゃいましたぁ！」

「わ、わたしと取引をしたいというのか？　──待て！　この聖堂の守護は薄いが、この部屋には結界が敷いてあるはずだぞ──なぜ入れる!?」

「ちょっぴり痒かゆいです～。だから手短に言いますねー。ウチのステラがぁ、夜這いごっこがしたいって駄だ々だこねてるんです～。で、棺桶から出て来ないんで、愛の口付けから始まる刺激的なお目覚めをプレゼントしてくれる美青年を探してましてえー」

「わたしを堕落させる魂こん胆たんか？」

「えー？　聞こえないなあ。ステラって結構可愛いですよー？　若くてお肌ぴちぴちだし。まあ胸がちょっと足りないけど、不満ならボクのお腹さすってもいいですから～。そろそろ枯れてくる年だし、その前にもうひと花、咲さかせてみませんかぁ？」

「そんなつまらぬ取引に興味はない。消えろ」

　枢機卿が銀のロザリオを投げようとしたので、フグ悪魔は慌てて背を翻した。

　ダメもとで、高貴な枢機卿を落としてみようと挑ちよう戦せんしたのだが、やはりステラと面識のない男では難しいようだ。

「しょうがないなあ。次はあいつにしよーっと！」







　幼おさない子供が泣いている。

　夜闇に響く声の主を探し、いくつもの瓦が礫れきの山を踏み越えてると、赤子をあやす男の子がいた。自分自身も小さいのに、泣く子を一いつ生しよう懸けん命めい宥なだめている。

「どうして泣いてるの？」

　膝ひざを屈めてステラが問うと、少年は悲しげに答えた。

「ま……まいごになっちゃった」

　無理もないわ、とステラは思った。辺りを照らすのは満月の光だけ。町はどこもかしこも廃はい墟きよとなっており、目め印じるしにできるような大きな建物は根こそぎなくなっている。

　この町を歩き慣れている大人のステラでも、どこがどこだかよく分からない。

「お姉ちゃんと一緒に行きましょう。──その子、重くない？」

　ずっと妹を抱きっぱなしだろう少年に腕を差し伸べるが、彼は首を振った。

「へいき。……この子がいるから、僕もがんばれるんだ」

　ボロボロの産うぶ着ぎの妹を、男の子は決して胸から離そうとしなかった。

　兄の不安が消えたのが分かったのか、ぴたりと赤子は泣き止んだ。

　産着に見覚えのある修道院の刺繡があったので、ステラは何度か訪ねたことのある尼に僧そう修道院を目指した。たしかあの修道院は、孤児を引き取って育てている。

　月明かりだけで、倒木と火災跡だらけの大通りを歩く。

　悪魔を恐れ、戦いくさを恐れ、強盗を恐れ、通りには人っ子一人歩いていない。みな家の門を閉ざし、耳を閉ざして、自宅に閉じこもっている。

　記憶を必死に思い出しながら細い道を曲がると、青い丸屋根の建物が見えた。

「ありがとう、おねえちゃん。ぼく、もうここからなら帰れるよ！」

　少年が胸を張って言った。

　むしろここまで来て帰れなかったら相そう当とうの方向音おん痴ちだが、男の子の自じ尊そん心しんを傷つけてはいけないので、小さな手にバイバイと振り返して、ステラは大通りへ戻る。

　次に行く場所は、もう決めていた。

　──悪魔が跋ばつ扈こするこの時代、どこもかしこも破は壊かいし尽くされ、人々は疲ひ弊へいし、街路には人や牛馬の遺体が転がっていても何もおかしくはないこの時代。

　混乱の極みの中で、まるでそこだけは天国だというように、賑にぎやかに明かりをふんだんにつけ、民の頭上に君臨する城があった。

「あの人たちは何をしてるの？　文句を言ってやらないと気が済まないわ！」

　つづら折りの坂が延々と続く王城に向かって、ステラは戦靴で歩き始める。

　遠いお城は、たどり着くのに夜半までかかりそう。

　けれどステラは、それを問題だとは思わなかった。

　忘れ始めていたからだ。……自分が「ステラ」という名の少女だということも。棺の中で、本物の自分が死の眠りに落ちていることも。

　ただ、このルシオールの都に生まれた一人の少女として、動き始めていた。

　──ステラの夢と現実は、音もなく入れ替わり始めていた。







「ねーえ、ユリウス～！」

　フグ悪魔はステラっぽい声こわ音ねを作り、ユリウスの部屋の前で言った。ノックする音を真似て、二度ほど扉にぽよんぽよん、と体当たりする。

「あたし、ステラよー」

「ステラ？　こんな時間にどうした？」

　まだ出会ったばかりのユリウスは、ステラの声とフグの声の違いに気付かなかった。

　しめしめ……と腹の底でにやりと笑っていると、青年の足音が扉に近づいてくる。

「いやん、扉は開けちゃだめぇっ！」

「なぜだ」

「だって……あたし、裸はだかだもの！」

「裸!?　おい……何をやっているんだ!!　田舎いなか娘で常識がないとは聞いたが、気の触れた女だったのか？　聖堂の中を裸で歩くな！　服を着ろ！」

　叫んだユリウスは、扉から遠ざかっていってしまった。裸ステラの奇き行こうに呆れたのかもしれない。慌てて小悪魔は本題を訴うつたえる。

「行かないでぇ！　今晩あたしと遊んで欲しいの～！　お部屋で十数えてから、地下の棺桶まで来てぇ、熱い口付けをしてくれないー？　眠り姫ごっこがしたいの～」

「──貴様は何者だ!?」

　悪魔の気配を察したのか、ユリウスは即そく座ざに扉を開けた。

　青年の手には、部屋の奥から持ってきたらしいシーツが握られている。裸のステラにかけるつもりだったようだ。

　姿を見られてしまったフグは、えへ、と舌したを出した。

「何のつもりだ、小悪魔！」

「開けちゃイヤンって言ったのに！　ユリウスのすけべっ！」

「裸の女をそのまま廊下に放置するなら、そちらの方が何倍もすけべだろう」

　これがアスレイドなら、真っ赤になって「オレはすけべじゃない！」とか叫んでいるだろうに。五歳ほど年上のユリウスは冷淡な眼差しで、剣の柄に手をかける。

　自慢の尻尾を切り落とされる前に、小悪魔フグは天井に向かって急いで逃げた。







「お帰りなさいませ。お戻りが遅いので、心配していたところです」

　城に着いたステラの前で、衛兵たちは笑顔を浮かべ、先を争うように扉を開けてくれる。

　兵士を殴なぐり倒してでも城に侵入してやろうと覚悟を決めていたのに、拍子抜けだ。

　長い廊下をステラが不機嫌そうに歩いて行くと、道行く侍じ女じよや警備の兵士が次々と頭を下げ、道を譲ゆずってくれる。

　……おかしいことなのに、全然おかしくない気もする。

　白い廊下に白い壁、白い扉。壁に飾られた花や、侍女の美しいお仕着せが、生きた彩となって城を飾っていた。

　城の中は、小さな町かと思うほどあちこちに別れ道や階段があり、部屋がずらりと並んでいるが、ステラはどこへ行けばいいのか分かっていた。

　真っ白な階段を急いで上がっていくと、優雅なセロの音色が聞こえてくる。

　見み晴はらしのいい露台で、楽士が耳をくすぐる音色を奏かなでていた。

「──あなたは目の下にある光景が見えないの？　ボロボロの町の姿が？　よくのんびり楽器なんか弾ひいていられるわね」

　男性楽士は三十歳前後に見えた。すまなさそうな顔でステラに言う。

「ですが今日は、祝いの日ですから……」

「こんな大変な時に、何をお祝いするっていうの？」

　楽士は笑った。

「トゥーランジャーを苦しめた恐ろしい悪魔たちが、全て封じられた祝いです」

「悪魔が……封じられた？　あのどうしようもない貴族悪魔たちが？　だって──何十匹もいたでしょう！　本当に全部？　一匹も残さず？」

「はい。姫様の願いどおりに」

　噓よ。──そう言いたい気持ちになったのは一瞬だけ。すぐに想いは泡あわのように弾はじけ、心の中で「そうよ、あの男が捕まえたんだわ」と、お姉さんぶった自分が囁く。

　──あの男って……誰？

　なぜか、記憶が虫喰いになっている。名前がうまく思い出せない。

「誰が悪魔を封じたの？　だって……一番最初に来てくださった法王様も、二番目の法王様も、三番目の法王様もとっくにお倒れになったわ。枢機卿様や司教様もたくさん亡くなられて……、もう誰も、恐れてこの国には近づかないはず──」

　呟くと、真昼の空と同じ色の髪をした楽士は、また笑った。

「ですから、次の法王様とも噂される方が。──『もしもトゥーランジャーを荒らす悪魔を全て封じてくださったなら、あなたの花嫁になりましょう』と、あの青年に約束されたのは、あなた様でしょう？　ルセリア姫」







「お帰りなさい、あなたぁ～」

　ガブリエルが私室に戻ってきた足音が聞こえたので、うたた寝しかけていたフグ悪魔は色っぽい声をかけた。

「おや、プーちゃん。いけませんねえ、人の寝室に勝手に入っては」

「ちょっとお願い事があってえ、健けな気げにベッドを温めながら待ってたんですぅ！」

　かわいこぶってみるが、あまり通じた様子はない。そもそも、悪魔のカラダでは毛布を温めることなど不可能だ。

　疲れたように髪をほどき、修道士は窓を開ける。数匹のコウモリが待っていたように室内に舞い込み、先を争ってガブリエルの肩や指や胸のロザリオにぶら下がった。

「勝手に部屋に入るなら、ぜひステラさんも同どう伴はんしてくださらないと。ああ、一日の仕事を終えて戻った寝室で、可憐なステラさんに「お帰りなさい、あなた」なんて言われたら、うっかり聖職者の自制心もなくして、ベッドに飛び込んで──」

「愛の口付けですねっ！」

「そう、首筋に口づけて、ありったけの生き血を啜すすってしまうかもしれません！」

「ありったけはまずいんでぇ、一口か二口にしておいてください～」

「たった一口？　それは牙の構造上、無理ですね。よほどの低血圧でない限り、ひと刺しでもっと血が出てしまいます」

　鋭えい利りな牙を隠した唇で、ガブリエルは優美に微笑む。

「──それで、肝かん心じんの美味しい御ご馳ち走そうはどこですか？　まさか、清せい楚そで愚ぐ直ちよくな私の獲物は、地下室で迷子にでも？　地下二階の〝棺桶通り〟をウロウロしていると、妖しい吸血鬼に襲われてしまう可能性がありますが……」

「いーえー。ステラは部屋に閉じこもってます～。吸血鬼の王子様が棺桶を開けて、愛のキッスから始まるお姫様ごっこをしてくれないとイヤ！　ってゴネてるんですぅ！」

「ふふふ」

　フグは誠心誠意真面目に言ったのに、修道士は軽やかに笑っただけだった。

「今夜は何の悪戯を思いついたのですか？　男性嫌いのステラさんがそんなことを言うはずがありません。──私を嵌めるつもりですね？」

「うっ！　バ……バレてる？」

「それはもう。これからステラさんを枢機卿に紹介しようと思うので、この部屋まで連れて来てもらえませんか？」

「はあ～～い」

　フグ悪魔はしぶしぶ返事をした。せっかく、男にステラの寝込みを襲わせて、さらに聖職者も堕落させてやろうと狙ったのに、なぜかお使いなんか言いつけられてしまった。

「あー、つまんないなぁ。せっかくご主人様にときめきの目覚めを……って思ったのにぃ」

　ぷーーっ。とむくれながらフグ悪魔は廊下に出てステラの元に戻りかける。

　ふと、最後の獲物がまだ残っているのに気付いた。

「ステラを連れて来る前にぃ、ちょっとアスレイドも覗いて行こっかなー」
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「お帰り、ルセリア姫」

　広間の扉を開けると、晩ばん餐さんの準備が整った部屋で、上かみ座ざにいた青年が立ち上がった。

「その目で町を確かめ、安心したか？　もう悪魔は一匹もいなかったろう？」

　おいで、というように右手を差し伸べられるが、彼女は硬こう直ちよくしていた。

　見覚えのある美び貌ぼうの青年には、左腕がなかった。

「そ、の腕──どうして？　あったはず……でしょう？」

「もう忘れてしまったのか？　悪魔との戦いで失ったのだよ。もう三カ月も前だ。フフフ気にする必要はない。痛むわけではないから」

　入口まで彼女を迎むかえに来た青年は、嬉うれしそうにルセリアの髪をかきあげ、細い体を片腕で抱きしめる。

「ああ、美しい髪だ……瞳の色も、間ま違ちがいなくこの色。わたしのルセリア──お帰り」

　男はルセリアの髪に頰ほおを埋うずめ、満足げにくすくすと笑い始める。

「何がおかしいの？」

「別に？　おまえが無事に帰ってきてくれて、たまらなく嬉しいだけさ。こちらへおいで。セクストゥス・パシャを始めよう」

「第六の復活祭セクトウス・パシヤ……？」

　そのラテン語の意味は分かったものの、とっさに意味が分からない。

「──ヨブ記によれば、悪魔たちは神の許きよ可かを得て、人間を誘ゆう惑わくする権利を得た。悪魔に許された、人間に付け入る隙すきは五つ。視覚。味覚。聴覚。嗅覚。触覚……」

　男が話すにつれ、ルセリアの脳のう裏りに、修道女として学んだ知識が思い浮かぶ。

「具ぐ体たい的てきに言えば、美しい物を手にしたい。旨うまい物を貪むさぼりたい。耳に心地よい言葉だけを聞きたい。よい香りが約束する物に溺おぼれたい。触れ合って、快楽を感じたい。──この五感がそそる欲望によって、人はいつも試されている。それらに溺れ、目には見えない耳にも聞こえない触れることもできなければ香りも味もしない「神」を、どこまで信じ、気け高だかい心を持ち続けられるか、と」

　……そうだわ。だから悪魔の象しよう徴ちようたる数字は五で、図にすると五ご芒ぼう星せい。

　その誘惑にさらされていることを忘れるなと、人間の指は五本になったそうだ。

　だから──神の側に侍はべる清らかな天使の指は、六本あるという。

「五を超えた六という数字は、魔を超えた者の証あかし。第六の復活祭というのは、天使たちを召しよう喚かんし、加護を祈る聖なる儀式のことだ。成功すれば、悪魔は二度とこのトゥーランジャーに立ち入れなくなる。おまえがずっと望んでいたとおりに」

　恩を着せるように微笑ほほえむ青年の声に、ルセリアは頷うなずいた。

　悪魔を掃そう討とうし、二度と彼らに国を冒おかされないよう、天使たちの復活祭を行う。それだけを悲ひ願がんに、ルセリアはこの数年を生きてきた。

　そしてこの男は、彼女の願いを叶かなえてくれた。

　ルセリアは我が目で町を巡めぐり、悪魔がいないかどうかを確かめた。真夜中まで外をふらふら歩いても、一匹の悪魔も襲おそってはこなかった。

　……今度は、ルセリアが約束を守る番。

　今夜、彼の花嫁となって、生しよう涯がいを添そい遂とげるの──。

「セクストゥス・パシャは、国を統治する者たちのための儀式だ。だが、わたしたちはまだ婚こん儀ぎを挙あげていない。だから今こ宵よいのうちに仮の婚礼を挙げなければ。──さあ、婚礼の儀を始めよう」

　魅み惑わくするように青年は微笑み、ルセリアを花嫁の席へと導みちびく。

「待って。着替えないと。こんな傷だらけのドレスでは……」

「待てない」

　強い力で彼女を引きとめ、美貌の青年は悪魔のように傲ごう慢まんに首を振る。

「わたしはもう待てない。着ているものが穴のあいた衣であろうと、黒くて地味な毛皮であろうと、おまえの心がありさえすればいい。心配するな。儀式は十分もあれば終わる」

　青年は、大司教が待つ祭さい壇だんへルセリアを引きずって行く。

　──リィン、と音がして、また左の耳から銀の耳飾りが床に落ちた。

　祭壇の、神聖な青い絨じゆう毯たんの上で輝く、銀と青の十じゆう字じ架か。

　まるで「思い出してくれ」と訴うつたえるように、何度もルセリアの耳から落ちる。

　大切な遺品を拾いあげた瞬間、これの最初の持ち主が誰だったか、胸に閃ひらめいた。

　──本当なら、この場所でルセリアの隣に立つはずだった人。

　古王国トゥーランジャーの王女の、最初の婚約者──。

「大司教、儀式を始めろ」

　左腕のない青年が命じると、壁際に並んでいた衛兵たちが一いつ斉せいにカルニクスを吹き鳴らした。







「あーーっ。アスレイドみーっけ！」

　修道女らに見つかると面めん倒どうなので、人目につかない天てん井じよう付近を泳ぎながら廊下をうろついていたフグ悪魔は、さっと廊下を横切った赤い制服を見つけて声を上げた。

　外出帰りらしく、銀髪男は、両腕に果物やトマトをいっぱいに入れた袋を抱えている。

　……あれえ？　もしかしてあいつ、ステラの仮病をまだ信じてるー？　薬を買い占しめに走った次は、トマトも買い占めたのかなあ？　もう、すっごいアホだなあ！

　プププと笑いかけた小悪魔フグは、金色の瞳をきらり、と輝かせる。

　いけるっ！　この作戦なら、絶対、アスレイドを陥落できるー！

「アスレイド～！　大変大変、超大変なんですぅ！」

　こちらに気付かず厨ちゆう房ぼうに行ってしまおうとする青年に、フグは急いで泳ぎ寄った。角を曲がってしまったアスレイドはわざわざ戻ってきて、不ふ審しんげにフグを見上げる。

「ステラのペットか。一人で出歩くな、誰かに見つかったら悪魔祓ばらいされる──」

「それどころじゃないんですぅ！　ウチのステラ、棺かん桶おけの中で容よう体だい急変しちゃって！　高熱を通り越して、瀕ひん死しの重体なんですッ！」

「なに──!!」

　驚きよう愕がくのあまり落としそうになった紙袋を、アスレイドは慌あわてて腕に抱え直す。

「ス……ステラが死にかけてもう棺桶に入っただと!?　待てステラ、逝いくなっ！　今すぐこのもぎたてトマトを届けてやるから……フグ、ステラはどこだ!!」

「こっちですぅ～！」

　プププ。やあっと愚おろかな獲え物ものが一匹釣つれた～。うわぁ、最高にイイ気分ー♪

　桃色フグは腹の底からこみ上げてくる笑いを堪こらえつつ、心の中で思った。

　ご主人様ぁ！　もうすぐお望みの眠り姫ごっこが始められますから、もーちょっと寝たフリして待ってて下さいねー？

　棺桶に眠る主人の元にフグは精一杯急いで泳ごうとし、鬼き気き迫せまる表情のアスレイドに体をむにょ、とつかまれる。

　腕の中の、リンゴと桃とトマトの紙袋の中にぐい、と押し込まれた。

　はあん。なんだろ、この居い心地ごこちのよさ……!?　同じ大きさ、そして同系色の丸い果実に挟まれたフグは、空くう前ぜん絶ぜつ後ごのハマり感を覚えてしまった。

「方向だけ言え、お前は遅すぎるっ！」

　情念に火がついたアスレイドは叫び、立ち入りを禁じられた地下へと駆け出した。







　──あの人と最初に出会ったのは、いわゆる見合いの時だった。

　ルセリアが十六歳になってすぐのこと。

　政せい略りやく婚で隣りん国ごくからやってきた青年は、これは政略婚だけれども、このように互いの国の利点があると、こんこんと説明していた。真ま面じ目めな人で、その説明には多く頷けるところがあったから、ルセリアもはい分かりましたと素す直なおに答えた。

　拍ひよう子し抜ぬけしたように青年は彼女を見返していたのを覚えている。

　婚約からほどなくして、一匹の貴族悪魔が国を荒らし始めた。

　それと同時に、ルセリアの元に「婚約を破は棄きしろ」という脅きよう迫はく状じようが届くようになる。

　脅迫を無視していると、どんどん悪魔は増えて行った。

　噂を聞きつけて、法王様が視察に来てくださったが──そこで悲ひ劇げきが起きる。

　祓ふつ魔まの儀式中に、乱入した大悪魔モルディフォレストに貎げい下かが殺されてしまったのだ。

　これ以降、一般の民だけでなく、聖職者までが悪魔を怖れるようになり、恐怖心がますます悪魔を呼んだ。無数の悪魔らが我が物顔でトゥーランジャー王国を荒らし始めた。

　追い詰められたルセリアは、とうとう婚約者に手紙をしたためた。

　式の日まで、もう半年を切っていた頃だ。

　──突然のことで申し訳ないけれど、我が国はとても国交や文化交流などを進められる状況ではない、婚礼よりもまずは『第六の復活祭』を執とり行わなければならない。それには十年はかかるだろうから、どうか別の方と幸せに生きてください。私自身も修道女となり、できうる限り悪魔と戦うつもりです。

　丁てい寧ねいに非を詫わびながら、婚約破棄を申し出た。婚約してから、ほとんど何の交流もない相手だったから、別れ話は簡かん単たんに受じゆ諾だくされると思っていた。

　そうしたら彼は軍を率ひきいて聖職者らと共に現れ、だからこそ支え合うのだ、と言った。

　口数は少ないし、笑顔を振りまくような陽気な気質の人でもなかったけれど、温かい人だったのだろうと思う。

　だろう、と想像するしかないのは、またもほんの数分しか、彼は側にいなかったから。

　ひたすら真面目な隣国の第二王子は着いた夜のうちに出しゆつ陣じんし、七日後、三枚の大悪魔皿とともに冷たい体となって戻ってきた。

　あんなにあっさり別れたことから思うと、死ぬつもりなど毛もう頭とうなかったのだろう。

　棺ひつぎに眠る青年の胸には、ルセリアの肖しよう像ぞうが描かれた細さい密みつ画ががあった。

　その後、彼の側近だったという聖職者から、「わたくしを庇かばったせいで王子は亡くなられたのです」と知らされた。……十年も昔に、彼はトゥーランジャーを訪れたことがあったこと、この国に思い入れることになった思い出話などを徹てつ夜やで聞き、ようやくルセリアは気付いた。

　政略結婚の間あいだ柄がらだったから──心がなかったから贈り物や手紙をくれなかったのではなく、彼は単に軍人気質で気が利きかなかっただけだったんだわ、と。

　それを証拠に、彼は密ひそかにルセリアの細密画を持ち、常日頃から安あん否ぴを気にかけていてくれた。

　困っていると手紙を書いたら、すぐに助けに来てくれた。

　貴族たちから、毎日のように贈り物と愛の言葉をもらうのに慣れ過ぎていた美び姫きルセリアにとって、そんな形の愛情は初めてだったから。想いの深さに、気付かなかったのだ。

　……今さら気付いても、相手はもう死んでしまった。

　せめてもの返礼にと、ルセリアは青年の耳飾りを棺から取り、身につけることにした。

　そして修道女になる誓いを立てた。生涯独身を貫つらぬくつもりで──。

「この鹿しか肉にくのパイはどうだ？　七しち面めん鳥ちようの燻くん製せいも素晴らしい味だ。おまえは先ほどから何も食べていない。それでは倒れてしまうぞ」

　いつの間にか、華はなやかな婚礼の宴うたげが始まっていた。

「食べたくありません」

　冷たく首を振るルセリアに、美貌の青年──新しい婚約者は威い圧あつ的てきにすっと瞳を細める。

「──倒れることが願いか？」

　そうまでして婚礼を拒こばむのかと、脅おどすような金の瞳が訊きいている。

「……いいえ。あなたは全ての悪魔を捕らえてくださった。心から感謝をしています」

　しおらしく俯うつむいたルセリアの目に、真っ白のクロスと白と赤の薔ば薇ら、それから料理の載った皿が映る。そして──何も料理を載せていない絵皿も。

　──モルディフォレスト。嵐あらしと暴力を司つかさどる大悪魔。平和で豊かな国だったトゥーランジャーを壊したのは、ほとんどこの悪魔だった……。

　それから、モルディフォレストが力を見せつけ、〝もっとも美しい国の崩ほう壊かい〟を貢みつぎ物ものとして求愛した女の悪魔。ルセリアの視線を追った青年は、上体だけは美しい女の絵皿を取り上げた。

「またサロメを見ていたのか。あなたの大切な近この衛え騎士たちや家族を皆みな殺ごろしにしたのも、この卑ひ劣れつな女の悪魔だそうだな。フフフ……わたしもずいぶん苦労させられたが、そんなに見入ってもらえるなら、捕えた甲か斐いがあったというもの」

　悪魔のように残ざん酷こくに、夫となる青年は絵皿を突き付けてくる。吐き気を感じたルセリアは、反射的に顔を背そむけた。

　──この人は、どうして笑っていられるの？　この女悪魔の顔は……恨うらめしげな顔の本当の持ち主は、あなたの親友でしょう？

「ん？　どうかしたか？　──まさか、思い出したのか？」

　青年は眉まゆを寄せて、途と端たんに心配そうな表情で呟つぶやく。

「何を思い出すの？」

「いや──何でもない。昨さく夜やの悪夢でも思い出したのかと思っただけだよ、ルセリア姫」

　存在を確かめるように、青年は「ルセリア」と名を呼んだ。

「あなたはこの皿を見ても、まったく心は痛まないの？」

「全然。嬉しいだけだ。おまえもそうだろう？　愛する者たちの仇かたきをとれたのだから」

　左腕のない青年は、力に満ちた者だけが浮かべられる傲ごう然ぜんとした笑みで言う。

　──サロメは巧こう妙みようなうえに名が多く、どうしても名を握ることができなかった。思い余ったこの青年は、サロメから誘惑を受けていた自分の腹ふく心しんを、悪魔の贄にえにした。

　祖国から付いてきてくれた乳兄弟でもある親友を。

　──あなたは悪魔よ！　心は、男を罵ののしってやりたいと思う。けれど、その残ざん酷こくな行為によって国が平和になったのも本当だ。この男の圧あつ倒とう的てきな力のもと、逃げ隠れるばかりだった聖職者らがまとまって悪魔貴族らに立ち向かい、無数の悪魔を捕えてくれた。彼がいなければ、トゥランジャーは滅ほろびていた──。

　土ど下げ座ざして感謝しても、したりないくらいの恩がある。

　残酷で、恐ろしくて、冷れい淡たんで──でも強くて、ルセリアだけには優しい、王国の英雄。

「鹿肉よりも、葡ぶ萄どう酒しゆをください。……酔よいたい気分なの」

　無理やり笑顔を浮かべ、ルセリアは新しい婚約者が手渡してくる葡萄酒を、一いつ気きに喉のどに流し込む。苦くて、気分が悪くなりそう。

　それでも、吞のみ切った。これが自分の定めと割り切って。

　空元気と輝きのない笑顔を振りまいていたルセリアが、胸を押さえてうずくまるまで、そう時間はかからなかった。

「ルセリア！　なぜだ──葡萄酒はすべて毒どく見みをしろと言ったろう！」

　左腕のない男は叫び、残る右手で必死にルセリアを介かい抱ほうしたけれど。

「なぜ、おまえだけが倒れる！　今度こそやり直せたと思ったのに……!!」

　悲ひ痛つうな声を漏もらした男は、毒酒に苦しむ花嫁を息が止まるほど強く抱きしめる。

「ルセリア──愛している。愛しているから、苦しいだけの現実なら終わりにしてやる」

　男は懐ふところから硝子ガラス玉だまを取り出す。ルセリアの霞かすむ瞳に、氷のように輝く水晶の中に、黒い糸のようなものが入っているのが見えた。

「おまえとやり直せるのなら、わたしは左腕など失ったままでも構わなかったのに」

　哀かなしげに囁くと、男はその水晶を、銀のナイフで叩き壊す。

　その瞬間、少女の全身から激痛が消えた。
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　──かちゃり。

　四し苦く八はつ苦くして書庫の鍵かぎを開けた小悪魔フグは、大きく息をつきながら言った。

「はーい、鍵開けましたよ～、……おっとぅ！」

　言い終わるより早く、アスレイドは扉を蹴けるようにして飛び込んできた。

「ああステラ！　こんな陰いん気きな部屋で一人棺桶に入るとは……っ！」

　アスレイドは悲ひ愴そうな声を漏らし、長い五角形の棺に駆け寄ってふたを開ける。

　薬を枕元に置き、真っ白い顔色をしたステラが眠っていた。

「ステラ、しっかりしろ……、ステラ！」

　強く肩を揺さぶっても、少女は目覚めない。毒薬でも飲んだかのように苦く悶もんに満ちた表情で、小刻みに震えている。

「死にかけのご主人様のために、ほらアスレイド！　早くアレしてっ！」

「分かった、この新しん鮮せんトマトを飲ませるんだな！」

　アスレイドは、眠るステラの上半身を斜ななめに起こし、頭を上向かせる。手袋を脱ぎ捨て、小さな唇の上で、完熟トマトを渾こん身しんの力で握り潰つぶした。

「アスレイドのバカ～！　病気の人にそんなことしたって、飲めるわけないでしょ！　こーゆー時はぁ、優しく口移しに決まってますぅー！」

　頭上でフグが喚わめき、アスレイドはハッとした。

　ステラの唇を流れ落ちたトマト汁は、確かにほとんど下に落ちてしまっている。

「く……口移しだと!?　そっ、それはまさか──」

「眠り姫には、愛のキッスですぅ！」

「だっ、だめだそんなことできるかオレは聖職者だぞ──！」

　一息に叫んだ後、アスレイドは真っ赤なトマトと、真っ白なステラの顔を見比べる。

　口移しで、トマト汁を飲ませる、だと──？　何という破は廉れん恥ちな薬の飲み方だ！　しかし、フグの言うことはもっともだ。こんな風に昏こん睡すいしながらもだえ苦しむ重病のステラにトマトジュースを与えるなら、……それしかない！

「く……っ!!」

　この花びらのごとき純真な唇に、オレの無ぶ骨こつな唇を重ねて、果汁を飲ませる──。

　ステラの柔らかそうな紅い唇に視線を落としたら、フグに毒針を打たれたわけでもないのに、全身がカアッと熱くなってきた。心臓が揺れすぎて手元が震え、大事なトマトを落としそうになる。

　一秒ごとに体が熱くなって行く。自分が、冬毛をこんもりと纏まとった狼男に思えてきて、アスレイドは上着を脱ぎ捨てた。

　許せステラ、これはお前を救うためなんだ……！

　決意を固めた瞬間、重大な問題に気付く。

「まてフグ──このままでは無理だ！　ステラは唇を閉じている！　そ、そうだ、スプーンを持って来い！」

「はあ!?　自分の唇でこじ開けたらいいでしょ～！　せっかくの据すえ膳ぜんを目の前にしてぇ、スプーンがないから食えないなんて男は最低ですぅ！」

「オレの唇で……こじ開けろだと！　は、初めてでそれは激しすぎないか!?」

　というか初めてなのか？　そうに決まってるだろう、ステラは男嫌いなんだぞ！

「激しくしないと死んじゃうんですっ！　もーいいです！　ボクもう一回、ユリウス呼んできますからー！」

　ユリウス！

　先輩の名を聞いたアスレイドは、動揺しきっていた全身に冷や水を浴びた気がした。

　あいつなら、淡々と薬を飲ませるに違いない！　オレのように、余計な煩ぼん悩のうになど惑まどわされず──何をオレは、ただの治療行為に恥ずかしがっているんだ!?　ステラの容姿がいくら可愛いからって、変に意識するな！　これは単なる救命活動なんだ……！

　覚悟を決めたアスレイドは、雄お々おしくトマトに齧り付く。

　新鮮な果肉を潰し、湧いてきたトマトの果汁を口に溜める。

　きつく閉じたステラの唇が、まるでアスレイドを拒むように見える。

　──冷静に考えろ。まず口付けして、この唇を強引に開かせる。果汁をこぼさないように注意しろ！　ということは……軽いキスではなく、密着する口付けでなければならないな！　わずかの隙間もないよう！　だ、だがそんなに強引に接せつ吻ぷんしたら、ステラは痛がらないか？　こんなに柔らかそうな薔薇の唇だ、うっかり傷つけてしまったら大罪だ……。

　だからそれは力加減をするんだ。密着しつつも優しさを失わずという紳士的なリードで──。おい気をつけろ！　いくらステラの唇が柔らかく絶ぜつ妙みようの感触だったからといって、絶対に理性を失うんじゃないぞ！　おかしなことをするのではなく、そのまま……だな。

　そのあと何だったかと考え、痛いほどの動悸に邪魔されながらも手順を思いつく。

　──それから、むせないようにステラの舌を押さえて、オレの頭の方が少し上になるようにするんだ。そうしたら、自然と薬は喉の奥に流れ込むはず。

　その後、薬を吐き出さないように唇を閉じてやれば、作戦は成功だ！

　行為の流れを把は握あくしたアスレイドは、ステラの頭の後ろに腕を回し、角度を整える。

　斜め上から見下ろす少女の寝顔は、苦しげに眉を寄せており、妙に切な気な色香を漂ただよわせている。

「う……。さ、むい……！」

　病に苦しむステラが小声で呻うめく。

　──寒い？　少し待て、ステラ！　この薬を飲ませたら、すぐに温めてやるから！

　冷たい体を包み込むように胸に抱き、アスレイドはステラの唇に己の唇を押し付ける。

　高鳴る鼓動のせいで、少し頭が朦もう朧ろうとする。気を抜いたら、何かよからぬことを本能的にしてしまいそうだ。

「あっ……！」

　二人の様子を興味津しん々しんで見守っていたフグが呟いた。

　何かと思って視線を上げると、ステラが瞳を開いていた。

　驚いた様子で、アスレイドを見ている。
















　接吻まであと指一本の距離を残したまま、アスレイドは全身を強こわ張ばらせた。反射的に、溜ためていたトマト果汁をごくり、と飲み込んでしまう。

　──この状況は想定外だ！　オレはどうしたらいい？　いやどうしようもない！

　アスレイドが喉を鳴らした直後、飢うえた狼男に捕まっている現状に気付いたらしい。寝惚けていたステラの瞳が、怯おびえの色に染まった。

「きゃああああ！」

　受け身をとる暇ひまもなかった。ステラは思い切り両腕を伸ばし、無む防ぼう備びなアスレイドの胸を突き飛ばす。神かみ業わざのごとき素早さでトウガラシを取り出すと、驚きに開いたアスレイドの口いっぱいに激辛の赤い実を突っ込んだ。

　──この後のことは、言うに及ぶまい。

　アスレイドは人生二度目のトウガラシ地獄を味わい、焼けるような喉の痛みと、息もできなくなるほどの咳せきに苦しめられ、しばし死の淵ふちをさまよった。
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　レニエール大聖堂の騎士らの主任であるユリウスの前に、アスレイドは跪ひざまずいていた。

　──立ち入り禁止の地下領域に勝手に入ったことを、馬鹿正直に報告したのだ。

　勿もち論ろん、ステラが重病で死にかけていたことや、そのために地下室に飛び込まざるを得なかったこと、できる限り視線をそらして何も見ないようにしたことも伝えた。

　そもそも、ステラが心配すぎて、他のことなど全く頭に入らなかった。

　けれど、規き律りつ違い反はんは規律違反である。どのような叱しつ責せきを受けても仕方がない。

「鞭むち打うち二十。──と言いたいところだが」

　ユリウスはため息をつき、落ちてくる金きん褐かつ色しよくの髪をかきあげた。

「それで分かった。私のところにも、そのフグ悪魔がちょっかいをかけに来ていたのだ。──おかしなことが起きていると感じながら、無視した私にも非はある。そなたが地下を何も見ていないという言葉を信じ、この件は枢機卿へ報告することなく私の胸に収めておく。処しよ分ぶんについては──表に出ろ」

　ユリウスは唇をゆがめ、睨にらむような眼差しで言った。その顔が、どことなくいつもの先輩とは別人に思えて、アスレイドは彼の顔をじっと見つめ返す。

　早朝練習で鍛えた体に、男らしく整った顔立ち。よく手入れされた金褐色の髪と、皺しわ一つない制服。磨みがき抜かれた靴……。どこをどう見ても、完かん璧ぺき主しゆ義ぎのユリウスだ。

「裏庭で模擬試合に付き合え」

　返事も待たず、ユリウスは自じ慢まんの髪を束たばねて外へ向かう。

　アスレイドもその背を追った。

　ユリウスの方が先輩ではあるが、手合わせすれば、剣術ではほぼ互ご角かくだ。最後に勝負したのは半年前──たしかあれは法王貎下の御前試合だった。

　五本のうち三本を取ったアスレイドは、三日後にピオスイステ枢機卿の元に異動が決まった。次期法王とも噂されるピオスイステの元に、だ。

　逆に、近いうちに法王貎下の警護に抜ばつ擢てきされるのではと囁かれていたユリウスは、現職に留まった。ユリウスとの練習試合は、それ以来初めてだ。

「使うのは木刀だが、打ちどころが悪ければ骨の一本くらいは折れる。女を口説くための休暇が、療養休暇になるぞ？」

　どこか意地の悪いユリウスの言葉は、アスレイドに対してささやかな恨みを感じているようにも聞こえる。……まさかな。この優秀な先輩騎士が、半年も昔のことをしつこく恨みに思っているはずがない。オレの勘かん違ちがいだ。

「望むところです。連日の休暇で、運動不足を感じていたところですから、よろしくご指導願います」

　アスレイドが頭を下げると、ユリウスはまた、彼らしくない下品な笑みを浮かべた。

「ほう、余裕だな？　……ついでだ。単なる練習戦ではなく、女も賭かけるか？」

「女……？」

「勝った方が、先にステラ・エクセルシスを口説くのだ」

「ステラは賭けごとの道具ではありません！　しかも、ついでなど──！」

　そんなことをしたら、オレのステラが穢けがれてしまう！　静かな怒りに口元を引き締めるアスレイドを見て、ユリウスはフッと気き障ざったらしく瞳を細める。

「負け犬の遠吠えが聞こえるな。──勝てばいいだけだ。そうだろう？」







　アスレイドが先輩に難なん癖くせつけられて、夜更けの裏庭に呼び出されていた頃。

　ステラはガザリア枢機卿の部屋にいた。

「我が君、こちらがステラ・エクセルシスさんです」

　ガブリエルに紹介され、ステラは深々と礼をする。

　肩に十字架を刺し繡しゆうされた布をかけた枢機卿は、目つきが鋭するどいところがちょっと怖いけれど、全身から何とも言えぬ高貴さが漂っている気がする！　まるで天使の祝福のよう。

　……それがただの香水だとは、田舎いなか者の少女は勿論気付かなかった。

「娘と二人で話がしたい。そなたは下がっておれ」

　枢機卿がおっしゃったので、感動していたステラはびくりと震えた。

　二人っきり!?　そんなの聞いてないわ！　だ、大丈夫よね？　この人本当に、吸血鬼とかじゃないのよね……？

　四十代頃で、灰色狼風の髪をした男性と二人きりになることを想像したステラは、ポケットのトウガラシを握りたい気持ちを必死に抑える。いけないわ、ステラ！　枢機卿様の前で、お守りを触るなんて！　不審者扱いしてるも同然じゃない！

「ではプーちゃん。私たちは廊下で、あや取りでもして待っていましょうか」

「えー。ボクも内緒話が聞きたいですぅ……！　でもここにいると痒かゆいしなぁ～」

「ほら行きますよ。──ああ我が君、例の調査に関して朗報があります」

　フグをつかんで退出しかけたガブリエルが、ふと満面の笑みで振り返った。

「該がい当とう分野に詳くわしいサーベロスに連絡を取ったところ、来週には戻れるそうです。ですからあの厄介な任務は彼に押し付けて、私はバザ……いえいえ、本来の業務に専念しようと思います。では失礼します」

「……どこが朗報だ？　ただの職務放ほう棄き宣言ではないか」

　修道士が消えた扉を睨み、枢機卿は唸うなる。ステラもまた、扉を凝ぎよう視ししていた。

　──短いひれしかないフグと、どうやってあや取りするのかしら？　……見たいわ！

「ステラ・エクセルシス。ここに立ちなさい。この蠟ろう燭そくを胸の前で持つのだ」

　廊下を覗のぞきたくてそわそわする少女を、灰色髪の枢機卿は手招きする。火のついた銀の燭台を渡され、奇妙な模様が描かれた大きな板の上に立たされた。

　とりあえず言う通りにしてみたけど、何するのかしら……ま、まさか、交霊術？

「このように述べなさい。〝主なる神よ、我が道を示したまえ〟」

「はい。Dirige, Domine, Dues meus,……あら？」

　ステラはその通りに唱えかけ、自分の耳に響く音に違和感を感じて黙り込んだ。

　……あたし今、アスレイドが得意の呪文、唱えてた？

「続きは、in conspectus tuo viam meamだ」

　途中で分からなくなったと思ったらしく、枢機卿がもう一度、続きを教えてくれる。それはやっぱり、アスレイドが時々口走る呪文と同じ響きだった。

「えっと、……Dirige, Domine, Dues meus, in conspectus tuo viam meam」

　不思議に思いながらステラがもう一度呪文を唱える。先ほどは意味が分かった気がしたのに、今度はただの呪文にしか聞こえない。

　唱え終わった瞬間、手にしていた蠟燭の炎が緑色になった。

「やはり、呪われておるな」

　ぎょっとしたステラに向かって、苦い表情で枢機卿が言う。

「えっ！　あたしが呪われてる!?　そんな！　いつから！　ど、どんなおぞましい呪いをかけられているんですか……！」

「蠟燭を置いて、ここにかけなさい。ステラよ、そなたの呪いは、先祖代々のものだ。家系に、女児しか生まれなくなったのはいつからだ？」

「あたしの知っている限りでは、お祖母ちゃんの頃……。でもかなり前から女の子ばっかりだって聞いています。……あの、あたしの家系の呪いって何ですか？」

「女子しか生まれぬという呪いだ」

　びくびくしていたステラは、一気に肩の力を抜いた。

「なあんだ。それなら呪いじゃなくて、神様からの祝福です！　あたしの家系は、魔性の生き物は一匹も生まれない、清らかな女系なんです！」

「……その曲きよつ解かいについては、特殊任務にあたる聖堂騎士から真実を教わるが良い」

　眉をひそめた枢機卿は、説明するのが面倒そうに言った。魔法陣の刻まれた板と銀燭台を、さっさと部屋の片隅に片付けてしまう。

「それよりも枢機卿様。あたし、ガブリエル様に嚙まれたせいで、吸血鬼になりかけているんです。治す方法をご存ぞん知じじゃありませんか？」

「わたしの配下が迷惑をかけたようだな。……数日間、祈き禱とう水を飲めば病やまいは癒いえるだろう。毎晩ユリウスに届けさせるゆえ、彼の言うことをよく聞くが良い」

「そんなに簡単に治るんですか！　ありがとうございます……！」

　自分の病気がただの思い込みだとは知らないステラは、顔を輝かせた。

　ふと気になって、枢機卿に問うてみる。

「あのぅ、ガザリア枢機卿様はどうして、ガブリエル様みたいな吸血鬼を、配下にしているんですか？　……魔物は退治しないといけないんじゃ……？」

「ガブリエルは魔物ではないからだ。……あれがそなたの血を吸ったそうだが、吸うより前に、そなたは与えることに同意したのだろう？」

「はい──」

　半分騙だまされたような気もするけれど、許可を与えてしまったのは事実だ。

「その決まりを破って一方的に略りやく奪だつ行為を働いたのなら、あれは朝日を浴びて灰になったろう。魔物としてな。だが神に仕えると誓い、その言葉を守り続ける限り、あれは魔性ではないのだ。たとえ、人の血肉を欲する衝しよう動どうを胸に持っていても」

　……誓い通りに我慢ができたら、吸血鬼も魔物じゃなくなる？　そういうものなの？

「勝手気ままに血を奪えば、それは魔性だ。……世俗の男と、何ら変わらぬ。嫌がる女に無理やり襲いかかれば、それは魔性の行いだ。だが『接吻してもよいか』と問うて、『よい』と答えた女に触れても、それは罪ではない」

「？？？」

「そなたには、この例えは理解できぬか。──要約すれば、嫌がる相手から勝手に盗むのは罪だが、相手の同意を得て欲しい物をもらうのは罪ではない、ということだ」

　それなら、あたしにも分かるわ！　分かるけど──。

「でも、人の血を欲しがるなんて、魔性の行いだと思うんですけど……？」

　枢機卿は笑った。

「そんなに魔物が怖いのか？」

　ステラは真剣な顔で頷いた。吸血鬼も、狼男も、とても怖い。ステラの目にはほとんど映らない悪魔なんかより、遙はるかに身近な恐怖だ。

「人とはいつもそうだ。己の欠点は何も見えず、他人の欠点ばかり過大に見える。温かな血肉を欲するのは生者の定めと、そなたも食事のたびに感じておろうに……。隣人を魔物と罵る前に、自身が肉・酒・金銭への欲を断ってみてはどうだ？　日夜、肉を喰らう人間に、血を欲しがる隣人を魔性と蔑さげすむ資格があるのだろうか？」

「……あっ！」

　朝食にカリカリのベーコンを愛するステラには、血を欲しがるガブリエルを非ひ難なんする資格はないというのか！

　自分より弱い種族の肉を喰う少女ステラと、自分より弱い種族の血を飲む青年ガブリエル。

　考えてみれば、ガブリエル様はちょっと血を飲むだけで、殺すことまではしないわ！　罪もない子羊を殺したお肉を喜んで完食するあたしの方が、百倍も残酷かも!?

「でも、朝食のベーコンも、子羊のシチューもとっても美お味いしいんです！」

「ガブリエルもそう言う。若い娘の血は、何より魅力だと。一度知ってしまったら、なしでは生きられぬ、と。だがあれもあれなりに忍にん耐たいし、そなたが寝ている間にこっそり齧ったりはせぬから、存在することくらいは許してはやれぬか？」

「……！」

　究極の難問を突き付けられたステラは、答えられずに口ごもった。

「近頃は、出家する若者も、高い封魔力を持つ者も減っておる。悪魔たちと戦うには、才能ある聖職者が必要なのだ。誓いを守れる者ならば、わたしは、生まれも、出自も、肌の色も問わぬ。逆に、己の立てた誓いさえ守れぬ者なら、同じ人間であろうと裁く。これがわたしの正義だ」

　枢機卿はきっぱり宣言する。貴人の説教を理解したステラは、もう「吸血鬼だから全員だめ！」と単純に罵る気持ちにはなれなかった。

「生なま意い気き言ってすみませんでした……。魔物も人間も、どんな人の中にも少しずつ魔性じみた欲望はあるけど、それをちゃんと我慢できたらもう魔物じゃないってことですよね。どんな体に生まれても、心がまっすぐなら、神様の祝福を受けるに値するって……」

「その通りだ。そなたは意外に吞み込みが良いな」

　小さく微笑んだ枢機卿に褒められ、ステラはすっかり有う頂ちよう天てんになった。

　これで完全に理解したわ！　不運にも吸血鬼に生まれちゃったけれど、ガブリエル様は泥どろ棒ぼうじゃないから、もう魔物じゃないのよ！　清らかな聖職者様なのよ！

　てことは、アスレイドもそうじゃない？　あの人も出家してるわけだし、問もん答どう無む用ようにあたしに襲いかかってきたりしないし。

　──馬鹿ね、ステラ！　デュレス家でアスレイドってば、あたしを裸はだかにして食べようとしてたじゃない！　もう忘れたの？

　それは……あたしがもう死んでると思ったからよ。死んでるお肉を拾って食べたって、別に悪いことじゃないでしょ？

　──じゃあ、さっきの地下室でのことは？　あの人、棺桶で寝ているあたしの部屋に忍び込んで、ガブッてしようとしてたのよ！　しっかり見たんだから！

　あれは、薬を飲ませようとしただけだって。本人もプーちゃんもそう言ってたじゃない。そもそも、トマトが特効薬だって噓ついたのはあたしなんだから。

　──ふん、またすぐ騙されるのね、単純なステラ！　でも今度ばかりは、あなたの言うことが正しいかもしれないわ。一つ賢かしこくなったわね！

「ありがとうございます、枢機卿様！　おかげで迷いが醒めました！　あたし、今日からガブリエル様を怖がるのはやめます！　アスレイドのことも！」

「ユリウスもだ。あれは優れた男だから、ゆっくり話してみると良い」

「はい、そうします！」

　もう魔物なんか怖くないわ！　ステラは自信に満ちて、枢機卿の私室を退出した。
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　吸きゆう血けつ鬼き病びようが治ると分かったステラは、足取りも軽くアスレイドの客室に向かった。

　──あなたは「お手」も「お座り」も「待て」も、ついでに「お預け」もちゃんと覚えた善ぜん良りような狼おおかみ男だったのに、今まで怖がってトウガラシなんかぶつけてごめんなさい。

　殊しゆ勝しようにそう謝あやまり、持っているトウガラシを全て謝しや罪ざいの印しるしにプレゼントして、「脱・トウガラシ娘宣言！」をしようと張り切っていたのだが。

　アスレイドは外出中らしく、部屋にいなかった。

　トウガラシ宣言の後は、祖母の遺い品ひんに隠された怪かい奇き譚たんを聞きたかったのに！

　しばらく廊ろう下かでプーちゃんとあや取りしながら待ったが、戻ってくる気け配はいはない。

「きっと今頃、トマト栽さい培ばいを始めたんですよ～。裏庭を耕たがやしてるんですぅ！」

　とプーちゃんは主張し、ガブリエルはにやにや含ふくみ笑いしつつ、

「いえいえ。きっと、何か秘密の儀式をしているのでしょう。私は呪いには詳くわしくありませんが、世せ俗ぞくの噂なら二百年分知っていますからね。ステラさんの家系の女児ばかり生まれるという呪いを解くべく、大天使ミカエルへ祈き禱とう歌でも捧ささげているに違いありません。今宵はそっとしておいてあげましょう」

　そんなわけでステラは長い夜の間、アスレイドの買ってきてくれた果物や野菜で菜食主義的な晩ばん餐さんをとりつつ、フグ悪魔と吸血鬼とカードゲームをして時間を過ごした。

　何か忘れてるわ……。

　大事なことを、忘れてる──と気付いたのは夜明け直前。

「あたしババ抜きなんかしてる場合じゃない！　皿から逃げた悪魔を捕まえなきゃいけないんだったわ……！　プーちゃん、何か手掛かりない!?」

「ちっ。思い出しちゃったんですかぁ？」

　面めん倒どうそうにフグが言い、ステラの棺かん桶おけの上でぽよんぽよんと跳はねて遊ぶ。

「そーゆー面倒なことはまた明日ってことで～。ボクもう眠いしー、頭が働きませーん」

「ああ、あたしの馬ば鹿か！　この一日の間にも、誰かがあたしの悪魔にとり憑つかれちゃったかもしれないのに……吸血鬼が治るって分かった嬉しさのあまり、思いっきり遊んじゃったわ！」

　後こう悔かいするステラを横目で見ながら、フグは面おも白しろそうにプププと笑った。

　反はん省せいしながら棺桶に入ったステラは、ふと重要なことを思い出す。

　──今夜も皿男の夢に引きずり込まれて、起きられなくなるんじゃない？　またルセリア姫になりきっちゃって、ステラだってことも忘れちゃうかも？　それでまた皿男との結婚式──下へ手たしたら、そのまま新婚生活に突入して、夢の世界の住人になっちゃうかも！

　どうしよう……そうだわ、寝なきゃいいのよ！

「ねえプーちゃん、しりとりしない!?」

「はあ？　唐とう突とつに何ですかぁ？　もう寝る時間ですよ～。でもご主人様がどうしてもしたくてたまらないって言うならぁ、エロ語しりとりならやってもいいですぅ！　ステラはもっと、お色気専門用語を勉強しないとー」

「と……トマト！」

　プーちゃんの言葉尻じりを捕まえ、ステラはしりとり遊びを始めた。

「それエロくないですぅ！　トゲトゲ！」

「げ……、げ…………？」

　早さつ速そく、思いつかない。考え込むステラに、フグがあっさり言った。

「ハイ三秒経過ー。ステラの負け～。罰ばつゲームで、一枚脱いでくださーい」

「一枚脱ぐ!?」

「とーぜんですぅ！　悪魔とのゲームに負けたら、言うこと聞かなきゃダメですッ！　薄着の方が、明日の眠り姫ごっこで王子様も喜ぶだろーしー」

「ぬ……脱ぐなんて嫌よ！　それより大事な話があるの！」

「ステラが一枚脱ぐまで、ボク、どんなお願いも話も聞きませんっ！」

　フグ悪魔が断だん固ことして頰ほおを膨ふくらませ、毒どく針ばりを装備して言い張ったので、しぶしぶステラは頷うなずいた。

「分かったわよ……脱げばいいんでしょ」

　片方だけ、ステラは靴下を脱ぐ。

「靴下ですかぁ～？　地味だけどぉ、足首フェチのアスレイドは生足首にドキドキしちゃうだろーから、まぁいっかー」

　一人でブツブツ言っているペットに、ステラは大事な伝言を託たくす。

「あのねプーちゃん！　これから寝るけど、もしあたしがまた寝たきりで目覚めなくなったら、ガブリエル様の所へ行って、桃園の悪魔皿を調べてって頼んで欲しいの！」

「え？　ステラが眠り姫になっちゃったら吸血鬼を一番先に呼んできてぇ、桃色の甘～い口付けをして欲しいって頼むんですね？　分かりましたぁ！」

「そうじゃなくて、悪魔皿を調べてもらうの！」

「ええっ！　目を皿のようにして、全身を調べてもらう？　ステラってば、大だい胆たんになってきましたね～。了りよう解かいですう！」

「だから違うってば！」

　──ステラはこの後、棺桶の中で何回も何回もペットの躾しつけを行おうとしたが、わざと曲きよつ解かいしている悪魔フグの返事はちっとも要よう領りようを得ない。

　そうこうしているうちに、睡すい魔まに負けて危険な眠りに落ちてしまった。







「──おい、そこのデブっちょ！」

　気持ちよく熟じゆく睡すいしていたフグ悪魔の耳に、キンキンと甲かん高だかい声が聞こえた。

　もーちょい眠りたいのにぃ、と思いつつ、寝ね惚ぼけ声で呟つぶやく。

「ご主人様ぁ、誰かがステラのこと、デブっちょって言ってますよ～？」

「違う、お前のことだ、馬鹿フグ！」

「ご主人様！　フグ顔は素す敵てきだけど、寝ね相ぞうが馬鹿っぽいから台だい無なしだって、誰かが忠ちゆう告こくしてくれてますよー。ほら、よだれ拭ふいてっ」

「だーかーら、違うと言ってるだろう、ヴェルゼス！」

　名前を呼ばれ、しぶしぶフグは目を開けて、暗い棺桶から出た。

　睨にらむような三さん白ぱく眼がんの小さな死神が、偉えらそうに棺ひつぎの上で腕を組み、どーんと足を開いて立っていた。

「……えー？　パナっち、また来たの～？　もう。アメあげるから、帰りなよ～」

　フグ悪魔は、ステラの棺に入っていた薬袋の中から、丸っこい薬を適当に見み繕つくろい、尻尾しつぽでトスして死神に投げた。

「おお、親分への貢みつぎ物ものか！　よしよし、受け取ってやるぞ！　おまえも心がけが良くなってきたな！」

　満足げにパナっちは黒い薬を受け取り、匂においを確かめもせず口に入れた。

　うわぁ、本当に騙だまされやすいんだから～。それ、痔ぢのお薬かもしれないのになぁ！

　などと思ったことを、もちろん口に出すはずがない。

「うげーっ。なんだこれは！　苦にがくてエグい味の飴あめだな……」

「ウチのご主人様愛用の喉のど飴あめなんですぅ！　で、パナっちは何用ですか～？」

「おおそうだ！　俺様はゆうべ、宿やど主ぬしから生いけ贄にえの血を受け取ったんだぞ！」

　飴を熱心にしゃぶりつつ、死神風の悪魔は胸を張った。

　あーあ、まずいって自分で言った飴をこんなに嬉しそうに舐なめるなんてぇ……。普ふ段だんよっぽど、いいもの食べてないんだなぁ、パナっちってば。かわいそーに。

「あ、ほんとだ。あの小さかったパナっちが、一回りか二回り大きくなってるー」

「えっへん！　俺様の宿主は、決けつ闘とうに負けて木ぼく刀とうで怪け我がをしたんだ！　おかげで俺様はまた少し、強くなってしまったのさ！　ケケケ見ろ、この強そーでカッコイイ姿を！　だが豚ぶたフグ、おまえはちっとも変わってねーようだなあ！」

「ウチのご主人様、全然色っぽいことしてくれないからぁ～。ねえステラー、今日こそ男遊びしましょーよー？　でないとボク、我が慢まんできずに毒針出しちゃいますよ～」

　棺で安らかに眠る主人に声をかけると、すーすーという安らかな寝息が返ってくる。

　寝顔だけでは分からないけれど、ステラは今も眠り姫ごっこ中なのだろうか。

「にしてもパナっち、そんなちっちゃいことでいちいち自慢しに来るなんて、ホント～に暇ひまなんだなぁ！　まだ夕方だしぃ、もーちょっと寝ればいいじゃん！」

「お、俺様は暇じゃないぞっ！　今に俺様の宿主を完全支配して、その不ぶ細さい工くな女を殺しに来てやるからなっ！」

「はいはい。もー、口ばっかり達たつ者しやなんだから～」

「本当だぞ！」

「分かったから、アメもう一個あげるから、今度こそ帰りなよ～」

　まずいからいらないと言うかと思ったが、パナっちは即そく座ざに手を差し出してきた。

　フグ悪魔はもう一度薬を取りに棺に戻り、袋に書いてある効こう能のうを読んでみた。

　──便べん秘ぴ薬やく。即そつ効こう性せい。半時間以内に、腸ちよう内ないがすっきりします！　一回三錠じよう。

「プッ！」

　吹ふき出した小悪魔フグは、棺桶の中で爆笑した。

「ご主人様、これ──のお薬ですってぇ！　きゃはははは！」

　我慢していると絶対吹き出してしまうので思う存ぞん分ぶん笑ってから、棺の外に出る。

　楽しみに飴玉を待っているパナっちに、便秘のお薬をあげた。一回三錠と書いてあったから、あと二つを。悪魔なので、薬としての効果はないだろうけど。

　まだ一つ目を食べているのに、さもしくもすぐに二つ目を口に入れた小悪魔は、もう一つを大事そうに懐に隠し、満面の笑みで姿を消した。

　フグ悪魔はあくびをしつつ呟く。

「パナっちってかなりのウザ系なんだけどぉ、なんか憎にくめないってゆーか、ウザ可か愛わいいの極きよく地ちっていうかぁ！　あの何とも言えない単たん純じゆんでアホ過ぎるところが、嫌いになり切れないんだよなぁ！」

　アスレイド辺りに聞かれたら、「お前もだ」と言われそうなことを考えて、フグ悪魔はそろそろステラを起こしにかかることにした。

　少し早めだが、昨夜のように眠り姫ごっこならじっくり作戦を練ねらないといけない。

「ご主人様～、そろそろ日にち没ぼつですよー、起きて下さーい。あ、でも起きたくないなら無理はしなくていいですぅ！　今夜はぁ、血に飢うえたおぞましい吸血鬼の情熱的な口付けで起こしてあげますから～！」

　恐ろしい単語を聞いたステラは、がば、と問もん答どう無む用ようで飛び起きた。

　──そして棺の天てん井じようで、額ひたいを強きよう打だした。
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「どうして今日は、出てこなかったのかしら……」

　フグを頭に乗せて地下廊下を歩きながら、ステラは独どく白はくした。

　もうすっかり日は落ちており、大聖堂は眠りに落ちつつある。暗い廊下には、わずかの明かりと、稀まれにすれ違う修道士の姿しかない。

　吸血鬼になりかけのステラは、この時間になるまで部屋に引きこもっていたのだ。

　なぜって、夕暮れ時なんかには修道士や修道女もたくさんいるし、一日の仕事を終えて聖堂にお祈いのりを捧げに来る町の人も多くいる。

　男性の修道士や参さん拝ぱいに来た信徒に会うたび、彼らは「美お味いしそう」と言わんばかりの眼でステラを見たり、後ろからひたひたひた……と無む言ごんでどこまでも後ろをついてきたりするから。

「何が出てこなかったんですかぁ？」

「桃園の悪魔。──さっきね、あたし普通の夢を見てたの。最初のお勤め先で、愛するミケ猫三姉妹とぶち猫と、黒猫とトラ猫と……猫まみれの楽しすぎる夢だったわ！」

　もしかしてとは思うけれど、お皿が割れちゃったから……じゃないわよね？

　この前の夢で、皿男は手首だけでなく、左腕全体を失くしていた。

　誰かが──あるいは自分で転がって、左腕の部分が割れたのだろう。

　その欠けつ損そんが、次の一日で、さらに広がったのだとしたら？

　どこまで割れたら、悪魔は自由になってしまうのだろう？　首？　心臓？

「首のない悪魔はかなり怖いわね！　首とか頭まで割れちゃったら、もう外に逃げ出してる気がするわ。アスレイドに箱の秘密も聞かなきゃいけないけど、ガブリエル様の所へ皿男の相そう談だんにも行った方がよさそう」

　地下からの階段を上り切ったステラは、どちらから先に行こうかと思し案あんする。

　ついでに、ユリウス様の所へ行って、ガザリア枢機卿特製の吸血鬼治療薬をもらわないといけないのも思い出した。

「全部行かなきゃだけど、最初はユリウス様のお部屋に行って──」

「だめですッ！」

　フグが風のように素早く反論した。

「あいつの部屋は痒かゆくてぇ、毒針が打てないんです！　他の男の部屋がいいですッ！」

「でもあたしは吸血鬼病の治療薬が欲しいの。アスレイドにバレるとまずいから、早めにお薬が飲みたいのよ。お願いだから、ユリウス様のお部屋に案内して」

　ステラの頭上で「えー」とか「ぶー」とか反抗的に呟きながらも、小悪魔は聖堂内の案内を始めた。

　夜半の大聖堂は真っ暗で、お化けが出そうな怖さと静けさに満ちている。

　地下の廊下とは違い、ところどころ燭しよく台だいで火が燃えているのは救いだが、辺りはほとんど暗黒世界である。おまけに、石造りの聖堂はよく足音が響く。

　明かりがあるのはいいが、橙だいだい色の灯火ともしびのおかげでぼんやりと浮かび上がる彫ちよう像ぞうの影は無性に悪魔じみており、また格別の怖さを醸かもし出す。

「ま、まだ歩くの……？　もう一時間くらい歩いてない？」

「せいぜい十五分です～。もーちょっとですからー」

　やたらと階段を上ったり下りたり、似たような天使像のある暗い廊下をぐるぐる歩き回らせられた末に、ようやく桃色フグが言った。

「到着～！　ここがユリウスのお部屋ですー。ごゆっくり～」

　フグの言葉を素直に信じ、ステラは軽く扉を叩いた。

「──あのう、ユリウス様。ステラ・エクセルシスです。お願いがあって──」

「ステラ!?」

　室内でくぐもった声がしたかと思うと、音を立てて扉が開く。

　そこにいたのは金褐色の髪をした聖堂騎士の青年ではなく、銀髪の狼男、アスレイドだった。風呂あがりらしく、まだ髪が少し濡ぬれている。ステラの来訪に急いで身につけたのか、シャツのボタンは掛け違いになっていた。

「どうしてアスレイドがいるの？　ここ、ユリウス様のお部屋でしょ？」

　信じ切って首を傾かたむけるステラに、アスレイドの不ふ機き嫌げんそうな声が答える。

「ここはオレが借りている客室だ。……聖堂騎士の部屋は枢機卿と同じ階だから、ユリウスの部屋はもっと上だろう」

　──えっ！　プーちゃんに騙されたの!?　やけに素直に案内してくれたと思ったら、わざと違う男の人の部屋に連れて来たのね！

　叱しかってやろうと頭上に手を伸ばすが、フグ悪魔はすでにアスレイドの客室に侵しん入にゆうし、辺りの私物を物ぶつ色しよくし始めていた。逃げ足だけは早い小悪魔だ。

「ユリウスに会いたかったのか？　こんな夜に、何の用で？　──ユリウスは危険な狼男だから近づくな、とオレは忠告したはずだが？」

　アスレイドの青い瞳は、責せめるようにステラを睨んでくる。

　……何か知らないけど、とても怒っているみたい。

　威い圧あつ感かんを感じたステラは、狼男の目前から逃げ出したくなった。

「あの……そのぅ、内ない緒しよのお願いがあって……。ユリウス様じゃないとダメなの」

　アスレイドには、吸血鬼病のことは言えないわ！　ステラはもじもじと視線をそらしながら、小声で囁ささやいた。

「オレには言えないのか。……。……。……。ユリウスの部屋を教えてやるのが親切な聖職者の務めだと分かっているが、今夜のオレはどうしてもその気になれん。それにユリウスも、今夜はお前に会いたくないはずだ」

「どうして？」

「昨晩、お前を巡めぐる決闘をした結果、あいつが負けたから──いやいや、それはこちらのことだ。ユリウスは訓練中に怪我をしたから、今夜は早く寝かせてやるべきだ」

「そっか……」

　怪我人を煩わずらわせちゃいけないわよね。あんまり重傷じゃないといいんだけど……。

「ステラ、中に入れ。大事な話がある」

「えっ」

　恐い顔をしたままのアスレイドに言われたステラは、入室を戸と惑まどった。

「は、話ならここで聞くわ」

「ここでは言えない。……入れ」

　狼男が、狭い室内を顎あごで示す。

　どうしよう！　真夜中に狼さんがあたしを手招きしてるわ！　これ、お母さんが絶対について行っちゃいけないって言ってた状況よね!?

　でも枢機卿様が教えてくれたじゃない。「待て」ができる魔物は、もう魔物じゃないって！　信頼しても大だい丈じよう夫ぶだって！

「あの……アスレイドって、ちゃんと出家したのよね？　待てもお預けもできるのよね？」

「何の話だ？」

「目の前に美味しそうな生肉があっても、絶対、盗み食いはしないんでしょ？」

　もしアスレイドが頷いたら、彼を信じて部屋に入ろう。

「そもそもオレは聖職者だから、肉は一いつ切さい食わん。盗みを働くことは基本的にないが、教会の任務が関わる時は別だ。貎下の命令や、枢機卿らの警護のために必要であれば、窃盗や殺せつ生しようや……その他の罪に手を染めることはある」

　……ってことは、アスレイドは「待て」や「お預け」の忍耐系の芸はちゃんと覚えた狼だけど、同時に「襲撃！」っていう危ない芸当も仕込まれているから、号ごう令れいがかかったら何をするか分かんないってこと!?

「よく分かんないから素直に訊きくわ！　この部屋に入っても、あたしは食べられたりしないわよね!?」

　ステラが訊くと、アスレイドはしばし沈ちん黙もくした。

　……ど、どうして黙り込むの？　今夜はプーちゃんの毒で錯さく乱らんもしていないし、いつもだったらすぐに「食うはずがあるか！」とかって叫び返してくると思うんだけど──。

　青い瞳は、苦く悩のうの色を宿してじぃっとステラを凝視している。

　まるで、売られていく子牛を憐あわれむような、同情の入り混じった眼差しだ。

　──何となく、全力で逃げた方がいいような気がしてきた。

　そろり、と後ろに逃げようとしたステラの手首が、先回りするようにつかまれてしまう。

「ゆっくりその話をするために、入れと言っている。──とりあえず、命は保障する」

　え？　「命は保障する」って、それどういう意味！　命しか保障しない──つまり、腕とか足とかちょっと齧かじるかもしれないって宣言!?

　焦げ茶色の瞳を思い切り見開くステラを室内に引きずり込み、アスレイドは扉を閉めた。







　簡素な客室は、三つ又の燭しよく台だい二つに照らされてほんのり橙色に染まっていた。ほぼ真っ暗の廊下に比べればだいぶ明るいけれど、それでも……暗い。

　通せんぼをするように扉の前に立つアスレイドは、捕らえたステラの腕をすぐ離してくれたが、狭せまい寝室に閉じ込められた少女の心臓は、怯おびえた小こ兎うさぎのようにドキドキと高鳴り続けている。

　ど、どうしよ──食べられちゃったらどうしよう！

　ステラは、ポケットに入れっぱなしだったトウガラシ様を、ぎゅっと握りしめる。

　パニックを起こす寸すん前ぜんのステラに向かって、アスレイドは淡たん々たんと言った。

「まずは、そのベッドにでも座れ。長話だ」

　アスレイドは手近にあった書き物机の椅い子すを引き寄せ、扉の前で座ってしまう。──ステラを簡単には、この部屋から逃さないつもりらしい。

　ステラは、恐る恐る寝台の端に座った。室内をふらふら泳いでいた小悪魔フグも、神しん妙みように話を聞くような顔で枕の上に乗る。

　不安げなステラの視線と沈黙に緊張したかのように、アスレイドは咳せき払ばらいする。

「まず確認したいんだが……今日の体調は大丈夫か？　熱は？」

「それは大丈夫よ。もともと仮病だし──じゃなくて、もう元気になったの！」

「そうか。なら順を追って話そう。まずは、お前から預かった箱とドラゴンのことだ」

　──えっ。宝石箱の話？

　急に話題が変わったことに戸惑い、ステラは瞳を瞬しばたたく。

　そもそもそれを聞くため、アスレイドを訪ねるはずだったのだ。

「これはピオ神父だけではなく、全ての枢機卿と、畏おそれ多くも法王貎下もご存知の話だ。お前の箱の最初の持ち主は、ある優すぐれた司教だった。この司教の名や素す性じようは……教会の重要機密だから、言えない」

　緊張にかすれたアスレイドの声音が、ぽつぽつと物語を語り始める。

「しかし、この司教がお前の実の祖父──。うっ。いかん、緊張のあまり口が滑すべった！　今のは聞かなかったことにしてくれ。──この司教がお前の親しい血縁者であることを考えると、オレは事実を教えるべきだと思う。後日、ピオ神父に交こう渉しようして許可をとるから、今日のところは、お前の親しん戚せきの某ぼう司教ということで許してくれ」

「分かったわ」

「あの箱の中には、神聖な宝物とその司教の遺い書しよが入っているそうだ。それらは教会にとって重要な品で、万が一にもよそ者の手に渡らぬよう、ドラゴンが守っているという」

「だから、勝手に開けようとしたお祖母ちゃんやお母さんが死んじゃったの？」

「そうだ。……お前が開けなくて良かった。開けていたら、お前も死んでいただろうから」

　ステラは半なかばぞっとし、半ば憤いきどおりを覚えた。

「どうしてあたしの一族が、そんな危ない物を持っていたの？　せめてそう教えてくれたら誰も死なずに済んだのに！」

「司教の親族だからだ。絶対に開けるな、とは言われていたのだろう？」

「……うん」

　とするとやっぱり、開けちゃいけない箱を勝手に開けたステラの家族が悪いのか。

　……今更どんな説明を聞いたって、やりきれないけれど。

「問題はここからだ。……よく聞いてくれ」

　アスレイドは居住まいを正し、ステラの反応を仔し細さい漏らさず観察するように真剣な表情になる。

「法王貎下は、一刻も早く箱を開けねばならぬとおっしゃっておられる。しかしドラゴンが言うには、司教の血を引く男子にしか中身は渡せぬという」

「いいわよ。法王様が欲しいって言うんなら、どうぞ中身は差し上げます。ドラゴンがいなくなったなら、箱だけは返して欲しいけど……ドラゴン付きならもういいわ」

　そんなもの、危なすぎて到とう底てい手元に置く気にはなれない。唯ゆい一いつの遺品だと思うとちょっと切ないけれど──。

「そう言ってくれるのはありがたいが、それより先に問題がある。箱を開けられる者がいないんだ。司教の縁者は、お前だけだから」

「そういえば……さっき、箱を開けられるのは司教の血を引く男子だけって言った？」

「ああ。法王貎下の願いはこうだ。お前に、……む、息子を産んで欲しいとおっしゃっておられる」

　ステラは目を丸くし、驚きのあまり寝台から立ち上がった。

「あたしに男の子を産めって言うの!?　無理よ！　絶対無理！　あたしは清らかな女系一族だもの！　魔物に変身する男なんか、どうしたって産めない──！」

「だっ、だからそのために、この本がある！」

　アスレイドも立ち上がり、机の上の分厚い本を取り上げた。

「女の子が生まれやすい家系でも、こうすれば男子が授かるという裏技を網もう羅らした秘伝書だ！　ついでに──これが貎下からの免めん罪ざい符ふだ！」

　アスレイドは本の間から、きっちりとたたんだ羊よう皮ひ紙しを引っ張り出した。

「今回のオレの特別休暇と特別任務は、お前がつつがなく男の子を授かるように、オレに最善の協力をして来いという命令だったんだ！　──この話を聞いて、お前はどう思う!?」

　いくらか頰を染めながら、アスレイドは叫んだ。

「どう思うって……。びっくりしたし、驚いたけど、法王様がどうしてもっておっしゃるなら、挑戦してみてもいいわよ。あたしが将来、欲しいなって思ってたのは女の子だけど」

「ほ……本当か！　産んでくれるのかっ！」

　アスレイドはほっとしたように微笑んだが、すぐまたその表情はこわばってしまう。

「くっ……。ステラが納なつ得とくしてくれたのは嬉しいが、この後、どう話すんだった？　まだこの娘は、子供のでき方や、結婚の意味が分かっていないぞ……。男女の性別の意味さえ勘違いしている！　それを全部、オレが説明するのか？　どこからどう話せばいいんだ……！」

「でもね、アスレイド。あたし……あの。恥ずかしい話していい？」

　ステラの囁きに、アスレイドはゾクリとしたように身震いした。

「はっ……恥ずかしい話だと？　してもいいが、あんまり刺激の強い話はよしてくれ！　オレも今、精神が崩壊しそうな寸前で踏みとどまっているんだ……！　触ってみるか、さっきから心臓が壊れそうな速さで打っている！」

　アスレイドは強引にステラの手を取り、胸に押し当てた。

　上着越しなのにはっきり分かるほど、アスレイドの心臓はどくどくと揺れていた。

「そ、それでお前の……恥ずかしい内緒話とはなんだ？」

「あの……人に言わないでね？　あたし実は、子供の頃にお祈りしたことあるのよ。姉妹が欲しくて、天使様に『赤ちゃんをください』って。でもどんなにお祈りしても、夢の中でキャベツ畑に連れて行ってもらえたことが一度もないの。あたし、子供には縁がないのかも……」

「ステラ、それには理由があるんだ。──キャベツ畑というのはおとぎ話でな……いや。キャベツ畑に行くため、受胎天使を呼ぶための秘密の儀式があるんだ。お前は、その儀式をちゃんとやっていないんだろう？」

「秘密の儀式！　そんなものがあったの！」

「ああ。大人の男女は、み……みなその儀式をこなしている。儀式をきちんとやらぬ限り、祈っただけでは天使は来ない」

「えええっ！　そうだったの!!」

　ステラは愕がく然ぜんとしつつ叫んだ。妄もう想そう病の気がある少女は、狼男の言葉をころっと信じ込んでいた。

「じゃ、その儀式をやれば、今夜こそ天使様は迎えに来てくれるの!?」

「ああ。……だ、だが天使にも都合が合って、絶対というわけではないんだ。何と言うかな……そのへんが『子宝は授かりものだ』ということなんだが」

「天使様もお忙いそがしいのね。分かった、あたしこれから毎晩、それやるわ！」

「毎晩だと──!?　オレに協力してやれるのは、今夜と明日だけだ！　とりあえず、それで我慢してくれ！　そんなにたくさんしなくていい儀式だから！」

「たーくさんしてもいい儀式ですよぉ？　本気で子供が欲しいんならぁ、それなりにマジメにやらないとダメですぅー」

　フグ悪魔が横から茶ちや々ちやを入れた。

「ならやっぱり毎日やるわ！　法王様にも期待されてるんだし、頑がん張ばってやらなきゃ！　でアスレイド、その儀式ってどうやるの？」

　ステラが問うと、なぜかアスレイドは黙り込んだ。石像になったように、全身の動きを止めてしまった。

「ねえねえ、どうやるのぉ～ん？」

「くっ……うっ……。そ、それは……」

　アスレイドは冷や汗が出そうなほどの動どう悸きを、胸元を握りしめることで堪えた。

「早く教えて！　あたし早速今夜からしたいの！」

　瞳を輝かせるステラに、なぜかアスレイドは背を向けた。

「──く！　許せステラ！　オレの精神はここで限界だ……！　続きは明日にしよう！　これ以上、澄すんだお前の眼差しに見つめられたら、オレの心臓は壊れる！　今日はとりあえず、もう寝ろ!!」

「えーっ！　アスレイドってば、ずるいわ！　ここまであたしの好こう奇き心しんをかきたてておきながら、肝かん心じんなところで逃げるなんて！　いやよ、今すぐ教えてっ！」

「だめだ！　そんな希望に満ちた瞳でオレを見るな！　自分の薄汚れた邪よこしまな心に吐き気がしてくる！　今オレは、いっそお前の無む知ちに付け込んで可か憐れんな花のような体をぎゅっと抱きしめ、眠り姫ごっこの特別編をしたい衝動でいっぱいなんだ……！　フグ、その枕をこっちに投げろ！　なんとか枕で欲求不満を我慢してみるから！」

「わけ分かんないこと言って誤ご魔ま化かさないで！　あたし、お母さんもいないし、あなたが教えてくれなかったら一生知らないままよ！　助けると思ってお願い──教えて!!」

　枕を投げる代わりに、ステラはアスレイドの腕に縋すがりついて頼んだ。

　しろと言ったらあっさり土下座でもしそうな勢いに、アスレイドは指がバキリと鳴るほど拳を固める。

「ス、テラ──。最後の理性を振り絞って言う……！　オレから離れろ……！　もはや限界寸前だ。この儀式はな、あまりにも神聖なものだから、冗じよう談だん半分や遊び半分でしてはいけないものなんだ！　普通は、これという相手を見つけ、恋人として付き合い、結婚式を挙げて神の御前で愛を誓ってから儀式を行う！　お前は、結婚したい男はいないのか!?」

「あたしは絶対、ガブリエル様とは結婚しないわ！」

「な……なぜそこであいつの名前が出てくる──」

　苦しげに牙をかみしめる狼男は、目尻が涙目になっている。

　緊張の極地で、他の男の名をすらすらと述べられたせいで傷ついてしまったのだ、とはステラには想像もつかない。

「やっぱりお前、あいつが無意識に好きなんじゃないのか……。くっ──いかん、目が霞む。想像したら肺が塞がるような心地だ……オレはこんなに涙もろかったのか」

　狼男はやたらと瞬きを繰り返している。

　おかしな誤解をされたままではたまらないと、ステラは訂正した。

「そうじゃなくて、結婚したがるのは、毎晩血を飲みたがる吸血鬼の誘惑だって知ってるからよ！　ガブリエル様との結婚はあり得ないの！」

「その吸血鬼云うん々ぬんは勘違いなんだ！　──分かった。結婚でなくてもいい、ずっと側にいたいと想う男はいないのか？　わずかでも好意を寄せる男は!?」

　ステラは小首を傾けて考えると、縋りついているアスレイドを見上げて言った。

「あなたよ。──あたし、あなたが狼に変身しなかったら、側にいてもいいわよ？」

　言い終わるより先に、ステラは狼男の胸で、苦しいほど抱きしめられていた。
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　生しよう涯がい忘れ得ぬだろう一夜の後、肉体的にも精神的にもすっかり疲ひ弊へいしたアスレイドは、日が高くなるまでやけ酒ならぬ、やけ寝をしていた。

　フグの毒どく針ばりなどなくともステラは見事な小悪魔娘で、最初にユリウスに逢あいたがってアスレイドを苦しめ、次にガブリエルとの結婚をチラつかせて繊せん細さいなアスレイドの心を思う存分いたぶった。そして諦あきらめきった嘆なげきの底で「でも一番好きなのはあなたよ」と抱きついてくるのだから、男心をあしらう天才である。

　ステラからの告白を受けた後のことは、頭に血が上ってしまって記憶があまりない。

　挙きよ動どう不ふ審しんにならないように気をつけながら「男の子が授かるように」とステラと一緒に天使らに数々の祈き禱とうを捧ささげ、とうとう部屋の蠟ろう燭そくを吹き消した。

　……つもりが一本倒れていて、じわじわとシーツに引火していた。

　気がついた時には、古びた木の机にも燃え移っており、アスレイドの大切な免めん罪ざい符ふまでも焼き焦こがそうとしていた。

　二人でススまみれになりながら必ひつ死しの消火活動を行い、あちらにこちらに飛び火する炎に弄もてあそばれながらも、何とか夜明け前には完全鎮ちん火かに成功した……。

　その後ステラはふらふらしながら風呂へと旅立って行き、とにかく疲れていたアスレイドは手足と顔だけ洗って、不ふ貞て寝ねした。

　──こうした理由でアスレイドが熟じゆく睡すいしきっていた午後のこと。

　安らかな眠りにつくステラの部屋の扉を、誰かが音もなく開けた。







　合あい鍵かぎを使った男は部屋に忍び入り、細長い棺ひつぎの側に跪ひざまずく。

　できるだけ音を立てないように棺かん桶おけのふたを開けた。

　娘は素す直なおに眠っている。──フグの悪魔を、枕まくら元に寄り添そわせて。

　侵入者はにやりと笑い、腰の剣に向かって無言で腕を伸ばした。

「もう～～～。またパナっちってば、遊びに来たの～？」

　能のう天てん気きな声が響き、ユリウスはぎょっとした。

　目を覚ましたフグ悪魔が面倒そうに、ユリウスのことを見ていた。

「ホントーに宿主を操あやつって、ウチのステラを殺しに来たんだぁ！　しかも昼間に寝込みを襲おうとしたの～？　うん、ちょっとは成長したかなー。でもボクまだ眠いしぃ、好物のアメあげるから帰りなよ～」

　寝ね惚ぼけたフグが謎なぞの丸薬をいくつか、こちらに投げつけてくる。とっさに受け止めたユリウスは、それを間違いなく怪しげな薬だと認識した。認識したのに──。

　なぜか、意に反して、全て飲み下してしまった。

「くっ、今のは何だ……！　おぞましい悪魔め！」

　体が勝手に動いたぞ！　そういえば先日も、こんな風に勝手に体が動く──というか、意図してもきちんと動かないことがあった。

　この娘を巡って、アスレイドと五本の練習試合をしたのだが、ユリウスは五本全てをアスレイドにとられてしまったのだ。

　常ならばあり得ない大失態だ！　おかげで、最後の試合で感情的になり過ぎてしまい、折れた木刀で左腕に傷まで負ってしまった。

　木刀は、真剣とは重さも長さも違う。真剣なら、違う結果となっていたはずだ。いいや、半年前の御前試合と同程度には、絶対にやれた！

　それを思い出すと、ユリウスの胸には激しい恨うらみと憎にくしみがわき上がってくる。

「どうしてアスレイドはいつもいつも……」

　ああも目め障ざわりなのか！　鬱うつ陶とうしくてたまらない。法王貎げい下かの御前試合で恥はじをかかされて以来、五歳も年下のあの騎士は何くれとなくユリウスの邪じや魔まをする。

　──もともと、対立する枢すう機き卿きようの護衛であるから、反目しやすい間柄なのは認める。

　あの目障りな男さえいなければ、今頃私は花形の法王庁勤務になっていたはずなのに……！　積年の恨みを堪こらえるように、ユリウスは手にしていた聖水瓶びんを握りしめた。

　あいつを見返してやるいい方法がある。勝負では負けたが、この娘を手に入れれば私の勝ちだ！　五本勝負に負けた方は手を引くという約束だったが、アスレイドめ、勝ったと安あん堵どしてのんびりしている間に、愛しい娘を寝とられたと知ったら、あいつはどんな顔をするだろうな？

　……くくく、さぞや見み物ものだろう！

「ご主人様、ご主人様！　ちょっと起きてください～」

　フグ悪魔がしきりに娘を突つく。思い余ったように、尻尾しつぽで頰ほおを往おう復ふくビンタした。

「……ん？」

　眠そうに目をこする娘が漏もらした声に、妙に脈みやく拍はくが上がる気がした。

　──まただ。おかしい。

　女などにときめくほど純情ではなかった自分なのに、この娘の声を聞くと、ごくわずかだが勝手に体温が上がってしまうのだ。このフグが、色情系の悪魔なのは知っている。しかし、この程度の小悪魔に付け入られるほど、私は落ちぶれた精神は持っていない。

　……フッ。私もやはり男だったということか。この娘があまりにも好みのタイプだったのが、運の尽つきだったな──。

「えっと、ユリウス様……？　おはようございます……」

　ステラは瞼まぶたをこすりながら身を起こした。可愛い。と思ってしまいそうになり、ユリウスは口元を引き結ぶ。

　見み惚とれている場合ではない！　彼女に、ガザリア枢機卿から預かってきたこの聖水瓶を渡すのだ。そして親身な態度で悩みを聞き、私に恋をさせてしまうのだ──。

　聖水を渡すと心では思いながら、なぜかユリウスの右手は懐ふところの瓶ではなく、腰の剣を抜こうとしていた。また体が勝手に動いていることに、本人は気付いていない。

「ステラ。あなたに枢機卿から祈き禱とう水を預かってきた。一日三回これを飲むのだ」

　ユリウスは腰の鞘さやから、剣を完全に引き抜いた。

「わざわざありがとうございます……」

　寝惚けつつ礼を言ったステラは、素直に両手を差し出す。

「うわ、ご主人様！　剣っ！　うすら寝惚けたアホ面づらさらしてる場合じゃないですよ～！　それ聖水瓶じゃなくて、抜き身の剣ですからー！　刺される三秒前ですうー！」

　お喋しやべりなフグの言葉に、ユリウスは無む性しように腹が立った。やっぱりこいつは、世界で一番邪魔な生き物だ。部下にしてやろうと思ったが、もう我慢ならん！

　うるさいことを言うフグ悪魔をつかみ、ステラより先に串くし刺ざしにしてやろうとした。

「プーッ！」

　あっという間にフグは丸々と膨ふくらみ、毒針だらけの姿となった。親指に、鋭い針が何本も突き刺さり、ユリウスは悲鳴を上げて剣を落とす。

　どくどく、と異様な速さで鼓こ動どうが打つ。体がカッと熱くなった。

「ああっ！　大丈夫ですか？　ごめんなさい、うちの子が悪いた戯ずらしちゃって！」

　小鳥のように耳触りのよい声が聞こえ、ユリウスは痛みも忘れて顔を上げた。

　焦げ茶の瞳をした、美しい女がそこにいた。

　ふっくらとした唇が何とも魅力的な、若い娘だ……。

「えっと……ユリウス様？」

　可か憐れんな声に名を呼ばれた瞬間、ぼうっと女の唇に見惚れていたユリウスの背筋に、激しい稲いな妻ずまが落ちた。脳のう天てんに、神からの啓けい示じが閃ひらめく。

　──おお！　この娘の心配そうな瞳には、愛が宿っている……！

　見つめ合うだけで、体を満たす血潮が熱くなり、全身が高ぶっていく。

　ああ、どうして私は今まで気付かなかったのか！　この娘はこんなにも熱い眼差しで、いつも私の背中を追いかけていたのに！

　なぜ、もっと早く気付いて、振り向いてやらなかった──!?

「ステラ・エクセルシス……すまなかった」

　先ほど落とした自分の剣を踏みつけていることさえ気付かず、ユリウスはステラの足元に跪いた。

「え？　何がですか？　むしろ、うちのプーちゃんがご迷惑を──きゃ」

　もはや体の熱は堪えがたく、全身を内側から溶かしてしまいそうなほどだった。高ぶる想いのまま手を握ってやると、娘は恥ずかしそうに身を揺らした。細い腰をくねらせ、優美に背をのけぞらせるのを見て、ユリウスの脳のう髄ずいに、先ほど以上の甘い衝撃が走る。

　なんて馬鹿な男だったのだ、私は！　この娘の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくには、こんなにも私への尊敬と愛が溢あふれている!!　どうしてもっと早く、この細く美しい指を握って、私の聖なる口付けを落としてやらなかったのか！

　ユリウスは夢中で娘の指を引き寄せ、関節に燃えるような唇を当てた。反対の手にも、聖なる祝福を与えてやろうと思ったが──なぜか突然、腹がきゅうっと痛み出した。

「……うぅっ──こんな時に……！」

　ユリウスは未み練れんを残しながらもステラの手を離し、自分の腹を押さえる。

　要人の護衛というのは、体が資本だ。こんなふうに、急いで手洗いに駆け込みたくなるような、容よう赦しやない腹痛に苛さいなまれることなど初めてだ──！

　何とか堪えたいが……できそうもない。

　悔しいが、ここはまず、手洗いに行かねばならぬようだ。

「す、まないステラ……。急用ができた……！　後で……また来る……う！」

　下腹に力を入れ、ユリウスはステラの前から逃げるように書庫を出た。

「パナっちってばホンっト馬鹿だなぁー。ボクが本気出したら、雑ざ魚こ悪魔が憑ひよう依いしてたって横取りできちゃうのに～。格の違いを分かってないんだからー。さーご主人様、もうひと眠りしときましょーか。今夜はアスレイドと、楽し～い儀式の続きですからー」

　扉の向こうでフグ悪魔が陽気に喚わめいた声に、ユリウスは殺意交じりの憎ぞう悪おを感じた。
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「……ねえプーちゃん、あたしあの時、ちらっと見たんだけど」

　夜更けの大聖堂を歩きながら、ステラは頭上のフグ悪魔に話しかけた。

「ええっ！　どんなアスレイドの恥ずかしい姿を見ちゃったんですかー？」

「じゃなくて。ユリウス様の腕よ。昼間に、わざわざ聖水を届けて下さったじゃない？　あの時ね、手首の内側に──死神みたいな刺いれ青ずみがあったの」

　不思議なことに、聖水を届けに来てくれたユリウスはそれを渡し忘れ、さらに抜き身の剣を落として急に出て行ったのだ。

　おかげでステラは、その剣を届けて聖水をもらうために彼の部屋へ向かっている。……プーちゃんの道案内が正しければ、だが。

「あたし、ああいう刺青を他の人にも見たことあるの。皿に棲すんでいる女装の悪魔の、右手の甲こう──」

　よくよく思い出すと、皿男の左手の甲にも刺青はあった気がする。ちょうどその部分が割れてしまって、よく思い出せないけれど。

「あー、パナっちとの契約の徴しるしですね～」

「パナっち？　──それ、あたしが逃がしちゃった悪魔じゃない!?」

　ステラは廊下のど真ん中で立ち止まった。パナっちっていったら、プーちゃんが真っ先に捕まえた方がいいと言った、恨みと復ふく讐しゆうの大悪魔──いえそれほどの力はないけど、些さ細さいなことで人を恨みまくる、たちの悪い悪魔よね！

「パナっちって、この辺にいるの!?　どこに！」

「だからー、ユリウスと正式に契約してくっついてるんですぅ！　ホントは他の悪魔の動きは人間にはバラしちゃいけないんですけどォ、ご主人様はもう契約印見ちゃってバレバレだから教えてあげますぅ～」

「悪魔と契約すると、刺青みたいな痣あざができるの？」

「はい～。ステラも体のどこかに、ぽっちゃり美形フグの痣がありますからー」

「そんな！　あたしの体に、フグ形の痣があったなんて！」

　朝方お風呂に入ったけれど、そんなのどこにもなかったわ！　少なくとも、顔や手足、お腹の辺りには！　とすると、背中か、お尻しりにあるの……？

「えへ。どこか知りたかったらぁ、今晩アスレイドと儀式しながら探しっこしたらどーですかぁ？　ステラはほくろの数でも数えておけばいいですからー」

「い、いやよ！　フグの痣なんて、恥ずかしくって人に見せられないわ！」

「恥ずかしくありませんッ！　超可愛いですっ！」

「だって、そんなの変よ！　あ……あたしやっぱり、儀式やめる！　今夜は、パナっちを捕まえることに全力で専念するわ！」

「えー？　そんなのヤですよーぉ！　アスレイドと遊ぶんだいぃ！」

　フグはステラの頭上でゴネ始める。束たばねた髪の毛先をぐいぐい引っ張り始めた。

「痛いってば！　パナっちはあたしの悪魔だから、名前を思い出せばすぐに封じられるのよね？　じゃ、まず修道士様のお部屋に行って、新しいお皿をもらわないと！　それからユリウス様のお部屋へ行って悪魔祓ばらい──」

「ステラ、あなたも私に会いたいと思っていたのか？」

　突然後ろから熱っぽい男の声がしたので、ステラはびくりとした。

　振り返ると、復讐の悪魔と契約を交わした青年が、真後ろに立っていた。







「ああステラ……あなたは優しくて噓うそつきな人だな」

　ステラを自室に招いた──手首をつかんで強ごう引いんに引きずってきたユリウスは、テーブルの前に少女を座らせて言った。

　ステラが座りたくて座ったというより、無理やり座らせた後、背中のすぐ後ろに立って、逃げられないようにテーブルに両手をついているのだ。

「本当は私に会いたくて、言い訳を探しながら廊下を歩いていたのだろう？　……くくく、聖職者に噓をついてはいけないな。すべて、お見通しなのだから」

　ユリウスの猫なで声が耳元でする。ステラは、鳥肌が立ちそうな恐怖を感じていた。

　この人、やっぱり言ってることがおかしいわ！　悪魔に憑つかれて、だいぶおかしくなってるみたい……。

　何をされるか分からない恐怖に、ステラはごくりと生なま唾つばを飲む。

「あ、の……。ユリウス様は、死神みたいな悪魔の夢を見たことありますか？」

「しょっちゅうだ。聖堂騎士などという職業柄、悪魔の出てくる夢は毎晩のように見る。ゆっくり眠れることなど、まずない」

「た、大変ですね……。じゃ、パナっち──えと、パナスナリアンとかって名前の悪魔に聞き覚えはありませんか？」

　前に、夢の中で皿男が言っていた。パナっちの名前の一部は、パナスメリアンとかなんとか。残念なことに、ステラはそれさえも記憶があやふやである。

「パナスナリアン？　似たような音を……どこかで聞いたような──うっ！」

　頭痛を感じたように、ユリウスは顔をしかめた。

「あの、それ教えて下さい！　そうしたらあなたを助けられるんですっ」

「おお聖女ステラ！　あなたは、悪夢に苦しむ私を助けたいと言ってくれるのか！　私が病やまいに苦しむあなたを助けたいと思うように──そんなにも二人の心は一つだったのか！」

　前触れもなく、ユリウスはステラの体を抱きしめてきた。

「きゃあああ！　は、離して──トウガラシ様！」

　──ユリウスは、何人もの若い娘を襲ったおぞましい狼男だぞ！　絶対に近づくな！

　アスレイドの警告が思い出され、ステラは悲鳴を上げた。ポケットを探るより早く、ユリウスはか弱い少女を抱きあげた。

「私の心はいま、愛の喜びに打ち震えている！　かくも美しき愛の交響曲を聞いたことがあったろうか！　さあ、二人でこの交響曲を完成させるのだ──！」

「お、下ろして！　食べないでぇ……！」

「大人しくしていなさい。これは、吸血鬼病に冒おかされたあなたを清めるためなのだ」

「え……ほんと？」

「ああ、本当だ……」

　にや、とユリウスは下げ卑ひた笑みを浮かべる。一瞬大人しくなりかけたステラは、また大声を出した。

「噓つき！　あたしがいくら馬鹿でも、そんなの信じるほど単純じゃないんだからねっ！　離して……！」

「本当なのだ。いま私には、神の声が聞こえた！　──治療法を教えてやろう。まず寝台で、あなたの穢けがれた血を抜く。それから私が聖なる息吹を吹き込み、血を失って冷え切った仮死状態の体を温めてやるのだ。その間中、私は低いテノールで愛を囁ささやき、あなたは甲高いソプラノで愛の歓よろこびを歌う！　こうして二人の交響曲は完成し、歌い終えた陶酔の余よ韻いんの中で瞳を開いた時、あなたの目の前には新世界が広がっている。すっかり人間の体に戻っているのだ……あははははは！」

　ユリウスの言うことがあまりにもおかしくて、ステラは気持ち悪さを感じた。

　悪魔じみた歪ゆがんだ笑い声を上げながら、悪魔憑きの青年は、小物の多い寝室にステラを運び込む。

　各種の武芸試合での褒賞と思われる記念品が、枕元や本棚窓際に置かれていた。悪魔に憑かれる以前は、ユリウスは聖堂騎士としてかなり優秀だったらしい。

「た、助けて……プーちゃん！」

　色情系のフグを探すが、いない。

　──この部屋が痒かゆいから、一人で逃げたのね！　ずるいわ！

　ベッドに寝かされたステラはさらに金切り声を上げようとして、大きな手に口をふさがれてしまう。

「助けなど呼ぶ必要はない。これからするのは吸血鬼病の治療なのだから。何も心配はいらない。聖なる肉体を持つ私に、素直に身を任せなさい。少し痛むが、すぐに済む」

　端整だったユリウスの顔が、やけに醜みにくい三さん白ぱく眼がんに見えた。悪魔憑きの聖騎士は歪んだ笑みを浮かべながらステラが返した剣を握り、少女の細い首に冷たい刃を当てる。

「さあ、治療を始めよう──」

　し、死ぬっ！　首切られたら、絶対死んじゃうー!!

　こんな治療法があるわけない！　瞠どう目もくしたステラの瞳に、クケケケと笑うユリウスは、狼男と吸血鬼と悪魔の全部をごっちゃにした、最悪の魔性に見えた。

「ユリウス……貴様、ステラに何をしているッ!!」

　その時、廊下側の部屋から大きな物音がした。

　頭にフグを乗せたアスレイドが扉を蹴け破やぶり、顔色を変えて寝室に飛び込んでくる。
















「アスレイド、お前の負けだ！　神は私を選んだ！　ステラの恋人に、そして彼女の病を癒いやす治療天使に！　この私だけが、病やんだステラを救えるのだ！」

「助けて、アスレイド……あたし、食べられちゃう……っ！」

　ステラの嘆たん願がんを聞いたアスレイドは、すらりと剣を抜いた。迷わず先輩騎士に切りかかる。少女の首を切ろうとしていた剣を翻ひるがえし、ユリウスは応戦した。

「愚おろかな男だ！　この私を切ろうとは！　いいことを教えてやろうか？　私を殺すとお前は生涯悔やむことになる。なぜなら、ステラの体は今、吸血鬼──」

　剣けん戟げきを重ねながら、ユリウスが弱者を踏みにじっていたぶるような眼差しで言った。

「いやあ、言わないでええ！」

　ステラは絶ぜつ叫きようした。魔物となっていくこの体のことを、アスレイドにだけは決して知られたくない！　退治されたくない、あたしはあなたと……ずっと一緒にいたいのに！

　少女の悲鳴が途切れた瞬間を見計らい、ユリウスは続きを言った。

「ステラ・エクセルシスは、腐ふ臭しゆう漂うヴァンパイアになりつつあるのだ！　その呪われた体を癒してやれるのは、この私だけ！　神がそうおっしゃったのだ──はははは！　アスレイド、貴様には無理なのだ！」

　ユリウスの叫びが部屋に響き、ステラは愕がく然ぜんとして枕に顔を突っ伏した。

　──とうとう、アスレイドにバレちゃった！　ああ……あたしのこと、軽けい蔑べつするわよね？　もう助けようとなんか、してくれないわよね──。

　怖くて、彼の顔が見られない。ステラは肩を震わせて、寝台の上で丸くなった。

「うッ！」

　アスレイドの痛みに呻うめく声が聞こえた。あまりに突とつ飛ぴな話に隙すきを突かれ、どこかに傷を負ってしまったらしい。

「ステラが、ヴァンパイアになる……？　どういうことだ？」

　傷を負いながらも、アスレイドが気にしたのは自分の傷ではなく、ステラのことだった。勝ち誇ったようにユリウスは哄こう笑しようした。

「ケケケッ……はーっははははは！　この娘は吸血鬼に嚙かまれたせいで、吸血鬼となる定めを背せ負おってしまったのだ！　そもそも、彼女がレニエール大聖堂を訪れたのも、その病を癒すため！　夜にしか辺りを出歩かないのも、ヴァンパイア病のためだった！　お前はそんなことさえ知らずにいたのだろう？　本当に愚かな男だ！　……ケケケ！」

　金褐色の髪の聖騎士は死神じみた顔で笑う。

　全てを知ってしまったアスレイドは、愕然とした顔で泣き伏すステラを見た。

「──そういえば、お前の行動はおかしいことだらけだった……。病気とは、ヴァンパイア病だったのか？　そんな大きな秘密を……オレに、いいや……オレだけに隠していたのか？　他の男たちには、相談したのに？」

　そのことにむしろアスレイドは傷ついたようだった。

「だっ……だって、アスレイドにバレたら、あたし嫌われちゃう……殺されちゃうもの！」

「お前を殺すはずがないだろう！」

「でもガブリエル様が言ったの！　ピオ神父様は、吸血鬼をいっぱい殺してきたって！　その護衛騎士なんだから、アスレイドもあたしのこと許さないって……！」

　号泣するステラを見て、アスレイドも苦しげに顔を歪めた。

「だから、オレだけ信頼してもらえなかったのか──？　ピオ神父は確かに、魔性に厳しいお方だ。ああ！　お前を助けてやりたいのに、もしも神父にお前を殺せと命じられたらオレはそうするしかないのか──。今回の特別任務もそうだが、そんなことでいいのか!?　オレはいつだって教会の操り人形で、お前のために何もできないのか……！」

　剣を握りしめて進退きわまった表情で、アスレイドは苦悩する。

　能天気なフグ悪魔の声が辺りに響いた。

「なんか思いつめた感じで皆さん盛り上がってますけどォ～、それ妄もう想そうですよー？　ステラは吸血鬼じゃないしぃ、ガブリエルが面白がってそう思い込ませただけですからー」

「……なんだと？」

「ほら、ステラってば前に「吸血鬼に嚙まれた！」とか騒いでたでしょー？　あの妄想ごっこの続編なんです～。なおかつボクがちょっと前にユリウスにぃ、一目惚れ針打っちゃって！　おかげですーっかりステラに惚れ込んじゃってえ！」

「おいフグ！　お前、あの毒針をユリウスにも打ったのか！　あれは、畏おそれ多くも法王貎下ほど清らかな聖人であろうとも、耐えがたい恋情に魂を引き絞しぼられ、狂くるうかと思うほどの熱に浮かされる猛毒だぞ！　ユリウスが正気を失っても当然だ！」

「っていうかぁ、ボクを苛いじめようとしたから、身を守るためにちょーっとトゲ出しただけなんですぅ。そしたら、ぷすぷすっといい具合に刺さっちゃって～」

「つまりこの騒そう動どうの原因は、貴様の毒針だったわけか！」

　アスレイドは、哄笑するユリウスから、フグ悪魔に向かって剣を構えかけた。

「えー？　聞こえないなぁ。っていうかそもそもユリウスは悪魔憑きだしー」

「悪魔憑きだと!?」

「あれ、言ってませんでしたっけ～？　そうですよー。さっきから『神の声が聞こえた』とかアホなこと言ってるじゃないですかー。それ、悪魔の声ですから～。あははは、人間てちょろいなぁー。すーぐ悪魔に騙だまされるんだからぁ～」

　アスレイドは、常のユリウスとは顔形も違って見える青年をぎらりと睨にらみつけ、ベッドで泣き伏しているステラの側に駆け付ける。

「事情は分かった……ステラ！　もう泣かなくていい！　お前は吸血鬼などにはなっていない！　体の調子が悪かったのは、単なる……」

「貧血でーす」

「そうだ貧血だ！　噓だと思うなら──！」

　泣きじゃくるステラを抱き起こし、アスレイドは少女の唇に、先ほどユリウスに傷つけられて血まみれの右腕を押し付ける。

「この血を飲んでみろ。トマトジュースよりうまいと思うか？　酩めい酊ていするか？」

「は、はやく止血して……！」

「お前がしてくれ。飲みたかったら、飲んでもいい。自分が吸血鬼かどうか、自分の目と舌で確かめてみろ！」

　アスレイドは自分では手当てする気がないみたい。

　泣いていたステラは、破いたシーツでなんとか止血しようとする。つ、と押し付けられた血が唇の隙間から忍び込んできて、嫌々ながらアスレイドの血を飲んでしまった。

「ぜ、全然美味しくない……」

　震える指でアスレイドの手当てをしつつ、ステラは首を振る。

「お前は吸血鬼じゃないから当然だ！」

「で……でも、ガブリエル様が言ったの。お皿の悪魔も。ガザリア枢機卿様も言ったのよ……み、みんな、あたしがヴァンパイアだって！」

　ステラはまた泣きそうになった。乱らん暴ぼうにアスレイドの指が、その涙を拭ぬぐう。

「悪魔の言葉など信じるな。ガブリエルは、冗談を言ってお前をからかっただけだ。枢機卿の言葉は、聞き間違いだ！　お前はしょっちゅうわけの分からん聞き間違いや、言い間違いをするからな！　そもそも、吸血鬼だったら大聖堂に入れるわけがない」

「だけど、それには理由があって……ユリウス様が言うには、地下に秘密の──」

「もういい。オレの声を聞け。──お前は、ただの人間だ」

　アスレイドはステラの瞳を見つめて、はっきりと言った。

　ステラの指の震えは腕に伝わり、感極まって肩まで震え始める。その肩を、アスレイドの温かい手が包んだ。

「これ以上、オレに何も隠すな。恐れて、一人で逃げ回らないでくれ。お前が吸血鬼でも、決して退治したりはしないから」

　その言葉に、どれだけ心が安らいだだろう。

　またわき出す涙に、目尻を濡ぬらしながらアスレイドを見上げる。

「……ほんと？」

「本当だ。吸血鬼病でも、ペストでも、どんな恐ろしい病気でも、オレはお前を見捨てたりしない。最後まで側にいる。治療法が知りたいなら一緒に探してやるから。……お願いだから、怪しげな男たちの口車に乗らないでくれ。──オレのことを一番好きになってくれとまでは言わん、だが困った時には、オレを一番に信じて頼って欲しい」

　冬のように凍りついていたステラの心に、アスレイドの言葉は春風のように吹き込んだ。

　──信じて、いいの？

　ステラが答えを返そうとした瞬間、アスレイドが再び剣を振り上げる。

　剣の悲鳴が石造りの部屋に響いた。

「ユリウス！　背中を狙うとは、卑ひ怯きよう者ものだぞ！」

「あと少しだったのに……！　あと少しでステラは私のものとなり、お前は女を奪われて情けなくも号泣するはずだったのに！」

　今やユリウスの形相は、誰の目にも明らかなほど悪魔じみていた。憎悪に黒ずんだ瞳でアスレイドを睨み、無む茶ちや苦く茶ちやに剣を振り下ろす。

「ああどうしよう！　何とかして、ユリウス様に憑いたパナっちを封じなきゃ……！　ねえプーちゃん、何かいい方法ない!?」

　ステラは血に濡れたシーツをもみしだきながらペットに相談する。

「できなくもないですけどォー、せっかく男たちがステラを巡る殺し合いをしてるんですから、もーちょっと楽しめばー？　ボク的にはぁ、両方死ぬのがお勧めですう～」

「だめよ！　アスレイドは怪我してるの！　……お願い！」

　──ヴェルゼス・ローダ・ディオギリウス！　どうか協力して！

　声に出して呼ぶと倒れてしまう悪魔の真ま名なを念じ、ステラはフグを見つめる。

「もー、しょうがないなぁ。ご主人様、これ貸しですからねー。……あんだけ本気で決闘してると毒針打つのも難しいしー、口先三寸で丸めこんじゃおーかなー」

　ぶつぶつ呟いたかと思うと、フグ悪魔はステラの頭の上に乗り、決闘する二人に向かって──特にユリウスの背中に向けて声をかけた。

「パナっち～聞こえてるぅ？　忘れてるみたいだけどォ、今パナっち超ヤバいから～」

　ユリウスは振り向くことさえなく、死闘を繰り広げている。

「何がヤバいかって言うとォ、ステラがパナっちの名前を思い出しかけてて、封印されちゃう寸前だってことが一つ目～」

　フグの言葉に、ステラはハッとした。パナスナリアンの名前をちゃんと思い出せば、あたしは今すぐこの決闘を止められるんだわ！

　慌てて寝室を見回したステラの目に、何かめでたげな飾り文字の記された記念皿が目に入った。少年時代にユリウスが槍やりの試合で優勝した記念だと刻んである。

　──この際これで、封印とかできないかしら？　お皿の周りに、月げつ桂けい樹じゆの蔦つた模も様ようもあるし、この蔦の檻おりの中に閉じ込めちゃえば……！

「それから、二つ目～。アスレイドとユリウスが使ってる剣は、練習用の木刀じゃないんですぅ。普通の剣でもなくてぇ神聖な銀の剣でー。ここまで言ったらもう馬鹿でも分かると思うけどぉ、アスレイドに切られたらパナっち、残念だけどご臨りん終じゆうなんですぅ！」

「うひゃあ!?」

　ユリウスが妙みような声を出した。

「ねえねえ、昨日、ユリウスとアスレイドって練習試合したんでしょー？　どっちが勝ったんですかぁ？」

「オレだ！　五本中──五本！」

　剣戟中のアスレイドが答えると、ユリウスがギラリと瞳に強い輝きを宿して答えた。

「くそ──私を愚ぐ弄ろうする気か！　今度こそ、貴様を打ち負かしてやるッ」

「あーあ、パナっちってば可か哀わい想そうに！　パナっちみたいな弱っちい悪魔、聖職者に切られたら『パナっち』として再生するより先に、もっと大きな悪魔に吞のみ込まれて、消えちゃうよー？」

「た……助けてくれぇ！」

　情けない声が、ユリウスの背中から聞こえた。よく見ると、聖騎士の背中から小さな死神の上半身が生え、泣きそうな顔でフグ悪魔を見ていた。

「じゃ、出てくればぁ～？」

　まるで底なし沼にはまったかのように、死神は必死にユリウスの背中から抜け出そうとする。だが、どうしても腰から下が抜けられない。

「で、出られないんだ……！　こいつ、この男への恨みの念が強くって、この偉い大だいな俺様を引きずって暴走してやがるんだあぁ！」

「うっわ！　パナっち格かつ好こう悪すぎ～！　悪魔のくせに、人間に取り込まれちゃったのー？　恥ずかし～！　自分の実力も顧かえりみず、聖職者になんかとり憑くからですよー」

「うひゃあああ！」

　その時、アスレイドが狙い澄ました一撃が、死神の首を刎はね飛ばそうとした。慌ててパナっちはユリウスの背中に伏せた。

「たっ……助けてくれよう！　うおおっ!?」

　今度は、大きく振りかぶったユリウスの剣が、抜け出そうとあがく死神の腕を落としかける。

　死神は真っ青になって自分の宿主の耳に言い聞かせた。

「なあユリウス、アスレイドもよォ、お前ら聖職者だろ！　喧けん嘩かなんてやめて、仲直りしろや、な!?」

「貴様は黙ってろ！　こいつを殺して、ステラを私のものにする！」

「ステラは絶対に渡さん……！　教会の命令に逆らっても、貎下に逆らい、天に背くことになろうとも、オレはステラを守る！　もう決めたんだ!!」

「フフッ！　哀あわれな道化だな！　想うのは勝手だが、貴様の想いはただの一方通行！　彼女は私を愛している!!」

「ナルシストもいい加減にしろ！　ステラは嫌がって泣いていた！」

　アスレイドが大きく踏み込み、避けたユリウスの制服の肩を切り裂いた。

　切れたのは上着だけだったが、悪魔は両頰に手をあてて叫んだ。

「ひいいぃぃ！　だ、だからやめろって！　俺様が死んじゃうだろ!?　たかが不細工な女の一人くらいで、そんなにキレるなよ、お前ら！　冷れい静せいになれって！」

「私はいつも冷静沈ちん着ちやくだ！　アスレイド、そろそろステラに疎うとましがられていることに気付いたらどうだ！　お前さえいなければ、私たちの愛の交響曲は完成する！」

「させてたまるか！　あなたこそ、小悪魔にとり憑かれていることに気付け！　すぐそこにいるのが見えないのか!?」

「この私が小悪魔などという次元の低いモノに憑かれるはずがないッ！　私の心は神と共にあるのだ！」

　仲ちゆう裁さいしたはずなのに、二人が一いつ層そう激しく剣をふるい始めたのでパナっちは「ひいぃ！」と叫んで絶ぜつ句くした。説得を諦め、フグ悪魔に懇こん願がんの視線を向ける。

「なあヴェルゼス、オレたちの仲だろ！　何とかしてくれよおお！　怖こええよぉ……」

　哀れな小悪魔がしくしく泣き始めるのを見て、フグ悪魔はちょっぴり考え込む。

「んー、じゃパナっち、ボクの部下になるって、その名にかけて誓う～？」

「ち、誓う！　このパナストリア・ルー様は、今日だけデブフグの部下になってやるう！」

「今日だけって、けっちいなぁ」

　フグが呟いて、ステラに目くばせする。ステラは手近にあった優勝記念の皿をひっつかみ、胸の前に掲かかげて宣言した。

「パナストリア・ルー！　あなたを封印します！」

　この皿で大丈夫かしら、と不安に思っていたステラの心配は、杞き憂ゆうに終わった。

「お？　ひょおおおぉぉ！」

　ユリウスの背中から、引き抜かれたごぼうのように、死神風の小悪魔が皿に吸い込まれていく。無む念ねんそうというよりも、その顔は、ようやくユリウスから離れられたことに心底安堵しているように見えた。

　ユリウス十二歳の馬上槍試合の優勝を刻んだ皿の中央には、頰に両手を置いた死神風の小悪魔の姿が浮かび上がった。背景に馬と草原の絵があるから、今後しばらく──もしかしたら永遠に──パナっちはこの草原で、馬に蹴とばされながら暮らすのだろう。

「う──ッ」

　悪魔が離れた衝撃で、ユリウスはがくりとその場に膝ひざをついた。

「やったわ！　逃がした悪魔を捕まえた……天国のお母さん！　見ててくれた!?」

「ボクのおかげです～」

「ありがと、プーちゃん！　やっぱり飼うべき者は、いくら仕込んでも芸の一つも覚えない気まぐれな猫なんかじゃなくて、口の達者なフグだったわ！」

　ほっとした瞬間、ステラの膝が笑い始める。そのまま床に座り込んでしまった。

「あ……れ？」

「ステラ、どうした？　大丈夫か！」

　剣を納めたアスレイドが、前のめりに倒れるステラを抱きとめてくれる。

「あー、悪魔を封じて疲れちゃったんですね～。この皿、封印用じゃないから疲れて当然ですけどー。じゃステラー、おやすみなさいです～。昨夜の儀式の続きはぁ、ボクとアスレイドで完かん璧ぺきにやっときますから～フフフフフ！」

　嬉しそうなフグの笑い声が耳に響く。今にも途切れてしまいそうな意識の中、最後の力を振り絞って瞼を持ち上げ、ステラは呟いた。

「アス……レイド。あたし……あなたの、こと……。ちばん──」

「無理して喋るな」

　心配そうな瞳で、アスレイドが首を振る。

「聞……いて。あたし、あなたが一番──好、き」

　あ、言い間違えた。

　とステラは一瞬思ったが、睡魔に襲われ、それ以上は一言も喋れなかった。

　──一番好きかどうかは分かんない……って言うか、お母さんが一番なんだけど、あなたのこと、一番信頼してるわ。……助けてくれて、ありがとう。

　そうお礼を言おうと思ったのに、体力不足で半分も言えなかった。

　──ま、いいわ。あとで言い直せばいいわよね。

　ステラは小さく微び笑しようしながら、あっさり眠りに落ちた。

「オレが、……一番好き、だと──？」

　衝撃の告白を受けた青年は、呆ぼう然ぜんとしつつ少女の嬉しそうな寝顔を見つめる。何度か胸の中で彼女の言葉を反復し、ようやく意味を理解すると指が震え始めた。

「ス……テラ……」

　舌がもつれる。壊れそうに心臓が打ち始めたせいで、それ以上言葉が出てこない。

「へーえ！　ステラも大人になってきましたねー。じゃアスレイド、儀式の続きしましょーよ！　そこにちょうど良くベッドもあるし～」

　フグに唆そそのかされたわけではないが、眠る少女をこのままにはしておけない。

　アスレイドはステラを寝台に運ぶことにした。もちろん、ユリウスのベッドなどあり得ないので、自室に連れて行く。

　暗い廊下を歩きながら、フグにも、廊下の天使像たちにも絶対に聞かれないように、彼女の耳元に唇を寄せて囁く。

「──オレもお前が……一番好きらしい」

　フグに毒針を打たれたわけでもないのに、やたらと心の臓が高こう揚ようし、どうしても言わずにいられなかった。

　無意識にそのまま少女の耳に接吻してしまい、アスレイドは罪悪感に包まれかけたが。

「さーあ楽しい儀式だぞ～。大聖堂で聖職者をオトすなんてぇ、ボクってラッキー♪」

　頭上に乗ったフグが嬉しそうに歌ったので、アスレイドはぴたりと足を止め、真っ赤になった。

　──法王貎下に命じられた特別任務と休暇は、今日が最終日だ。そして、腕の中の少女と自分は、相そう思し相そう愛あいなのを確認したところ……。

　となると、次はどうなる？

　彼女を自分の寝室に運んで──オ、オレはどこで寝るんだ？　……腕枕？

「スステラ……た、大変だっ！　起きろ！　オオカミが……オオカミが来るぞ！　頼むから起きてくれッ！　──起きないとどうなっても知らんぞ!?」
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　ガタゴトと揺ゆれながら、一台の馬車が街道を走っていた。

　御ぎよ者しやは二人に気を利きかせてくれたガブリエルで、中にいるのはステラとアスレイドだ。

　ステラの吸きゆう血けつ鬼き病問題もすっきりしたし、アスレイドは七日間の特別休暇を終えた。

　休暇の件について法王様に直接報告しなければいけないらしく、アスレイドは「馬車を借りるぞ」とユリウスに宣言し、ステラを強ごう引いんに中に押し込んだ。どうやら法王様は、ステラの口からも特別休暇と息子の誕生について聞きたいらしい。

「行きは馬だったのに、帰りは馬車？　なんで……？」

　不思議そうにするステラに、ユリウスは悔しそうに唇を歪ゆがめ、ave Stella──「おめでとう」と言った。

「……何が、おめでたいの？」

　と大きな声で問うたステラに、アスレイドはきっちりと手袋をはめた手で、みるみる赤面していく顔を隠し「いいから馬車に乗れ！」と叫さけんだ。

　わけが分かぬまま馬車に揺られるステラの頭の中は、いまだ謎なぞだらけである。

　首をねじるようにしてのどかな田園風景を眺ながめっぱなしのアスレイドの機き嫌げんを伺うかがいながら、とりあえず一番気になることを問うてみる。

「ねえ、アスレイド、ちょっと聞きたいんだけど？」

「……今オレは、重大な悩なやみ事をしているんだ。さっきの質問になら答えないぞ」

「違うの。あたしの赤ちゃん、いつ生まれるの？」

　アスレイドは噴き出した。

　トウガラシと比べられるほどに赤くなった顔で、ステラを振り返る。

「な、な、なんてことを訊くんだ……！」

「だって昨夜、あたしは先に寝ちゃったけど、プーちゃんと一緒に儀式をやってくれたんでしょ？　あたしね、昨夜、とっても素す敵てきな夢を見たの！　キャベツ畑とはちょっと違ったんだけど、二人で祈き禱とうした大天使ミカエル様とガブリエル様がね、満開の白しら百ゆ合りの庭でご相談をしていたの！　それでね──！」

「夢の話なら、起きてすぐに三回も聞いた！　そんなに何度も話したいなら、法王庁に着いてから、枢すう機き卿きよう方の前で話してくれ。あ、赤子がいつ生まれるかについては──二度とオレに尋ねるな!!」

「どうして訊いちゃいけないの？」

「そういうことは男に訊いてはいけないんだ……っ！」

「どうして顔隠すの？　どうしてそんなに真っ赤になるの。どうして赤ちゃんは──」

「あーもう、どうしてどうしてうるさい!!」

「だって知りたいんだもの！　妊にん婦ぷには優しくしてよ。一緒に子供作った仲じゃない」

　アスレイドはまた噴ふき出した。

「──っ、オレはもう知らん!!」

　アスレイドはそっぽを向いてしまった。本格的に膝ひざの上で頭を抱えている。

　悩み事が一つ、増えたらしい。

「Ave Maria──Virgo sola existente, en affuit angelus──♪」

　御者台で馬を走らせるガブリエルが賛美歌をうたうのが聞こえてくる。

　アヴェマリアというのはたしか、聖母マリアの受胎をおめでとうと祝う歌だ。

　もしかして、さっきユリウス様が言った「おめでとう」ってあたしの赤ちゃんのこと？

　ステラは嬉しくなってとうとうと喋った。

「女の子がお母さんになるのは大変なのよ？　産うぶ着ぎも縫ぬわないといけないし、ゆりかごとかおんぶ紐ひもとかいるし、赤ちゃんの名前も考えなきゃいけないんだから。あたし、悪魔の捕獲もやんなきゃいけないし大忙しだわ！」

「……はあ」

　アスレイドは無言で、深い深いため息をついた。

「お前は妄もう想そう世界の幸せでいっぱいのようでいいな。オレは現実の悩みでいっぱいだというのに」

「なに悩んでるの？　相談に乗ってもいいわよ。野良猫の餌え付づけ法なら任せて！」

「……今後の身の振り方と、お前のことだ。──数カ月もすれば、真実は明らかになる。その時、再び誰かに命令が下るだろう。オレ以外の誰かに。とりあえずオレにできるのは、先延ばしすることだけだ。──法王貎げい下かに噓うそをついてでも」

「えっ。法王様に噓をつくなんて、よくないわ！　法王様っていうのはね、神様の代理人なのよ！　すっごくすっごく偉えらい人なんだから！」

「お前に教えられなくても知っている。……誰のためだと思ってるんだ？　お前のせいでオレは、死んだ後は確実に地獄行きだな。だが仕方ない。……いっそ箱なんか、ドラゴンに喰われて無くなってしまえばいいのに」

　呟つぶやいたアスレイドは、不ふ思し議ぎそうにしているステラの頭をくしゃくしゃと撫なぜた。まるで初う心ぶな恋人同士がするように。

「法王庁での審しん問もんが終わったら、分かりやすく説明してやる」

　──お前が楽しみにしている子供は、残念だができていないんだ。アスレイドは、その言葉を胸の中だけに押しとどめ、またため息をついた。




　──その日の夕方。

　出頭した法王庁の秘密会議室で、ステラは並居る枢機卿らを前に、堂々と宣言した。

　アスレイドととある儀式を行った末に、受胎天使の夢を見たと。

　なぜか言葉少なくなっているアスレイドの分まで、胸を張って包み隠さず話してきた。

　そこで法王様から聞いたのは、衝撃の真実──。

　ステラの遺品の宝石箱はつい先日、何者かに盗まれてしまったということだった。
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「やあステラ、おはよう」

　数日ぶりに桃園で目を覚ましたステラは、一足先に春を満まん喫きつしている満開の桃の花を見て、小さく微笑ほほえんだ。

「うーん、ここも久しぶりね！　っていうかあなた、ちゃんとお皿の中にいたのね！　良かった！　……でも、いたならどうして夢に出てこなかったの？」

「フフフ寂さびしかったのか？　可愛い娘だ。おいで、四日分、抱きしめてやろう」

「結構です！　こっち来ないで！」

　ステラはしっしっと男を追い払うが、構わず悪魔はステラを抱きしめてくる。

「実は少し面倒なことになっていてな。わたしの皿を所有している男が、毎晩わたしの皿に向かって不快な悪いた戯ずらを繰り返すものだから、あいつの夢に出てやっていた。……他に、気になることもあったしな」

「気になることって？」

「おまえにかかっている呪のろいだ。愛しいステラ、おまえが驚おどろくような素す晴ばらしい贈り物を用意したんだが、見たいか？」

　左腕がない上、髪までだいぶ短くなっている悪魔が意味深な笑みを浮かべる。

「お、おかしなものじゃないわよね……？」

「おまえにとって大切な品だ。取り出すのに右手を使うから、ちょっと結んでおこう」

　どうやら今夜の夢は、手を離すとステラが目覚めてしまう系の夢らしい。

　皿男はステラの手首と自分の手首を、紐でしっかり繫つなぎ、木の根元にぽっかり空いたウサギ穴に手を突っ込んだ。

　そこに隠してあったのは、小ぶりな革かわ張ばりの宝石箱。

　猫一匹ほどの大きさの箱には、人の二倍もあるような大だい蛇じやが絡からみついている。

「あーーーっ！　法王庁から盗まれたあたしの箱──！　あなたが盗んだの!?」

　ステラは声を上げ、一歩下がった。なぜって、現実の世界ではアスレイドたち聖職者にしか見えないドラゴンまでも、夢の世界ではステラの目に映ったからだ。

　こんな恐ろしい蛇がくっついてたなんて──！　どうりで開けたら死ぬわけよ！

「盗んだのではなく、取り返してやっただけだ。……くくく。わたしの皿の上に、のうのうとこれを置いた奴が愚おろかなのさ。これは元々おまえの物なのだから、おまえに返そう。──ただし、あちらの世界に持って帰るには、皿を割るしかないがな？」

「そんなぁ！」

「枢機卿や法王らが、こぞって中身を欲しがっていた貴き重ちよう品ひんだ。ステラ、二人だけで一足先に、秘密を覗のぞいてみないか？」

「こんなドラゴンがいたんじゃ無理よ！」

「ここは夢の世界だ。わたしに敵かなう者はない。まあ現実でもいないと思うがな。──フフでは姫君のために、ドラゴン退治をお目にかけよう」

　悠ゆう然ぜんと微笑した悪魔は、箱に絡みつく真しん紅くの大蛇に手を伸ばす。ドラゴンが業ごう火かを噴き付けるのも構わず首根っこを捕まえると、力ずくで箱から引きはがす。

　目を丸くするステラの目前で、遠くに投げ捨ててしまった。

「さあ、これで箱の守護者はいなくなった！」

「でも……大丈夫？　ほんとに、開けても死なない？」

「そんなに怖いなら、死をも恐れぬ、呪われたわたしが開けてやろう」

　悪魔は刺いれ青ずみの入った右手で、カタリとふたを開ける。

　箱の中には、折りたたまれた紙し片へんと、六ろく芒ぼう星せいの刻まれた白いナイフがあった。

「これがナザニエルの遺書か」

　悪魔が開いた紙片を横から覗き見たステラは、ひしひしと絶望感を味わった。

　ぎっしり書かれていた小さな文字は、ステラに解読できない悪魔の文字だったのだ。

「──ほう、なかなか見事だな……。七割正解だ」

「何が書いてあるの？」

「ん？　貴族悪魔たちの名前」

「えっ!!」

「……ほら見ろ、ここにサロメの名前も書いてあるぞ？」

　皿男は満面の笑みで、紙片の一部を指さした。

　……読めない！　どんなに頑がん張ばっても、ステラにはその文字が読めない！

「それから、これがモルちゃんの名前だ。なぜかわたしの名前まである。どうしてだろう、こんなに親切なわたしを貴族悪魔リストに載せるとは……人間のやることはいつも奇き怪かいだ。人気者は辛つらいな」

「その紙、ちょうだい！」

「無論、おまえの物だ」

　悪魔は素直にステラに一枚目の羊よう皮ひ紙しをくれたが、穴があくほど見つめても、ひっくり返して眺めても、その文字を音読することはできない。

　──そうだわ、これをもう一回ルシオールに持っていけば、あたしにも読める！　読めなかったら、尼に僧そう修道院に行って教えてもらえばいいわ！　……でも川を越えると、またあたしの心がルセリアさんに乗っ取られちゃうかも……？

「ふむ。そういうことか……」

　残り二枚を読んでいた悪魔が、ふと目を細めた。

「アリアンナの呪いは、愛、か……」

「それ、あたしのお祖ば母あちゃんの名前だけど？」

「おまえに先祖代々かかっている呪いの正体を教えてやろう。

　六代ほど前に、愛情に恵まれない幸薄い女がいたらしい。女は、恋をしては騙だまされ、結婚の約束をしては金を巻き上げられ、不ふ倫りんをしては捨てられ、何人もの男に捨てられて、深い怨うらみを持った末に自害した。

　大の男嫌いになった彼女だが、同時に心の奥底で、誠実に一人の男性に愛されたいとの切望も抱いていた。その怨おん念ねんが娘たちに代々受け継がれており、『今度こそ真剣に愛されたい』と願って、必ず女の子が生まれてくるようになったと書いてある」

「みんなが誤解しがちなんだけど、あたしが女系なのは、呪いじゃなくて祝福なの」

　それにステラは、魔物男からしつこく愛されるなんて、想像するだけでも恐ろしくて嫌だ。母も同じ気持ちだったろうし、きっと祖母も。

「開けてみれば単純な呪いだな。もっと難解なものを期待していたのに……これでは、おまえをゆするネタにもならん」

「あたしを脅おどすために箱を手に入れたの!?」

「いやいや、おまえの呪いを心配してやっただけだ。わたしにしか解けない呪いだといいなと、心をときめかせていたのも事実だが。──これを解くのは簡単だ。相思相愛の男と、正式に結婚式を挙げればいいだけ。さあステラ。わたしと婚礼の続きを──」

「しません！」

　抱きしめようと近づいてくる男から、ステラはすかさず逃げた。手首を繫ぐ紐さえなければ、もっと遠くに行けるんだけど。

「つれないな。で、三枚目は何だ──？　……ああ、法王庁への告発文か」

「告発……って？」

「呪いの源を突き止めた司教ナザニエルは、一枚目の資料と交換で、アリアンナと結婚するべく還げん俗ぞくを求めたらしい。……司教の職を辞そうとしたんだ。その後のことは大体想像がつく。わたしとルセリアの場合はルセリアが殺されたが、ナザニエルとアリアンナの場合はナザニエルが消されたわけだ。強い力を持った聖職者が正式に女と結婚しようとすると、様々な妨害が入る」

「えっと……あたしのお祖母ちゃんは、司教様に騙されて結婚しちゃう寸すん前ぜんだったの？」

「騙されたわけではなく、呪いを解くためにだ。くくく……だがステラ、この書類はまずいぞ。おまえをゆするネタにはならんが、別の人間どもをゆするネタにはなる。何しろ、犯人らの名前まで書いてあるからな」

「悪いことに使っちゃだめ！」

　羊皮紙を奪い取ろうとするステラの手から、皿男は逆に一枚目を奪った。三枚まとめてくしゃくしゃにすると、箱と一緒に後ろに投げ捨てる。

「あっ──！」

　叫んだ直後、ステラの背後から忍び寄っていた銀の瞳のドラゴンが頭上を飛び越えた。ぱくりと宝石箱をくわえると、見事に大地に着地する。

　散らばった羊皮紙や骨製ナイフを一つずつ、恐ろしげな口で拾い集めると、元通り箱を閉じて満足げにぐるぐる巻き付いた。

「この箱は、あちらの世界に持ち出すにはあまりに危険だ。だから親切なわたしが、ここで安全に預かってやろう。中身が本当に必要になり、ドラゴンが認める者が現れるまで。──欲しくなったら、どうすればいいか分かるな？」

　に、と美び貌ぼうの悪魔は笑った。

「あなたの皿なんか割らないわ……絶対絶対！」

「またおまえの望みを叶かなえてやる。世界を滅ぼす悪い悪魔は全て捕まえてやろうよ？」

「あなたが一番の大悪魔じゃない！　ルセリア姫が死んだ後、あなたがやさぐれて国を滅ぼしちゃったんでしょ！」

　今はもうトゥーランジャーという国はないのだから、きっとそうに違いない。

「さあ？　どうだったかな。昔過ぎてもう、覚えていないよ」

「あなたはね、昔からあたし以外の命を粗そ末まつにし過ぎなの！　側近を生いけ贄にえにするって、あり得ないでしょ！」

　悪魔は悪びれもせず、優美に笑う。

「他の人間など、どうでもいいのだから仕方がない」

「あなたの心は壊れてるわ！　枢機卿様から教わったのよ、そういう壊れた心の人のことを、魔性って言うの。生まれた時は人間だったとしても、あなたは悪魔……それもとびきりの大悪魔だわ！」

「お褒ほめに与あずかり光栄だ。──おまえの愛で、この壊れた心を治してくれないか？」

　悪魔は、手首の紐伝いにステラを引き寄せる。転びそうになったステラは、悪魔の胸の中に抱きとめられる。

　少女は地道に、紐の結び目を解き始めた。

「ステラ、今後の話だが。……それなりにあいつと付き合ってやってもいいぞ。そのかわり、必ず十日未満で喧けん嘩か別れしろ。わたしは、どう頑張っても十日までしか許せん」

「いきなり何の話？」

「わたしとは別の意味で、未み練れんがましい男の話だ」

「ふーん」

　結び目を解くのに一生懸命だったステラは、皿男の話を聞き流した。

「おまえが過去に何の未練もないことは分かっている。──おまえのように、過去生で未練なく生き抜いた魂は、色も姿も似ていない肉体を選んで生まれ落ちるから。

　例えば、誰か愛する者と添そい遂とげられなかったことや、死ぬつもりなどなかったのにあっさり若死にしてしまった場合、それをひどく心残りに思っていると、よく似た肉体を持って生まれてくる。

　髪の色。瞳の色。肌の色。性別は勿論、背格好や顔立ち──。完かん璧ぺきにとはいかぬものだし、そもそも当時の人々の髪色は、もう今には伝わっていない。それでも、できうる限り近い姿で、もう一度生まれ落ちることを選ぶ」

「ああ！　この最後の結び目が堅かたすぎるわっ！」

「人は、両手に何も持たずに生まれてくる。ただ己おのが魂と肉体だけを持って。だから肉体に全ての秘密を込めて生まれてくる。その共通が多ければ多いほど、未練は──忘れられぬ想いは強いということになる。

　わたしも、あの男の執着心がどの程度なのか見たくなった。同じ女に惚ほれた者として、神に逆らい、輪りん廻ねさえ拒んで時の狭はざ間まに落ちてもおまえを想うわたしに勝てるか否か。天に逆らってもおまえが好きだと叫んだ言葉にどれほどの覚悟があるのか、しばらくここで見届けさせてもらう」

「──とれたわっ！」

　結び目との格闘に勝利したステラは、満面の笑みで悪魔の腕から逃げ出した。

　舞い散る桃の花びらの下、皿男は名残なごり惜おしげな微笑みとともに、ステラに右手を伸ばす。

　その手に山や羊ぎに似た刺青があるのを見た瞬間、ステラはふと思い出した。

　初めてこの男の絵皿を見た時、桃に手を伸ばす悪魔には左手があった。その手の甲には、右手とは違う刺青があった。

　確かその模様は、ぽっちゃりした……桃にも似たまん丸の──。







「フグじゃない!?」

　叫びながら、ステラは飛び起きた。

　ステラの視界に、ぶつかりそうなほど接近したアスレイドの顔が映る。

「……!?」

　その接近し具合と言ったら、かつて眠り病にかかったステラが、ルセリア姫の長い夢を見て、ようやく目覚めた瞬間と同じくらいである。

　──たっ、食べられる寸前!?

　やや開いた男の唇を見たステラは、とっさに悲鳴を上げようとし、アスレイドの大きな手に口を塞がれた。

「み……妙な声を出すな！　オレは別に悪事を働こうとしたわけではない……！」

　焦あせり顔のアスレイドに言い聞かされ、ステラは周囲の状況を確認する。

　──夜明け間近の薄暗い馬車の中。扉は開いており、アスレイドは外から上背を屈かがみ込ませている。

　えっと……あたし、ピオ神父様の教会を訪ねてきたんだっけ。

　アスレイドが散々自慢していたパイプオルガンを聞くためと、あたしの親しん戚せきだっていう某ぼう司教のことを聞くために。

「ウィッセルーデの教会に着いたから……こ、声をかけても起きないから、抱き上げて中に運ぼうと思っただけだ！　オレは別に、お前の寝顔があんまり可愛いから、『待て！』と叫ぶ心の声を無視して思わず口付けしようとしていたわけではないぞ!?　ほ──本当だ、神に誓って……いやいや神に噓は誓ってはいけないからそれはできんが──。くそ、その綺き麗れいな瞳でじっと見るな！　考えていたのは、ほんの心の片隅だ！」

「ご主人様ぁ、こいつイヤラシイですぅ！　自分で告白してますよ、ご主人様の唇にぃ、チュウしたくってもーたまんないってぇ──！」

「こ、こらバカ、人の秘密を勝手にバラすな！」

　ステラの頭上で桃色フグが喚わめき、アスレイドの手から逃げるようにすい、と泳ぐ。

「アスレイド……あたし、変な夢見ちゃった」

　夢の余よ韻いんにぼんやりしながら、ステラは呟く。アスレイドの手を借りながら馬車を降りると、狼男の胸がどき、とざわめいた。

「なに!?　おまえもオレを想って近頃おかしな夢ばかり見るのか!?　ああ、こんな人ひと気けのない暗くら闇やみで、何というだいそれた告白をするんだ！　ステラ、そういう告白はもっと狭い密室で頼む。そこなら思う存分、二人きりで愛を語れる──ではなくて、内ない緒しよ話で頼む！　お前のかすれた甘い囁ささやき声に、耳と背筋がくすぐったくなっても、我慢するから──でもなくて！　あああ、オレは何を言っているんだ!?」

　アスレイドも寝ね惚ぼけているようだ。……でも、御者をしていたアスレイドが寝ていたら大事故になっているはずだけど。

　内緒話をしろと言われたステラは、素直に背伸びをした。寝起きのため、まだぼうっとしている。夢を忘れてしまう前に、誰かに言っておかないといけない。

　銀髪をかき乱しているアスレイドの耳元で、ステラは囁いた。

「あたしの赤ちゃん、女の子なの」

　相当ショックだったらしい。アスレイドは固まった。

「ご主人様ぁ！　妄想吸血鬼の次は、妄想妊婦ですかぁ～？　全然のーみそ進歩してませんねー！　さすがステラですぅ！」

　アスレイドの反対側の耳に頭をくっつけ、盗み聞きしていたフグが元気に言った。

「だ、だからな、ステラ。──子供は、まだできていないんだ。儀式はちゃんと終わっていないから──」

「愛に満ちた誠実な結婚をしないと、男の子は生まれないんだって」

「……！　そ、れは……どういうことだ？」

　思い切り瞳を見開き、青年はステラを見下ろす。

「だから、あたしの夢よ」

「おおステラ、お前は結婚が夢だったのか？　男嫌いのお前が、いつからそんな夢見る乙女に心変わりした!?　この魔女め、まさかオレと出会った日から心がときめきだしたとか、可愛いことを言うんじゃないだろうな？　無む論ろん、本気でそう思っているのなら、言っても構わんが！　実はオレもなんだ。最初はフグのせいかと思っていたが──いやいや、こんな無ぶ粋すいな場所で、心の本音は吐と露ろできん！」

　真っ赤になったアスレイドは、不思議そうに見上げるステラの手を取ったかと思うと、指をからめてさっさと歩き始める。

「うわぁ、アスレイドってばさりげなく手なんか繫いじゃってぇー。ステラをどこに連れ込むつもりなのかなぁ～？　教会の入口はあっちでしょー？　朝からイヤラシ～」

　フグが大きな声を出した直後、アスレイドは愕がく然ぜんと足を止めた。

「はっ!?　いかん、手足が勝手に……！　ステラ、早くトウガラシを取り出せ！　オレは口を開けて待っているから、とっとと劇薬を投げ込め！」

「どうして？　トウガラシが好きになったの？」

「お前が好きになったんだ！　見ろ、オレの足は悪魔にとり憑つかれて動かなくなっている！　お前が大人しくしていると、狼男がつけ上がってこの上どうなるか分からんぞ!?　教会の入口まではまだあんなに遠い！　オレの膝にとり憑いた悪魔は、鼓動とともにだんだん上にあがってきている！　このままでは、体中を支配されてしまう！　そうなったら、どんな恐ろしいことが起こるか……！」

「ごめんなさい、もうトウガラシは持ってないの。何か怖いことがあっても、あなたが守ってくれると思って。……信頼しちゃ、だめ？」

　ステラは恥はずかしさを堪えて、アスレイドをちらりと見上げた。

　ほんの一瞬だけ。

「うぐッ!!　こらフグ！　勝手にオレに毒針を打つんじゃない……ッ！」

「え？　ボク何にもやってませんよー」

「今のは効いたぞ──胃がひっくり返って、背筋から全身にゾクゾクとした痺しびれが走った！　くそう、全身が熱く痺れて……もう何も考えられん！」

　手を握りしめていたアスレイドの腕がステラの背中に回り、細い肩を抱き込むようにして、胸にかき抱く。

「ちょ……苦し……！　……レイド！」

　呼吸困難になりながら、ステラは抗議する。

「だめ……じゃない、プーちゃん！　毒針、なんか……！」

「だからボクじゃないですぅ！」

「お前より、オレの心の方がもっと苦しい……！　この悪魔に毒針を打たれる気持ちがどんなか、お前に分かるか？　心臓も止まりそうに、お前が狂おしく愛おしくなる。ああステラ。オレを魅了する美しい一番星──」

〝Prima stella〟と優しく囁く声に、ステラの鼓動も跳ねた。その呪文の意味がすぐに分かったのは、ルセリアの残ざん滓しのような記憶のおかげだろうか──。

　見上げると、夜明け前の空の色に似た青い瞳がステラを見つめていた。

　青年の凜りんとした眼差しに、迷いはない。吸い込まれるように、ただこちらを見ている。

　……そんなに見つめられると、あたしの方が恥ずかしくなる──。

　ステラは瞳を伏せた。ほどよい物陰が他に見つからなかったので、アスレイドの肩に額を預けて、熱くなってきた顔を隠す。

　その仕草が、アスレイドの癎かんに障さわったらしい。

「く……もうだめだ！　許せステラ！　これは猛毒による異常行動だ！　分かっているが、体が勝手に動いて止まらん──」

　背中に回っていたアスレイドの手が、少女の束ねた髪を引っ張る。

　頭をかしげたステラに、唇を覆おおいかぶせた。その勢いが激しかったので、ステラの頭に乗っていたフグはぼてっと転がり落ちてしまった。

「オレはおかしくなっている！　全部フグのせいだと分かっているが、分かっていても理性ではもう抑えられん……お前が好きだ！　お前もオレのことを好きだと言ってくれるのなら、きっと同じ未来を目指せるから──だから、頼むから……!!」

　吠えるように狼男は叫ぶ。

　彼の唇が近づいて来た時は、食べられるんじゃないかと心臓を凍らせたステラだったが、嚙かみつかれることもなく唇はすぐに去って行ったので、ステラは安あん堵どしていた。

　──やっぱりアスレイドは、いい狼男なんだわ！

　食べたい気持ちでいっぱいになっても、嚙みついたりせずに我慢できるのよ！

「……うん」

　ステラは頷うなずいて、信頼した眼差しで小さく笑った。「待て」ができる狼男の乱れた髪を整えるように、よしよしと頭を撫でてあげる。

　拗すねたのか恥ずかしかったのか、ふいと顔を背けて、アスレイドは低い声で文句を言った。

「くそ、なぜそう急に聞きわけが良くなる？　お前、オレが言いたいことを本当に分かってるんだろうな？　いいや、絶対分かってないだろう！」

「大丈夫、あなたの気持ちは完璧に理解してるわ」

　あたしがどんなに美お味いしそうに見えても、絶対、嚙みついたり食い千切ったりしないのよね。それを教えるために、わざとさっきのをしたんでしょ？

「いや、絶対に分かってない！　オレは──、結婚してくれと言ってるんだ！」

　ステラは目を丸くした。

「へ？」

「諸問題の全ては、オレたちが結婚すれば解決する！　そこまではまだオレを愛していない？　まあいい、共に暮らすうちに愛の絆きずなは強くなるものだ。だから──」

　アスレイドは、断りの言葉は聞きたくないというように再び唇を封じる。
















　思い切り首を傾けたステラの視界の端で、ゆっくりと朝日が昇り始めていた。

　夜明けを嫌う悪魔は、もういない。

　明るい光に照らされても、アスレイドはステラを離そうとしなかった。

　やがて夜明けの鐘が鐘しよう楼ろうから楚そ々そと鳴り始め、ステラが身じろぎすると同時に、アスレイドもハッとして重ねた唇を離す。

　ただただびっくりしているステラを見て、少し顔をしかめた。

「……やっぱり分かってなかっただろう。オレは謝らんぞ。安易にオレを受け入れるかのような発言をしたお前が悪い。──来い」

　ステラの手を引いて、教会に向かって歩き始める。先ほどのように怪しげな生垣の向こう側ではなく、本当の教会の入口に。

「それから。勿論お前のことはオレが守るが、トウガラシは肌身離さず持ち歩け。でないと、誰がオレからお前を守るんだ？　さっきのだって、トウガラシがあれば防げたんだ」

　少し考えて、ステラは繫いだ指に力を込めて答えた。

「ううん。……トウガラシは……、いらない」

　もう食べられたりしないって、分かってるから。

　その直後。ステラは聖騎士の腕に抱き上げられており、青い空と青い瞳を見上げながら、三度目の口付けを交わしていた。──「トウガラシはいらない」という少女の言葉を、青年は「結婚してもいい」という受諾の返事だと思ったのだ。

　だから三回の口付けのうちで、これが一番激しかった。

「……や……！　だ、め……っ！」

　あたしを食べないのは分かってるけど、「食べたい！」って気持ちがすっごく伝わってきて、あたしの背中はゾクゾクしてドキドキしっぱなしなのよ！　も、もうやだ……！

　ステラは暴れようとしたが、叶わない。

　何度も心を確かめるように触れてゆく口付けの後で、ようやく息をつけるようになったステラは、真っ赤になった頰で青年を睨にらむ。

「アスレイドのばか！　ど、どうして何回もするのよ！　あたし、あなたと結婚なんか絶対しないからね！　……あ、そういえば、言い忘れてたけど！」

　後で彼に言おうと思っていたことを、ステラはふっと思い出した。

「この前あたし『あなたのことが一番好き』とか言ったじゃない？　あれ、言い間違いなの！　『一番好きじゃないけど、すごく信頼はしてる』みたいなことを言おうと思ったんだけど、途中で疲れて寝ちゃって」

「──」

　アスレイドは絶句を通り越して、間抜けなほど呆ぼう然ぜんとしていた。

「な……ん……だと……？」

「一番好きなのも、二番目に好きなのも、別の人なの。もしかして勘違いしてるといけないから言おうと思ってて。──言うの遅くなって、ごめんね」

「…………………別の……人？」

「うん。だから、もうこういうことはしちゃだめよ。狼の習性と本能なのは分かるけど、悪い癖くせは早く直して一人前にならなくちゃ！」

　ちなみにステラの一番はお母さんで、二番目は最初の勤務先で別れたミケ猫である。

　歓喜の頂点から絶望に叩たたき落とされた聖騎士は、ふるふると拳こぶしを震わせた。

　言いたいことを言い終え、足取りも軽くさっさと教会に向かおうとするステラの束ねた髪が、唐とう突とつにわしづかみにされる。

「きゃん！」

「そんなところで区切るな──この小悪魔め!!　オレをどれだけ翻ほん弄ろうすれば気が済むんだ!?　くそ、もう許さん……！　オレはもう、絶対にお前のことは諦あきらめてやらん!!」

　後ろからステラを胸にぎゅうと抱きしめ、アスレイドが苦しげに叫ぶ。

「残ざん酷こくすぎる魔女め!!　この世の中には『ごめんね』では済まんことがある！　言い間違いにしてもひど過ぎる……！　純情なオレを手玉に取るのがそんなに面おも白しろいか！　Ardenter amo Stella──。Ama,obsecro!」

〝どうしようもなくお前が好きなんだ。頼むから、オレを好きになってくれ！〟

　呪文だけど呪文じゃないアスレイドの絶叫が、ステラの耳に飛び込んできた。

　ステラをぽいと離したアスレイドは潤うるんだ涙目で、この数日間、相思相愛の可愛い恋人だと信じていた少女を睨む。

「いつか本気で言わせてやるからな！　ウツボカズラのような甘い毒を含んだその舌に、オレが世界で一番大好きだと！　その時まで、次の口付けはお預けだ！」

　血迷った聖職者の絶叫が、聖なる教会の庭に響いた。
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　お手に取って頂いただいてありがとうございます。

　小こ悪あく魔まステラの二巻目です。

　今回は、ヒーローがとても悲ひ惨さんな目に遭あっています。過去最高だと思います。ヒーローじゃなくてあて馬だったのか、と勘かん違ちがいするほどです。




　えーと、今日はページが結構あるらしいので、ある晩のステラの悩なやみ事でも描びよう写しやしてみようと思います。ネタばれかもしれませんので、最後にどうぞ！







　──魔法の儀式を行うには、三人の弟で子しもしくは、忠実な愛犬とともに行うべし──

『図解魔道書』を読みふけるステラは、フグを頭にのせながら唸うなった。

「うーん……！　アスレイドは『忠実な愛犬』に入るのかしら？　忠実だけど愛がないからやっぱり無理？　プーちゃん、どう思う？」

「ご主人様ー、そもそもあいつ、犬じゃないですー」

「えっ？　そうね。あの人ってば狼おおかみだから……。愛犬の代わりに愛あい猫びようじゃだめかしら？　それなら当てがあるんだけど！」

「猫ねこ使うくらいなら、アスレイドの方がましだと思います～。御主人様が可か愛わいくおねだりしたらぁ、きっと四よつ足あしになって、愛犬ごっこにも協力してくれると思いますー。うわぁ、男を犬扱いして特殊なプレイをするなんてご主人様、女王様みたいですね～フフフ！　首輪と鞭むちは必ひつ需じゆ品ひんですぅ～！」

　ステラは一瞬、首輪付きのアスレイドを想像してしまい、真っ赤になる。

「お、おねだりなんかできないわよ！　三人の弟子なんて絶対無理だし、愛猫でもダメなら、あたしには儀式はできないの……？　ああ、この儀式、是ぜ非ひやってみたかったんだけど」

「何の儀式ですかぁ？　……ふむふむ。ボクこーゆーの興きよう味みないけどぉ、初心者が魔術の練習するにはいいかもですねー」

「でしょ？　愛フグで何とかならない？」

「猫でもフグでもダメですッ！　でも主人様、犬なんかいくらでもいるんだしぃ、今から飼えばいいじゃないですかぁ～？」

「あ、その手があったわ！　わかった、あたし明日から犬飼う!!」

　ステラは叫さけび、修道士に子犬が欲しいと頼んでみることにした。
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　後日、復ふつ活かつ祭さいのバザーで、子犬を探すステラとガブリエル。

　ステラは不ぶ細さい工くな子犬を気に入り、腕に抱いている。

　──その光景をたまたま見てしまった巡じゆん回かい警備中のアスレイド。どうやらステラが犬を欲しがっているらしいと知り、愕がく然ぜんとしてしまう。

「ステラ……お前は犬嫌いじゃなかったか……。オレを差し置いてどうしてそんな不細工な犬を可愛がる──？」

　ひしひしとした絶望と敗北感に打ちのめされながら、アスレイドは全身に押し寄せる悔くやしさを込めてステラの腕の子犬を睨にらみつける。

　──オレは、猫以下と言われた次は、犬以下と言われるようになるのか？　ステラの好きな人の順位がますます下がってしまう！　そのうち、オレの名前まで忘れ去られるんじゃないだろうな？　嫌だ……百歩譲ゆずって、以前から交流のあった愛猫を愛めでるのは許ゆるすとしても、あんな小こ汚ぎたない捨て犬などに負けるのだけは絶対に許せん！

　嫉しつ妬との炎に突き動かされたアスレイドは我が慢まんできず、ステラに犬を諦あきらめさせようと仕事を放り出して少女と修道士に近づく。

　ステラにこんこんと、犬の恐ろしさを説明しはじめた。

　ところがステラはなぜか、汚い子犬をすっかり気に入り、胸に抱いて離そうとしない。母親に捨てられたという灰色の子犬に自分を重ね、一いつ緒しょに寝るとまで言い張る。

「そいつと一緒に寝るだと？　その犬は雌だろうな!?　……なに？　雄おす犬？　冗じよう談だんじゃない！　ステラ止めろ！　その犬種の犬はな、大人になると狼になるんだぞ!!」

　ありもしない噓うそまで吐ついて、アスレイドはステラの腕から犬を奪い取る。

「そもそもどうして犬など飼う気になった!?　オレじゃ不満か!?　どこが不満だ、言ってみろ！」

　叫んだアスレイドは、本物の狼男に生まれてこなかった身の上を心から悔しく思うのでした。
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　騙だまされたステラは結局、狼になってしまう恐ろしい子犬を諦め、初心者向け魔術の実じつ践せんには狼男のアスレイドに付き合ってもらいました。

　ステラがやりたかった魔術は、隠された財宝を見つけるというもの。メイドもクビになったままだし、貧びん乏ぼうから脱だつ却きやくしたかったのです。このまま無む一いち文もんだと、どこかで捨て猫を見つけても餌えさも買ってやれないし。

　ステラの悩みを知ったアスレイドは、「オレの専属メイドになるか？」とつい言ってしまい、そんな破は廉れん恥ちな言葉を口にした自分を恥はじました。







　今回も、担当様をはじめ多くの方にお世話になりました！　鳴なる海み先生の可愛いイラストを楽しみにしつつ、筆ふでを置かせて頂きます。

　ありがとうございました！
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文中でチラッと出てくる〝カルニクス〟。

これは、古代に使われた面白い形のラッパです。頭がドラゴンになっており、口が開閉できるものもあります。

軍隊や宗教儀式で使われたらしいですが、コレをずらっと並んで吹かれたら相当ビビります……。
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がんばれアスレイドくん！
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